
645 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の湖沼やため池などの水湿地に生育する多年生の沈水〜湿生
植物。茎は地上を這い、広卵形の葉を互生する。6 〜 8月頃に咲く花は４個の萼裂片だけを有
し花弁はない。また水中では閉鎖花をつける。区部の水元、南多摩では多摩市岩ノ入池、八王
子市別所長池などに産したが1960年頃に絶滅。しかし、八王子長池では2020年のかいぼり
実施後に、浅瀬や攪乱した泥土から埋土種子個体が多数発芽し、安定した生育が見られる。
■生存を脅かす要因：水辺の植生遷移や湧水の枯渇などを伴う水質汚濁に加え、アメリカザリ
ガニなど水生植物に危害を加える外来生物の侵入拡大により、生育環境が悪化したものと推測
される。
■特記事項：都立大学牧野標本館には三鷹市井
の頭池産の標本が収蔵されている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 184, 270, 288, 294

ミズユキノシタ
Ludwigia ovalis

被子植物
アカバナ科

八王子市 2020 年 9 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

644 三校

■種の特性と生育状況：関東地方以西の水田や休耕田、水路等に生える一年生の湿生植物。植
物体は緑色でチョウジタデのように赤みを帯びず、必ずしも有毛であるとは限らない。花径は
大きく８mm に達し、花盤は有毛。黄色で卵円形の花弁は通常５枚または４枚。南多摩丘陵
部の湿地に点在するほか、区部江戸川・中川水系の湿地にもわずかに生育地が確認されている。
北多摩にも未確認ながら生育情報がある。
■生存を脅かす要因：水田環境に強く依存しており、作付けの減少や耕作停止、また除草剤の
使用などにより、自生地はさらに減少する可能性がある。
■特記事項：文献記載記録に乏しい植物であり、チョウジタデとも酷似していることから、都
内における分布実態が十分に明らかにされて
いない植物の一つである。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 48, 214, 243

ウスゲチョウジタデ
Ludwigia epilobioides subsp. greatrexii

被子植物
アカバナ科

八王子市 2008 年 9 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

643 三校

■種の特性と生育状況：全国の山地渓谷沿いの樹林下等に生育する多年草。ミズタマソウに似
るが全草に白軟毛が多く、葉は卵心形。８〜９月に開花し、果実には顕著な溝がある。区部で
は現在は消滅、北多摩北部にも分布記録があるが、近年の生育情報は明らかでない。現在、確
実に生育が確認されているのは南多摩から西多摩にかけての丘陵帯上部から山地帯に限られ
る。
■生存を脅かす要因：都市部においては土地造成等により消滅した。郊外及び山地では管理放
棄や植生遷移の進行、気象災害による渓谷林の荒廃、シカによる食害等、複合的な要因が影響
していると考えられる。
■特記事項：都立大学牧野標本館には1900年
前後に荒川区西日暮里道灌山や渋谷区代々木
で採集された牧野富太郎の標本が収められて
いる。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 145, 168, 243, 270, 290

ウシタキソウ
Circaea cordata

被子植物
アカバナ科

町田市 2021 年 8 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

642 三校

■種の特性と生育状況：本州中部以北、北海道に分布する多年草。亜高山帯周辺の草原に生育し、
地下茎を伸ばして群生、茎は直立、披針形の葉を互生する。6 〜 8月、総状花序に紅紫色の花
をつける。果実は細長いさく果となり、種子は種髪を持つ。都内では奥多摩の雲取山、鷹ノ巣
山などに分布していたが、近年はシカ食害によって壊滅的な被害を受けており、雲取山の鹿柵
内のみで確認できる程度となっている。
■生存を脅かす要因：西多摩でも亜高山帯に類する草原環境はごくわずかであり、もともと自
生地が限定的なうえ、植生遷移に加えて、シカによる食害が進み、激減した。
■特記事項：すでに1990年代前半には雲取山直下の草原から姿を消していたようである（安
原1994）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 168, 320, 324

ヤナギラン
Chamaenerion angustifolium

被子植物
アカバナ科

神奈川県 2002 年 6 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

641 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の湖沼やため池に生育する一年生の浮葉植物。変異が大きく、
葉形だけからヒシと区別することは難しい。７〜９月に水面上に白色花を開き、果実は大形で
４本の刺を持つ。区部、低地の水辺環境のみに確認されており、葛飾区や台東区、千代田区な
どに生育が見られ、散発的に記録があるが、発生は不安定で変動しやすい。
■生存を脅かす要因：水質汚濁や外来生物の影響が考えられるが、衰退の要因は明らかでない。
■特記事項：本種は地域的に偏在し、ヒシ同様、オニビシの実も食用となることから人為的な
分布拡大の可能性がある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 84, 191, 270, 294, 295

オニビシ
Trapa natans var. quadrispinosa

被子植物
ミソハギ科

台東区 1970 年 10 月
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵

640 三校

■種の特性と生育状況：全国の湖沼やため池、河川、水路などに生育する一年生の浮遊植物。
茎は分枝して水面に卵状菱形の葉を展開、葉柄中央部は浮 _ となる。7 〜 9月、水面に白色５
弁花を開き、水中で熟す果実には2本の刺がある。都内では丘陵帯以下の水域に分布し、区部
低地の池と皇居以外は散発的発生にとどまるか、消滅した状態にある。
■生存を脅かす要因：池の改修等により衰退することがあり、溶存酸素量や化学物質、外来生
物の存在などがその生育に影響しているものと推測される。
■特記事項：富栄養水域を比較的好む植物で水質汚濁に強いとされ、爆発的に繁殖することが
あるが、その盛衰要因はまだよく明らかにされていない。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 84, 270, 289, 294

ヒシ
Trapa jeholensis

被子植物
ミソハギ科

葛飾区 2020 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重
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651 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する落葉高木。葉身は非対称な円形で、
先は尾状、基部は心形。長さ4 〜 10cm、幅4 〜 8cm、鋸歯縁で、表面無毛、裏面は時に白
色をおびる。花期は6 〜 7月、花序は長さ5 〜 8cm。花を10数個つけ、苞は狭長楕円形で
先は鈍い。果実は球形で径約5mm、灰色の短軟毛が密生する。北多摩では都市緑地に残存し、
非常に少ない。南多摩でも山地から丘陵部まで見られるが少ない。西多摩では比較的多く残っ
ており、石灰岩地との結びつきが示唆される。
■生存を脅かす要因：冷温帯に分布の中心があり、南多摩、北多摩ではもともと多くなかった
と推測される。また、北多摩と南多摩の丘陵部では、山林伐採と土地造成が本要因に該当する。
■特記事項：八王子市では、山地の尾根部に見
られるという。一方で、隣接する神奈川県津
久井地域では山裾や渓谷部で確認した。この
生育立地の違いについては、土壌、微気候な
どいくつかの要因が考えられる。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 168, 243, 270

シナノキ
Tilia japonica

被子植物
アオイ科

八王子市 2002 年 6 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

650 三校

■種の特性と生育状況：本州（宮城県以南）、四国、九州、琉球に分布する。高さ1.5 〜 3m
の刺を持つ常緑低木。刺は普通対生ときに単生。葉は小葉が3 〜 7枚、長さ5 〜 15cm。小
葉はほとんど無柄、披針形〜披針状楕円形。花期は5月。雌雄異株。果実は2 〜 3個で、種子
は楕円状球形で長さ約4mm。南多摩、西多摩の山地域下部（暖温帯域）の露岩地、土壌の薄
い立地に生育する。西多摩では、特に石灰岩との結びつきが指摘されている。
■生存を脅かす要因：低標高域の露岩地に生えるため、これまで採石事業により自生地が失わ
れた可能性がある。生育立地は不安定な場合も多く、自然崩落などにより消滅することも危惧
される。
■特記事項：先駆性の強い、陽地生の種である。
しかし、上述の様に生育立地は不安定で、そ
の林冠も閉じないことが多い。このため、「生
存を脅かす要因」から、林内が暗くなる遷移
進行に関する要因は外した。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 64, 168

フユザンショウ
Zanthoxylum armatum var. subtrifoliatum

被子植物
ミカン科

八王子市 2018 年 10 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

649 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東、中部）に分布する落葉高木。キハダ（var. amurense）の
種内変種。キハダと異なり、若枝や葉軸には全体に短毛が密に生え、小葉の裏面主脈上に軟毛
が密生する。山地の斜面下部に生育する。南多摩や西多摩の山地に分布する。区部、北多摩で
は非分布となっている。
■生存を脅かす要因：山林の改変、土地造成。キハダ同様に巨木になることから、生育立地の
改変に際して、移植が技術的に難しい。病気への耐性もキハダと同等なら、ある程度育った個
体は、特定の土壌病原菌に弱い。
■特記事項：南多摩では、本変種が基準変種キハダよりもかなり多く、本変種が種内の低地型
とも考えられる。この場合、本変種が非分布の区部、北多摩のキハダはもともと逸出品の可能
性が考えられる。しかし、一方で区部などの
キハダは、南多摩低地域への侵入とは別経路

（例えば、河川沿い）で侵入した可能性も考え
られる。今後解明すべき、地域フローラの課
題である。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 64, 173, 220, 241, 243

オオバキハダ
Phellodendron amurense var. japonicum

被子植物
ミカン科

山梨県 2020 年 7 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

648 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する。高さ10 〜25m の落葉高木。
樹皮の内皮は黄色。若枝は無毛。葉は対生し、小葉が5 〜11枚の奇数羽状複葉、長さ15 〜
35cm。小葉は卵形〜卵状長楕円形、縁に細かな鈍鋸歯があり、裏面はやや白みを帯び、無毛か、
主脈の下部に開出毛がある。花期は6月、雌雄異株。果実は球形で黒色に熟す。区部、北多摩
では情報不足。南多摩ではほとんどが変種オオバキハダである。西多摩では比較的よく見られる。
■生存を脅かす要因：山林の改変、土地造成が考えられる。巨木になることから、移植が検討
されても、技術的に難しい。なお、ある程度育った個体は、特定の土壌病原菌に弱いという報
告もある。
■特記事項：種子の散布力は強く、目黒区の自
然教育園内の野生品は、植栽木からの野生化
であると判明している。今後、集団から隔離
された個体が確認された場合、分布由来の判
断は、慎重に行うことが望ましい。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 25, 64, 241, 270

キハダ
Phellodendron amurense

被子植物
ミカン科

神奈川県 2018 年 8 月 21 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

647 三校

■種の特性と生育状況：本州（岩手県〜紀伊半島）、四国、九州に分布する高さ５ｍほどの落
葉小高木。葉は対生で葉身は直径３〜７cm、掌状に５〜７深裂し、重鋸歯がある。裂片は羽
状に切れ込み、先は全て尾状に長く尖る。裏面の脈状には赤褐色の縮毛が残る。雌雄異株。５
〜６月に８〜 11個の小さな花を総状につける。比較的標高の高い山地に生育する。都内では
西多摩の山地帯上部から亜高山帯にかけて分布する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。山林の改変などによる生育環境の変化が本種の生存を脅かす
主な要因であると考えられる。
■特記事項：日本固有種

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 35

ナンゴクミネカエデ
Acer australe

被子植物
ムクロジ科

奥多摩町 2010年 6月 11日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

646 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州の湖沼やため池、河川などに生育する多年生の浮葉
〜抽水植物。６〜９月、葉腋から花柄を伸ばし、花弁５または６枚の黄色の一日花を水面に開く。
果実は木質で細長く、先端に萼片が残存する。区部の石神井川及び善福寺川水系に古い記録が
あるが現在は見られない。白子川水系に現存し、保全活動が行われているようであるが、よく
似た栽培種の可能性もあり、詳細な現況調査が待たれるところである。
■生存を脅かす要因：もともと産地の限られた植物だが、水質悪化や河川改修により激減、競
合する外来植物などの繁茂等により、生育条件を奪われたものと推測される。
■特記事項：都立大学牧野標本館には善福寺川水系産とみられる採集者不明の古い標本が収め
られている（MAK118001杉並区和田）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 155, 156, 270, 315

ミズキンバイ
Ludwigia peploides subsp. stipulacea

被子植物
アカバナ科

神奈川県 2002 年 9 月 4 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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657 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は直立して、高さ
30 〜 70cm。葉は羽状複葉。小葉は5個か7個、長楕円状披針形、先は鋭尖形。花期は4 〜
7月。花弁は白色、倒卵形から長倒卵形、長さ5 〜 10mm。長角果は線形、長さ18 〜
25mm、幅約1.2mm。種子は長さ約2mm、幅約1mm。山地や川辺の湿地に生育する。南
多摩、西多摩の山裾の湿地に少数の個体群が現存する。
■生存を脅かす要因：本来の分布が少ないことである。また、人里に生育しているため、土地
造成、山林の改変などが生存を脅かし得る。
■特記事項：広くアジアの冷温帯に分布する本種は、本州中部以北の複数の都県で絶滅危惧植
物に選ばれている。一方、温度的に生育に不向きな西南日本では、本種が分布していても、東
京都のように希少という訳ではなく、ほとん
どの場合絶滅危惧種になっていない。この理
由は分かっていないが、冷温帯に適合した植
物として、特徴のある国内分布を示している。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 126, 232, 355

コンロンソウ
Cardamine leucantha

被子植物
アブラナ科

八王子市 2017 年 4 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

656 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する。秋咲きの個体を見ないので、一般に越
年草と思われる。ジャニンジンに似て、小葉の切れ込みが深く、明らかな小葉柄がある。しか
し、葉の基部は耳状にならず、小葉の柄が明瞭で、基部に線形の副片が出ることが多い。花期
は5 〜 6月。北多摩、南多摩、西多摩で、川辺、耕作地周囲、林道沿いなどタネツケバナと同
様な生育立地に見られる。区部では檜山（1965）に北区赤羽、板橋区志村の記録があり、
2000年以降も千代田区などで確認されている。
■生存を脅かす要因：耕作地の転用、谷戸などの土地造成による宅地化である。生態的な特徴
として、川辺に生える個体群は、河川による生育立地への攪乱により、毎年大きく個体数を変
動させていると考えられる。
■特記事項：小仏地域（八王子市、相模原市緑
区）の神奈川県側では、「タネツケバナと置き
換わっているのでは」と思うほど、本種の多
い地域がある。東京都側では、これほど多い
地域は今のところ見ていない。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 98, 201, 270

タチタネツケバナ
Cardamine fallax

被子植物
アブラナ科

町田市 2008 年 4 月 27 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

655 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する多年草。フジハタザオの変種。
全体に大きく、茎は株状または横に広がり、高さ20 〜 40cm。根出葉は柄が長く、葉縁に欠
刻がある。茎葉の基部は矢じり状となって茎を抱く。花期は4 〜 6月。花弁は白色、倒卵形、
長さ6 〜 10mm。長角果は弓なりに開出し、長さ7 〜 10cm となる。山地に生育する。西多
摩の山地深部の湿った岩場に生育する。
■生存を脅かす要因：もともとの生育地が非常に少ない。また、シカなどの動物による食害も
危惧される。生育地のほとんどは国立公園内と考えられるが、歩道管理等の工事に生育地がか
かる可能性があり、その場合は保全策がとられる必要がある。
■特記事項：都立大学牧野標本館の本種の標本
は、概ね石灰岩の分布地で採集されている。
また、今回の調査でも、石灰岩の分布域と本
種の確認地点が一致している。このため、本
種の分布は石灰岩の分布に関係している可能
性が高い。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 173, 205, 364, 366

シコクハタザオ
Arabis serrata var. sikokiana

被子植物
アブラナ科

奥多摩町
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

654 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州、南西諸島（奄美大島）に分布する落
葉低木。葉は長楕円形、下面は淡色。上方で多数の枝を出し、数個の花を密につける。萼は淡
紅色。長さ7 〜 8mm。果実は乾果で紡錘状、長さ約4mm。花期は8月。山地の草原や林縁
に生育する。北多摩ではわずかな個体が現存。南多摩では、谷戸奥の草地に生育するが非常に
少ない。西多摩では、近年確認されていない。
■生存を脅かす要因：丘陵部の土地造成、谷戸の人為管理の放棄である。確認された生育地は、
谷戸奥の赤土がむき出しになった、耕作地周辺の法面や痩せた斜面地である。草刈りなどの人
為管理、谷戸の利用の継続が、これらの個体群の存続には必要である。
■特記事項：檜山（1965）には、区部（絶滅）
の芝白金、北多摩の小平の産地があげられてい
る。また、都立大学牧野標本館には1960年に
東大和市狭山丘陵で採集された標本がある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 224, 270, 366

コガンピ
Diplomorpha ganpi

被子植物
ジンチョウゲ科

町田市 1994 年 7 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

653 三校

■種の特性と生育状況：本州（宮城県〜中部地方の太平洋岸と近畿地方）、四国、九州に分布
する落葉小低木。葉は互生して枝端では束生状、厚い草質、長楕円形で、長さ5 〜 13cm、幅
1 〜 3cm。7 〜 8月ごろ落葉し、8 〜 9月枝端から翌春の花芽と新葉が出る。形態的な違い
が判然としない雌雄異株。花期は12 〜 4月。5 〜 7月に楕円形で長さ約8mm の液果が赤く
熟す。区部、南多摩、西多摩では明るい落葉樹林内に生育する。
■生存を脅かす要因：区部に関しては都市化による土地造成である。南多摩、西多摩では雑木
林の管理放棄、山林伐採、宅地開発による土地造成などが本要因と考えられる。
■特記事項：檜山（1965）に、本種の武蔵野の記録はあるが、埼玉県側である。都立大学牧
野標本館にも、北多摩に近い練馬区大泉の標本があるが、北多摩の確実な記録が確認できてい
ない。今後の調査により、現存、あるいは過
去の記録が確認される可能性はあるが、現時
点では北多摩は「データ無し」である。品種
ムラサキオニシバリ f. atropurpurea を含む。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 270, 366

オニシバリ
Daphne pseudomezereum

被子植物
ジンチョウゲ科

八王子市 2009 年 3 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

652 三校

■種の特性と生育状況：北海道（崕山）、本州（関東、中部）、四国、九州（中部）に分布する
落葉低木。全体無毛。枝は灰茶色。葉は長楕円形。葉は冬に落葉する。花は数個が葉腋に集まっ
てつく。花は淡黄緑色、花弁は4 〜 5個。液果は楕円形、長さ約8mm。花期は3 〜 4月。石
灰岩などの森林の発達しにくい場所に生育する。西多摩の石灰岩地に生育し、近年減少した。
■生存を脅かす要因：生育立地がほぼ石灰岩地に限られるため、東京都での生育地は西多摩の
狭い範囲に限られる。生育地での、登山道の管理整備、送電の鉄塔工事などの場合は保全や移
植を行うことが望ましい。シカなどの動物の食害も危惧される。
■特記事項：現在は新規の大規模採石事業はないが、過去には生育地が石灰岩の採石により失
われた可能性がある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 168, 173

チョウセンナニワズ
Daphne koreana

被子植物
ジンチョウゲ科

奥多摩町
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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663 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する越年草。茎は直立し、高さ35
〜 135cm。根出葉は倒披針形、先は鈍形、全縁か波状縁または低鋸歯縁、長さ3 〜 14cm。
花期は5 〜 8月。花弁は倒卵形、長さ5 〜 7.5mm。長角果は線形、平らな四稜形で、長さ4
〜 8cm、幅1 〜 1.5mm、無毛。種子は2列で、縁にごく狭い翼がある。多摩地域の河川中流
域において、高水敷堤防などの草土手周辺に生育するが少ない。
■生存を脅かす要因：元来は河原に生える植物である。河川改修、護岸工事、河川敷の開発、
そして上流におけるダム建設などにより、河川環境が大きく変化したことが、減少の原因である。
現在では、人為管理下の河川敷や土手に生育し、不適切な管理（草刈りの回数や時期が本種の生
育に不適切）が本要因に該当する。生育立地へ
の改変に際しては、保全策が必要である。
■特記事項：区部では絶滅と判定される。檜山
（1965）の時代には、区部でも生育していた
と思われるが、産地があげられていない。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 17, 263, 270, 366

ハタザオ
Turritis glabra

被子植物
アブラナ科

多摩市 1981 年 5 月 3 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

662 三校

■種の特性と生育状況：本州、九州に分布する多年草。茎は直立し、高さ30 〜 120cm。葉
は卵形から卵状披針形、長さ6 〜 16cm、先は鋭尖形。花期は6 〜 7月。花弁は黄色で、倒
卵形。長角果は開出し、線形で円柱状。種子は長楕円形、先に膜質の突起があり、褐色。山地
に生育する。南多摩では唯一の生育地が消滅した（2016年時点）。西多摩でも近年の確認例
はなく、現存していれば、個体数は極わずかと推測される。
■生存を脅かす要因：もともと個体数が少ない。石灰岩地との結びつきが示唆されており、東
京都本土部では生育範囲が限られていたと推測される。南多摩の生育地に関しては、山林の改
変が指摘されている。西多摩に隣接する埼玉県側では、シカによる食害が本要因として上げら
れている。
■特記事項：西多摩に隣接する埼玉県側では、
今回の調査でも確認されており、東京都側に
も残っている可能性はある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 136, 232, 243, 258

キバナハタザオ
Sisymbrium luteum

被子植物
アブラナ科

八王子市 1987 年 5 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

661 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する、一年草または越年草。茎は直立し、高
さ10 〜 40cm。葉の基部は耳状となり、長さ2 〜 5.5cm、幅0.8 〜 2.5cm、羽状に深裂して、
裂片は2 〜 6対、長楕円形で鋸歯がある。花期は4 〜 5月と9 〜 10月の1年に2回。それぞ
れ開花、結実後は枯死する。花は葉状の苞に腋生し、黄色でごく短い柄がある。区部、北多摩、
南多摩の水田（放棄水田、稲刈り後の水田）、水田畔、川辺の水際や減水湿地に生育する。
■生存を脅かす要因：土地造成、耕地整理、ため池、水湿地の放棄、河川敷の開発、河川の護
岸整備など。また、元来ため池などの減水湿地、河川の水際など不安定立地に生え、安定した
個体数が存続しにくい種である。
■特記事項：発芽後は開花結実まで半年足らずで枯死するが、埋土種子は数年間生き続ける。
数年間隔で減水湿地のできる調整池では、数
年間隔で本種が出現することがある。そのた
め、川辺など不安定立地に本種が生育してい
る場合は、継続調査で数年間見なくても、辛
抱強く調査を続ける必要がある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65

コイヌガラシ
Rorippa cantoniensis

被子植物
アブラナ科

日野市 2018 年 11 月 27 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

660 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する越年草。路傍や耕作地、河川敷
などに生える。高さ5 〜 60cm で、茎は単生する。根出葉は花期まで宿存する。楕円状倒卵
形〜倒披針形で、長さ1 〜 3.5cm、幅5 〜 15mm、無柄。花期は3 〜 6月。花は黄色。短角
果は長楕円形、平たい。区部、北多摩、南多摩、西多摩の河川敷や耕作地の周囲、人為管理さ
れた低茎草地などに生育する。
■生存を脅かす要因：開発などの土地造成、河川敷の開発、耕作地の転用、人為管理された低
茎草地の管理放棄である。また、1年で枯死する越年草のため、短期間で個体数を変動させ、
正確な生育状況の把握が難しい。
■特記事項：南多摩において、本種が「都市部では著しく減少している」との指摘もある。また、
現在区部では情報不足であるが、都立大学牧
野標本館には、1920年代以前の世田谷区、渋
谷区、文京区、板橋区の標本がある。2000年
以降の区部での確認記録も複数あるが、近年
減っているのは確かなようである。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 201, 243, 270, 366

イヌナズナ
Draba nemorosa

被子植物
アブラナ科

八王子市 2019 年 4 月 17 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

659 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部以北）に分布する越年草。茎は直立し、高さ20
〜 100cm。葉は長楕円状卵形から卵状披針形、長さ3 〜 12cm、幅1 〜 5cm、下部の葉は
有柄。花期は6 〜 8月。花弁は白色、長さ3 〜 5mm。長角果は線形で細長く、垂れ下がり、
長さ3 〜 10cm。種子は平たく、卵形。山野に生育する。西多摩に記録があるが、最後の標
本から40年以上確認例がないので、今回絶滅判定となった。
■生存を脅かす要因：本来、産地が局限された種であった。西多摩では、石灰岩の山々に生育
していたが、温暖化や動物の食害などにより絶滅したと考えられる。また、都立大学牧野標本
館に標本のある、小河内岫沢（くきざわ）の自生地に関しては、小河内ダムに沈み消滅した。
■特記事項：国外では、本来亜寒帯（都内の亜高山帯に相当）に分布し、石灰岩地の場合は冷
温帯まで下降する。西多摩では、最高点が亜
高山帯に達しない山々に分布したため、温暖
化による温度の上昇に対し、より高所への避
難ができなかった可能性もある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 65, 172, 173, 366

エゾハタザオ
Catolobus pendulus

被子植物
アブラナ科

神奈川県 2010 年 5 月 19 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

658 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草。全草無毛で、高さ30 〜 60cm。
葉は頭大羽状複葉、長さ1 〜 7cm。花期は4 〜 6月。総状花序は10 〜 30個の花をつける。
花弁は白色。長角果は線状。種子は楕円形で、周囲に広い膜状翼がある。水田、水路や湿地に
生育する。現在では、北多摩の河川調整池にのみ生育が知られている。
■生存を脅かす要因：河川敷の開発、水湿地の造成、水質悪化、人為草地（湿性草地）の管理
放棄である。現存地は調整池であり、個体の存続には適切な人為管理が必要である。
■特記事項：檜山（1965）には練馬区石神井や中野区江古田の産地があがっており、この頃
までは区部にも生育していたと考えられる。また、都立大学牧野標本館には1956年に調布市
多摩川で採集された本種の標本がある。現在
の生育地は多摩川とは別の水系であり、当時
は北多摩に広く分布していたと推測される。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 76, 200, 270, 366

ミズタガラシ
Cardamine lyrata

被子植物
アブラナ科

清瀬市 2006 年 5 月 19 日
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確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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669 三校

■種の特性と生育状況：全国の水湿地に生える一年草。葉は披針形〜長線形、葉裏には細かい
腺点が散在する。托葉鞘は伏毛が生え、縁に縁毛がある。開花は5 〜 10月で、花被は淡紅色
または緑白色、花被には盤状の腺点がある。都内では区部から標本が得られているが現状は明
らかでない。また、北多摩にも記録があるが、近年の情報がなく消滅したものと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川の護岸改修や池沼・湿地の埋め立て等により自生地の生育環境が失
われ、農薬使用や水田耕作地の減少なども大きな減少要因となっている。
■特記事項：本種はイヌタデの小形のものと誤認されやすく、アオヒメタデやホソバイヌタデ
等とも酷似しており、同定には注意を要する。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 270, 290

ヒメタデ
Persicaria erectominor

被子植物
タデ科

板橋区　1960年 6月 24日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵

668 三校

■種の特性と生育状況：関東地方以西の丘陵〜低山地の湿った林縁、渓谷沿いの湿潤地などに
生える一年草。茎は基部から分枝斜上し、葉は柄が短く、基部は矢じり形で長楕円状披針形、
托葉鞘は短く縁毛がある。９〜 10月、総状花序に１〜３個の花をつけ、花被は５深裂し、淡
黄緑色〜白色。区部では絶滅、北多摩のごく一部と、南多摩から西多摩の湿潤な樹林下に散見
される状況である。
■生存を脅かす要因：各種開発や森林伐採により、自生地が失われているほか、林床植生の遷移、
シカ等の野生動物による食害の影響も懸念される。
■特記事項：

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 243, 270, 290

ナガバノヤノネグサ
Persicaria breviochreata

被子植物
タデ科

羽村市 1999 年 9 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

667 三校

■種の特性と生育状況：本州（福島県以西の太平洋側及び山口県）、四国、九州に分布する多
年草で日本固有種。沢沿いの樹林下に生育する。根茎は地中を這い、節は球状に膨れる。葉は
長楕円形または卵形、根出葉は有柄で翼がある。4 〜 5月、頂生花序に密な白色花をつけ、萼
は５裂、葯は赤色。そう果は広楕円形で光沢がある。南多摩の八王子高尾山域に記録があるこ
とが明らかになったが、残念ながら現在は消滅している。
■生存を脅かす要因：現在の高尾山に本種が見られない理由は不明だが、極相林化など、植生
の遷移が影響した可能性がある。
■特記事項：都立大学牧野標本館に1925年に八王子市高尾山で採集された標本が２点あり、
檜山庫三が鑑定を行っている。このうち１点
の採集者は牧野富太郎である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 92, 366

ハルトラノオ
Bistorta tenuicaulis

被子植物
タデ科

神奈川県 2012 年 4 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

666 三校

■種の特性と生育状況：岩手県以南、四国、九州にかけての太平洋側山地冷温帯から亜高山帯
に生育する多年草。疎林内や林縁に生える。根茎は肥厚し地中を這い、根出葉の葉柄には翼が
なく基部は心形。茎上部の葉は層をなしてつき、無柄で茎を抱く。托葉鞘は褐色で膜質無毛。
４〜６月、茎頂の頂生花序に白色花を多数つける。萼片は５裂し、葯は淡紅色。そう果は３稜
があり卵形。西多摩、都県境の雲取山山域に生育が確認されているが、減少が著しく、シカ柵
内でしか見られない状況となっている。
■生存を脅かす要因：自生環境が局限されているが、シカ食害による激減が深刻な状況となっ
ている。
■特記事項：都立大学牧野標本館には1981年
に大雲取谷で採集された標本が収められてい
る（MAK281195大雲取谷19810620鈴木
和雄）

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 168

クリンユキフデ
Bistorta suffulta

被子植物
タデ科

埼玉県 2022 年 7 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

665 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東、富山以西）、四国、九州に分布する。葉緑素を持った、
半寄生の常緑低木。長さ20 〜 50cm。葉は革質、倒披針形で長さ1.5 〜 4cm、幅0.4 〜 0.9cm、
全縁、先は円く、下部は次第に狭くなって葉柄に流れ、両面無毛。花期は7 〜 8月。短い集散
花序に数個の花をつける。花は赤色、花被片は筒形で先は4列し、外面無毛。果実は楕円状球
形で、赤熟する。北多摩、南多摩、西多摩の主に山地に分布する。宿主はモミやツガ、アカマ
ツである。モミなどの大木が残っている西多摩では、比較的個体数も多い。北多摩ではごく稀
であり、情報不足である。
■生存を脅かす要因：元来個体数が少ない寄生植物である。森林伐採などによる宿主に適した
巨木の減少、松枯れによるアカマツの枯死も本種の減少に影響がある。
■特記事項：宿主であるモミ、ツガ、アカマツの大木は山地を除き、現在は非常に少ない。西
多摩での調査結果（準絶滅危惧）は、宿主と
なる樹種の大木がまだある程度の個体数で残
存しているためであろう。なお、本種は大木
の高所に寄生するため、調査の際に装備や技
術を要し、十分に個体数が把握できていない
可能性も危惧されている。

執 筆 者 宮崎卓　 文献一覧 17, 258

マツグミ
Taxillus kaempferi

被子植物
ツチトリモチ科

奥多摩町 1998 年 7 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

664 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草。主に多雪地帯の落葉樹林帯に生
育する。寄生植物。高さ8 〜 14cm。根茎から花茎を出す。花穂は長楕円体から楕円体で橙
赤色から橙黄色、色の変化が多い。小棍体の間に埋もれている。子房は大きく紡錘状で、オレ
ンジ色。花柱は花の初期には短いが、盛期になると長く伸びて小棍体の間から出て、細毛状に
見える。西多摩の山地深部に局限され、ウリハダカエデなどのカエデ類を主体とした落葉広葉
樹林内に生育する。
■生存を脅かす要因：元来個体数が少ない。寄生植物であり、宿主の分布に本種の分布も制限
される。また、単為生殖を行い、個体間の遺伝的多様性が低く、環境条件への適応の幅が狭い
と考えられる。
■特記事項：宿主は一般にカエデ類とされるが、
その生育地の少なさから、低地に一般的なウリ
カエデやイロハモミジに寄生するとは思えない。
本種が好んで寄生する樹種を特定し、宿主の生
育地とともに、本種を保全する必要がある。

執 筆 者 宮崎卓　
文献一覧 136, 152

ミヤマツチトリモチ
Balanophora nipponica

被子植物
ツチトリモチ科

三頭山 1994 年 9 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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675 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の水湿地に生える一年草。茎は地を這い多くの枝を分ける。
葉は長披針形で先端は鈍頭、葉裏に腺点はない。托葉鞘の縁には同長の縁毛がある。７〜 11
月に開花し、花序にまばらに花をつける。花被は紅色または白色、そう果は3稜形またはレン
ズ形。西多摩から区部にかけての河川中流域の氾濫原や河口部湿地等に記録があり、区部と南
多摩では絶滅、北多摩は未確認だが生育情報があり、西多摩においては現状が不明となってい
る。
■生存を脅かす要因：土地造成による河川湿地や原野の埋め立てにより自生地が失われ、その
後も湿地の植生遷移、農薬使用等により減少の一途をたどっている。
■特記事項：コヌカボタデの別名がある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 151, 290, 291, 293, 294, 322

ヌカボタデ
Persicaria taquetii

被子植物
タデ科

茨城県 2002 年 10 月 17 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

674 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の水田や湿地、川辺等に生育する多年草。地下茎を伸ばして
増え、茎は直立する。葉は披針形で、托葉鞘は短く縁に長毛がある。８〜 10月、総状花序に
花をつけ、萼は淡紅色で腺点がある。都内全域に分布するが、水田や周辺湿地の残る地域に限
られ、区部ではきわめて局所的。丘陵部以下の川沿いや低湿地に自生地があるが、水田の減少
とともに衰退しているのが現状である。
■生存を脅かす要因：河川や湿地開発による自生地の消滅、水田耕作の停止や湿地の乾燥化、
農薬の使用など、複合的な要因で減少している。
■特記事項：雌雄異株、異形花柱性を有する種で、シロバナサクラタデ同様、送粉昆虫の減少
による結実率の悪化が疑われる。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 263, 279, 290, 291, 293, 294

サクラタデ
Persicaria odorata subsp. conspicua

被子植物
タデ科

八王子市 2013 年 9 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

673 三校

■種の特性と生育状況：全国の原野、河川敷の湿った草地等に生える一年生のつる植物。茎に
は鋭い下向きの刺があり、托葉鞘上部は葉状に広がる。葉身は披針状ほこ形で星状毛が多い。
７〜９月に開花し、５深裂した花被は白色、結実して紅色を帯びる。都内全域に記録があるが、
分布の中心である区部低地を除き絶滅して久しい。また、区部においても自生地はごくわずか
となり、減少傾向がさらに進む恐れがある。
■生存を脅かす要因：河川や湿地の整備、埋め立てによる自生地の消滅で産地が激減した。植
生遷移や富栄養化による帰化植物の繁茂等による生育環境悪化も進んでいる。
■特記事項：

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 243, 288, 290, 295, 306

サデクサ
Persicaria maackiana

被子植物
タデ科

葛飾区 2020 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

672 三校

■種の特性と生育状況：全国の川岸の草地や休耕田等の湿地に生える多年草。地下茎から茎を
直立して枝を分け、葉は長楕円状披針形で両面に腺点がある。８〜 11月に開花し、５深裂す
る裂片は白色、花柱は３または２。そう果は光沢がありレンズ形または３稜形、倒卵形のもの
がまじる。都内では、主に丘陵帯以下の沖積低地に分布しており、区部をはじめ各所に分布し
ていたが、近年では沿岸低地部を除き、きわめて稀な植物となっている。
■生存を脅かす要因：河川開発や湿地開発による自生地の消滅、水田耕作の停止や湿地の植生
遷移、農薬の使用などが主要な減少要因と推測される。
■特記事項：異形花柱性を有する本種は、雌雄集団と送粉昆虫の適切な存在が満たされないこ
とにより結実率が低下し、減少要因の一つと
なっている可能性がある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 151, 288, 290, 291, 294

シロバナサクラタデ
Persicaria japonica

被子植物
タデ科

町田市 2021 年 9 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

671 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の河畔や池畔、休耕田などの湿地に生える一年草。茎は地面
を這って斜上、稜があって逆刺を持つ。葉は披針形または長楕円形、托葉鞘は無毛で先端には
縁毛がある。花期は９〜 10月、総状花序に密に淡紅色の花をつける。花序の柄や小苞、小花
柄には赤褐色の腺毛がある。都内では、区部をはじめ全てのエリアに記録があるが、現在では
全く見ることができない。
■生存を脅かす要因：各種開発に伴う湿地の消滅、河川湿地の埋め立て、水田の減少、農薬の
使用などにより、消滅に追いやられたものと推測される。
■特記事項：都立大学牧野標本館には1900年代前半に採集された北区、江戸川区、世田谷区、
板橋区、練馬区などの標本が残されている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 249, 270, 279, 291, 294

ナガバノウナギツカミ
Persicaria hastatosagittata

被子植物
タデ科

千葉県 1993 年 10 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

670 三校

■種の特性と生育状況：全国の河川氾濫原、休耕田、ため池畔等に生育する一年生の湿生植物。
茎は倒伏して斜上。葉は線形で両面有毛、葉裏には腺点がある。総状花序は細く、９〜 10月、
頂生または腋生して密に花をつける。そう果はレンズ形、茶褐色で光沢がある。都内では丘陵
帯以下の沖積地に広く分布していたが、南多摩では絶滅。近年、北多摩地域の未確認情報があ
るが、都内全域で実態が把握できない状況にある。
■生存を脅かす要因：水湿地の埋め立て、河川改修などによる生育環境の破壊により、自生地
が失われた。河川敷の富栄養化と、それに伴う帰化植物の繁茂などの影響も大きいと考えられ
る。
■特記事項：

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 25, 28, 243, 291, 294, 295

ヤナギヌカボ
Persicaria foliosa var. paludicola

被子植物
タデ科

狭山丘陵　1960年 10月 21日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵
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681 三校

■種の特性と生育状況：本州の河川や池沼に生育する沈水性の多年生浮遊植物。葉は輪生し、
葉身の先が二つ折となって水中の虫を捕らえる。7 〜 8月、水面上に花茎を伸ばして５弁の白
色花を咲かせ、晩秋には茎の先端に殖芽を形成して越冬する。1890年5月10日、牧野富太
郎が小岩村伊与田（現江戸川区北小岩4丁目）の江戸川沿いにあった用水池において発見し、
その後、洪水で流されて消滅したとされる。
■生存を脅かす要因：出水による流出が消滅の要因とされるが、池沼の改変や水質の汚濁など
による影響もあったものと推測される。
■特記事項：江戸川区での発見後、信濃川、淀川、利根川等でも確認されたが、国内の自生地
は全て消滅し、愛好家により栽培下で系統が
維持されているのみとなっている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 50, 106, 294

ムジナモ
Aldrovanda vesiculosa

被子植物
モウセンゴケ科

埼玉県産植栽 2021 年 7 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

680 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の山間の小河川や谷筋の過湿半日陰地等に生育する大型の多
年草。地中に肥厚した根を持ち、茎は150cm に達する。葉は長大で表面有毛、裏面脈状多毛。
開花期は６〜７月、花序は枝を分かち輪生する花序節間が長い。内花被片は広心形で縁には棘
状鋸歯があり、粒体は発達しない。区部を除く都内各地に記録があるが生育実態がほとんど明
らかにされていない。西多摩にわずかな現存が確認されているほか、南多摩の北浅川流域から
も未確認ながら生育の報告がある。
■生存を脅かす要因：観光開発に伴う河川や湿地改変のほか、エゾノギシギシ等の外来種との
競合や異株交雑等による影響を受けている可能性が高い。
■特記事項：日本固有種。マダイオウは何らか
の理由で結実しにくい低稔性植物であること
が知られており、衰退の要因に関係している
可能性がある（藤井・牧2017）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 243, 270, 275

マダイオウ
Rumex madaio

被子植物
タデ科

あきる野市 2019 年 6 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

679 三校

■種の特性と生育状況：全国の河川氾濫原、小河川沿いの過湿な湿地等に群生する大形の多年
草。茎は100cm 以上となり、葉は長卵状楕円形で、表裏ともほぼ無毛で光沢がある。花期は
６〜８月、花序は密着して棒状、果実は密生し節間は短い。内花被片は広倒心形で全縁、とき
に微鋸歯縁で粒体は発達しない。都内では区部だけに分布し、品川区、練馬区、板橋区などの
古い記録があるが、その後消滅した。
■生存を脅かす要因：都市開発による氾濫原や湿地等の消滅により自生地が失われ、絶滅した
ものと考えられる。
■特記事項：本種の生育環境には外来種エゾノギシギシが侵入拡大している場合が多く、競合
や雑種化による遺伝的攪乱も受けやすい。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 151, 270, 275, 293

ノダイオウ
Rumex longifolius

被子植物
タデ科

渡良瀬遊水地 2016 年 5 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©中西由美子

678 三校

■種の特性と生育状況：関東以西の低地に分布し、湿り気のある畑や水田、塩性湿地などに生
育する越年草。ギシギシよりやや小型で草丈は最大50cm、葉身は長楕円形で両面無毛。5 〜
8月、総状花序に淡緑色の花を多数輪生、そう果を包む内花被片には顕著な突起があり、粒体
は赤色を帯びない。都内では区部沿岸低地、河口周辺などに散在しているほか、多摩川中流域
の水田環境にも自生地が見つかっている。
■生存を脅かす要因：沿岸開発や湿地開発により自生地が激減した。また、遷移の進行や耕作
放棄、エゾノギシギシなど外来近縁種の競合によりさらなる減少が危惧される。
■特記事項：本種学名はユーラシア分布種と区別できないとの見解に基づくが、独立種 R. 

nipponicus とする考え方もある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 67, 270, 294, 333

コギシギシ
Rumex dentatus subsp. klotzschianus

被子植物
タデ科

多摩市 2021 年 10 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

677 三校

■種の特性と生育状況：全国の海岸、河口周辺の砂質地に生える一年草。匍匐した基部から斜
上する茎は50㎝を超える。托葉鞘は赤色を帯び、葉は長楕円形で尖り上部で小さくなる。９〜
10月、穂状花序に淡紅色の花を開く。果実は３稜形で大型のものは花被から突出する。都内
では沿岸部だけに生育し、記録や標本も古いものに限られる。近年も沿岸部にわずかに残存し
ているとの生育情報もあるが、ミチヤナギと形態が紛らわしいこともあり、分布実態は明らか
でない。
■生存を脅かす要因：湾岸開発及び河川開発による河口部の砂質地や自然海岸の消失により、
自生地の大半が失われた。
■特記事項：東京湾を指標する植物の一つであ
り、隅田川、荒川、旧江戸川等の河口部周辺
の実態調査が必要である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 67, 270, 294

アキノミチヤナギ
Polygonum polyneuron

被子植物
タデ科

江東区 2012 年 11 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

676 三校

■種の特性と生育状況：北海道、及び本州の河川中流域以下の河川敷、河口部の水湿地等にみ
られる一年草。葉は線状披針形で葉裏に盤状の腺点が散在する。托葉鞘は有毛で縁に長毛が生
える。9 〜 10月、穂状花序に淡紅色の花穂をつけ、花被片にも盤状の腺点がある。都内では
区部の低地を中心に、北多摩の一部からも記録があるが、近年の実態は明らかでない。西多摩
や南多摩には分布していない。
■生存を脅かす要因：河川改修や湿地の埋め立て等により生育地が奪われ、さらに河川湿地の
富栄養化や帰化植物の繁茂等が、本種生育の条件を困難にしている。
■特記事項：イヌタデの小形のものをホソバイヌタデと誤認することが多く、同定には注意を
要する。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 84, 270, 294, 295

ホソバイヌタデ
Persicaria trigonocarpa

被子植物
タデ科

江戸川区　1923年 10月 28日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

牧野標本館所蔵

植
物

藻
類

哺
乳
類

鳥
類

爬
虫
類

両
生
類

淡
水
魚
類

昆
虫
類

甲
殻
類

ク
モ
類

貝
類

植
物

藻
類

哺
乳
類

鳥
類

爬
虫
類

両
生
類

淡
水
魚
類

昆
虫
類

甲
殻
類

ク
モ
類

貝
類

314 315



687 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の丘陵地から山地の落葉樹林下に生育する多年草。高さは
20cm 以下、茎は単生またはまばらに束生。上部の葉は広線形で輪生状、下部では線状へら形
となる。４〜５月、葉腋から出た無毛の花柄に白色花を単生する。花弁は披針形で著しく細く、
先端はくぼまない。都内では西多摩だけに分布が知られ、奥多摩の山地高所に自生するが、個
体数、産地とも限られている。
■生存を脅かす要因：本来、産地が限定されていたが、近年は、植生の遷移や林道の荒廃、また、
シカ食害等が懸念される。
■特記事項：本種の花弁は通常６枚だが、稀に５枚や７枚の場合がある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 168

ヒゲネワチガイソウ
Pseudostellaria palibiniana

被子植物
ナデシコ科

長野県 1994 年 5 月 21 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

686 三校

■種の特性と生育状況：本州（岩手県以南）と九州に分布する多年草。台地、丘陵地から山地
の疎林下や林縁に生育する。根は紡錘状で肉質。茎は単生して高さ10cm 前後。茎上部の葉
は卵形で輪生状、下部では線形となる。４〜５月、軟毛が密生する花柄の先に白色５弁花を開く。
花弁は倒卵形で先端はくぼむ。都内全域に分布するが、区部では絶滅、台地から丘陵地を中心
に自生地が点在する。奥多摩や檜原村の山地高所にも点在する。
■生存を脅かす要因：人の踏みつけ、植生遷移の進行や管理放棄による生育環境悪化が問題で
ある。また、担保性のない自生地では開発による消滅の危険性もある。
■特記事項：区部文献では見当たらないが、都立大牧野標本館には1891 〜 1938年にかけて
採集された板橋区志村、渋谷区、北区赤羽な
どの標本が残されている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 152, 243, 265, 290, 292

ワダソウ
Pseudostellaria heterophylla

被子植物
ナデシコ科

八王子市 1999 年 4 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

685 三校

■種の特性と生育状況：本州中部、及び四国に分布する多年草。落葉樹林内に生育し、草丈は
10cm 未満、葉は細く線形で幅0.2 〜 0.5cm。３〜４月、茎上部の葉腋から花柄を伸ばし白色
５弁花を開くが、ワチガイソウに比べて花弁の幅は著しく細い。閉鎖花のさく果は４稜形。都
内では北多摩の清瀬市だけに現存が知られる希産種であり、愛護団体により保全管理が行われ、
生育環境が保たれている。
■生存を脅かす要因：人の踏みつけによる直接的な影響のほか、植生遷移の進行、樹林管理の
放棄等による生育環境の悪化が衰退要因である。園芸目的の盗掘も懸念される。
■特記事項：青梅市にも未確認ながら自生の記録があるが（飯泉・曾根1982）、実態は不明で
ある。日本固有植物の一種。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 105, 270, 290

ヒナワチガイソウ
Pseudostellaria heterantha var. linearifolia

被子植物
ナデシコ科

清瀬市 1988 年 4 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

684 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の、主に山地林下に生育する多年草。茎は直立またはやや分
枝し、高さ15cm 以下。卵形の葉が互いに離れてつく。４〜６月、葉腋に白色花を単生し、花
弁は通常５枚、倒卵形で先端は鋭頭で凹まない。花柄は有毛。都内では奥多摩の山域に広範囲
に見られ、標高1500m 以上の樹林下に限られる。
■生存を脅かす要因：急激な減少傾向は免れているが、樹林植生や登山道の荒廃、シカ食害な
どによる衰退が懸念される。
■特記事項：区部、北区赤羽にも古い記録があり、築堤などに伴う搬入土砂による移入の可能
性もあるが、自然分布も否定できないことから記録としてとどめておきたい（本田ほか
1971）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 168, 270, 292, 295

ワチガイソウ
Pseudostellaria heterantha

被子植物
ナデシコ科

長崎県 1984 年 5 月 17 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

683 三校

■種の特性と生育状況：本州〜九州の草原、河川敷、林縁などの向陽地に生える多年草。茎は
叢生して分枝し、葉は粉白色を帯びる。７〜 10月、茎頂に淡紅紫色の花をまばらにつける。
苞は３〜４対あり、先端は芒状にとがる。都内全域に分布していたが、区部での現存状況は明
らかでない。他のエリアでも減少の一途をたどっており、定期的な管理が実施される河川堤防
などが残された主な自生地である。
■生存を脅かす要因：管理の停止による植生遷移や、不適切な時期における草刈り等により著
しく衰退する。河川敷においては立地の富栄養化、帰化植物との競合などによる影響も少なく
ない。
■特記事項：ワイルドフラワー緑化などで植栽
品が野生化していることがあり、自然分布と
混同しないように注意が必要である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 85, 265, 270, 289, 290, 292

カワラナデシコ
Dianthus superbus var. longicalycinus

被子植物
ナデシコ科

日野市 2020 年 8 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

682 三校

■種の特性と生育状況：全国の貧栄養の湿地、浸み出し水のある崖や露頭などの湿性裸地に生
育する多年生の食虫植物。葉は放射状に根生し、葉柄の先に卵円形で腺毛を持った葉を広げ粘
液を出して捕虫する。6 〜 9月、巻散花序に5弁の白色花を開く。都内では多摩丘陵部の谷戸
田の池周囲、露頭周辺の裾刈り草地などに生育が見られたが、現在は消滅している。
■生存を脅かす要因：自生地が限られていたうえに、土地造成による埋め立て、園芸目的の採
集などにより絶滅した。
■特記事項：栽培品の流通が盛んであり、これらの逸出に注意が必要である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 17, 184, 270, 291, 322

モウセンゴケ
Drosera rotundifolia

被子植物
モウセンゴケ科

町田市 1994 年 7 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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693 三校

■種の特性と生育状況：北海道から本州にかけての海岸砂地に生える一年草。葉は互生し、三
角状卵形で基部はほこ形となる。８〜 10月、枝先に穂状花序をつけ、雄花は花被のみで小苞
を持たず、雌花には花被が無いが小苞に包まれる。種子は暗褐色で皺がある。都内では区部の
沿 岸 部 だ け に 産 し、 中 央 区 や 品 川 区 で の 記 録 や 採 集 標 本（MAK41309牧 野 富 太 郎
1947.10.13品川区）が残されているが、現在では荒川や江戸川の河口域にわずかに散見され
るに過ぎない。
■生存を脅かす要因：沿岸部の都市開発による海岸砂浜の消失により、大半の自生地が失われ
たものと推測される。残された自生地でもホコガタアカザやウラジロアカザ等の帰化種の侵入
拡大による競合が懸念される。
■特記事項：本種はホソバハマアカザとともに
東京湾沿岸土着の植物の一種とされる（大場
1997）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 67, 239, 270

ハマアカザ
Atriplex subcordata

被子植物
ヒユ科

福岡県　2018年 7月 29日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

692 三校

■種の特性と生育状況：北海道〜本州の海岸砂地に生える一年草。茎は直立して分枝する。ハ
マアカザに似るが、茎下部の葉では基部がほこ形にならず披針形で、全縁か波状の鋸歯がある。
花期は８〜 10月で、枝先に穂状の雄花、雌花をつける。雌花の小苞は菱状三角形。種子は円
形黒色で光沢があり、ハマアカザより果期は遅い。都内では沿岸域だけに生育するが、都県境
の多摩川河口部や荒川河口域に自生地が残されている。
■生存を脅かす要因：沿岸部の都市開発による海岸砂浜の消失により、自生地が縮小してきた
ものと考えられる。帰化種の進出による競合も懸念される。
■特記事項：ハマアカザ同様、東京湾沿岸土着の植物の一種と考えられている（大場1997）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 67, 128, 270

ホソバハマアカザ
Atriplex patens

被子植物
ヒユ科

江東区 2012 年 11 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

691 三校

■種の特性と生育状況：関東以西に分布する多年草。山麓から丘陵や台地、段丘崖等の肥沃な
半陰地に生える。葉は対生し、細く披針形で光沢があり、ほぼ無毛。８〜９月、穂状花序にま
ばらに花をつけ、小苞基部の付属体は小さく卵状三角形。大陸系の遺存種とされ、以前から自
生地は限定されていたものの、西多摩から区部まで広範囲に分布していた。しかし現在では退
行し、緑地や公園などに自生地がわずかに残されているのみとなっている。
■生存を脅かす要因：各種開発による樹林地の伐採が直接的な消滅要因となるほか、樹林の荒
廃や遷移進行などにより生育に適した環境が失われた。ヒカゲイノコヅチなど同属他種との混
生による退行も懸念される。
■特記事項：赤羽、下赤塚、池袋、王子の林下
に少（檜山1965）等の記録や20世紀前半の
区部産の採集標本が残されている（都立大学
牧野標本館）。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 243, 289, 292, 293, 295

ヤナギイノコヅチ
Achyranthes longifolia

被子植物
ヒユ科

目黒区 1982 年 10 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

690 三校

■種の特性と生育状況：本州から九州にかけての林内、林縁に生育する多年草。茎は高さ最大
で約80cm、直立して分枝し、節は黒褐色で膨出する。葉は卵形〜披針形で先は尖る。７〜 10
月、朱紅色の花を数個、頂生または腋生する。都内では、区部でも1900年代初頭に北区滝野
川や杉並区大宮八幡などに自生していたが、現在は絶滅した。南多摩から西多摩の山地を中心
に広く生育環境が残されているが、丘陵や台地における自生地はごく限られたものとなってい
る。
■生存を脅かす要因：樹林地の荒廃や植生遷移の進行、シカ等による食害、園芸目的の採取な
どが減少要因となっている
■特記事項：日本固有植物の一種である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 270, 289, 290, 292, 293

フシグロセンノウ
Silene miqueliana

被子植物
ナデシコ科

檜原村 2014 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

689 三校

■種の特性と生育状況：全国の平地から山地の路傍や林縁、草地、河川敷等に生育する越年草。
茎は30 〜 100cm で直立、節は暗紫色を帯びる。葉は卵状披針形。６〜９月、茎頂や葉腋に
白色〜淡紅色花を横向きに咲かせる。花弁は５個で喉部には鱗片状の付属物があり、さく果は
卵形、種子は腎円形で細突起に覆われる。都内では区部から山地まで広く分布していたが急速
に衰退し、現在は河川敷や山麓に散見されるにすぎない危機的な状況となっている。
■生存を脅かす要因：急速な衰退要因は不明だが、茅場的な草地の減少をはじめ、管理放棄に
よる林縁植生の遷移、河川敷の富栄養化、帰化植物との競合等、複合的な要因が作用している
ものと推測される。
■特記事項：花柄や萼に短毛が生えるものは品
種ケフシグロに該当し、母種の分布域に混在
する。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 28, 270, 289, 290, 292, 295

フシグロ
Silene firma

被子植物
ナデシコ科

日野市 1987 年 9 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

688 三校

■種の特性と生育状況：全国の丘陵から低山の林縁、河川敷の原野などに生育する多年草。草
丈はつる状に絡んで1.5ｍに及び、葉は卵形で葉縁と葉裏は有毛。７〜 10月、枝先に花を横向
きに単生し、半球状の萼から屈曲した５枚の花弁が開出する。さく果は液果で黒熟する。西多
摩の山地帯が分布の中心だが、丘陵地や台地部では減少が著しく、目にする機会が減っている。
■生存を脅かす要因：林縁植生の遷移や樹林化による生育環境の悪化などが減少要因と考えら
れる。河川敷等の原野においては、帰化植物との競合により衰退しているものと推測される。
■特記事項：

執 筆 者 内野秀重・小林健人　
文献一覧 28, 168, 243, 289, 290, 292

ナンバンハコベ
Silene baccifera var. japonica

被子植物
ナデシコ科

あきる野市 1980 年 9 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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699 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、九州（北部）に分布する多年草。地下茎が横に這い、
高さ70 〜 100cm、白毛の密生した地上茎を群生する。葉は長楕円状披針形で鈍頭、葉柄と
の区別が不明瞭。6 〜 7月、頂生する総状花序は下垂し、白色花をつける。低地の草原に生育
する。都内本土部の低地から台地にかけての草地にごく稀に生育する。南多摩では絶滅したと
考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、草地開発、不適切な環境管理、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 105, 161, 233, 305

ノジトラノオ
Lysimachia barystachys

被子植物
サクラソウ科

立川市 1986 年 7 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

698 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部以北、奈良県）、四国（愛媛県の東赤石山）に分
布する常緑多年草。茎は直立し、高さ5 〜 20cm。葉は未開花の株では４枚、花のある株で
は6枚の葉が輪生状となり、倒広卵形ときに菱状楕円形、長さ2 〜 8cm、幅1 〜 2.5cm、側
脈は2 〜 3対あって上に向かう。花期は６〜７月。茎の頂部に1個の頭状花序を出し、花柄は
長さ1 〜 3cm。総苞片は4枚、花弁状で広卵形、ふつう白色。核果は球形、赤色に熟し、径
5〜8mm。亜高山帯の針葉樹林下や林縁に生育し、都内では西多摩の亜高山帯に稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。生育地の環境変化、特に樹林内の乾燥化などが本種の生存を
脅かす主な要因であると考えられる
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65, 132

ゴゼンタチバナ
Cornus canadensis

被子植物
ミズキ科

奥多摩町 2019 年 7 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

697 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東西部、静岡、山梨）に分布する落葉低木。高さは1ｍになる。
葉身は長楕円形から狹卵形、長さ４〜６cm、棒状の鋸歯があり、両面とも星状毛が散生する。
花期は４〜５月。前年枝の葉腋に１〜３個の白い漏斗形の花を下向きに付ける。径1.5 〜
2.5cm。花弁は５枚。花柄や萼、若枝には柄のある星状毛がある。さく果は木質で椀形。石灰
岩の岩場などに生育する。都内では西多摩の山地に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、石灰採掘、基質・基物の減少および消失、局所分布。生育環
境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、生育環境の変化や林道工事などによる生育地の破壊
が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65, 132

ウメウツギ
Deutzia uniflora

被子植物
アジサイ科

奥多摩町 1998 年 4 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

696 三校

■種の特性と生育状況：北海道西南部〜琉球までの海岸砂地に生育する多年草。茎は分枝して
高さ50cm ほどになる。葉は卵状三角形で粒状の突起があり、ざらつく。５〜９月、葉腋に１
〜２個の黄色花をつける。果実は木質で堅く、肩の部分に４〜５個の突起を有し、１個の種子
を包むが裂開しない。都内では区部の沿岸域に面した海岸部に記録があり、現在でも同様の分
布域に散見されるが、減少傾向が続いている。
■生存を脅かす要因：沿岸開発による砂浜の改変や消滅で自生地が減少するほか、海岸のゴミ
の集積等による影響も少なくない。
■特記事項：食用になる海岸植物としても知られ、ハマジシャの名で栽培されることがある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 127, 270, 317

ツルナ
Tetragonia tetragonoides

被子植物
ハマミズナ科

江戸川区 2019 年 5 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

695 三校

■種の特性と生育状況：北海道西南部と本州の石灰岩地帯を中心に希産する一年草で、山地林
縁の岩礫地や路傍等に生える。茎は細く直立・分枝し、粉状毛が多い。葉は長い柄があり、菱
状卵形で縁に１〜２対の小裂片がある。８〜 10月、茎の頂部や葉腋から花穂を伸ばしてまば
らに花をつける。花被は５深裂し裂片は卵形。種子は黒色で光沢がある。都内では奥多摩日原
川流域から記録があるが、近年の生育情報が得られておらず、現状が懸念される。
■生存を脅かす要因：本来、石灰岩地などに自生地が限られていたが、近年の減少要因はよく
わかっていない。植生遷移や野生動物による獣害などの要因が考えられる。
■特記事項：石灰岩地を好むとされるが、それ以外の立地環境での生育事例もある。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 168

ミドリアカザ
Chenopodium bryoniifolium

被子植物
ヒユ科

栃木県 2006 年 8 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

694 三校

■種の特性と生育状況：本州以西の河川敷や海岸に生える一年草。草丈は30 〜 50cm、葉は
全て全縁で披針形。６〜８月、茎頂や葉腋に花序を形成するが、マルバアカザと比較して総状
の花穂は貧弱で再度枝を分けない。花序の軸に透明な円柱状の毛が生える。都内では、荒川や
江戸川の河口域に近年の記録があるほかは情報が不足しており、実態は不明である。20世紀
前半に多摩川中流域から得られた標本（都立大学牧野標本館）も残されているが別種ホソバア
カザを含んでいる可能性がある。
■生存を脅かす要因：河川環境の変化による河川敷の攪乱停止と富栄養化、沿岸部の開発整備
による海岸植生の衰退などが本種衰退の要因である。沿岸部では外来種ホコガタアカザの進出
などの影響も懸念される。
■特記事項：カワラアカザと同様な環境に生育
し、酷似するホソバアカザは、花序軸に粉状
物があるだけで円柱状の毛を持たない。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 249, 270, 279, 287, 289

カワラアカザ
Chenopodium acuminatum var. vachelii

被子植物
ヒユ科

府中市 1960 年 10 月 15 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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705 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東地方南西部・中部地方南部・紀伊半島）に分布する多年草。
数枚の葉を束生する。葉は柄があり、花茎とともに白色で縮れた軟毛が生える。葉身は円形ま
たは腎円形で、浅く５裂する。花冠は紅紫色で高杯形、径1.8 〜 2.5mm。筒部は長さ８〜
10mm である。花期は５月。山地の岩の隙間に生育する。
■生存を脅かす要因：現状不明。生育地が少ないうえ、情報が不足しており、生育分布調査に
よる現状把握が必要である。山林の改変などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の
生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：都内では1961年に奥多摩で採取された標本があるのみ。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 168, 204

コイワザクラ
Primula reinii

被子植物
サクラソウ科

神奈川県 1986 年 6 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

704 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。地下茎は長い。茎は高
さ40 〜 80cm。葉は対生または3輪生。葉の下面に微細な腺毛がある。茎の上部に円錐花序
をつける。花冠は黄色で径12 〜 15mm、深く5裂する。花期は7 〜 8月。都内本土部の低
地や台地脚部、丘陵の谷戸の湿地にごく稀に生育している。区部は野生絶滅と考えられる。
■生存を脅かす要因：湿地開発、草地開発、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28, 243

クサレダマ
Lysimachia vulgaris var. davurica

被子植物
サクラソウ科

八王子市 2016 年 6 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

703 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（関東から福井）に分布する多年草。地下茎は長い。全
体軟弱。茎は円柱形で高さ30 〜 60cm。葉は披針形、無柄、黒い腺点がある。葉腋に長さ2
〜 3cm の総状花序を出して多数穂花をつける。花冠は黄色。さく果は球形。花期は5 〜 7月。
区部の河川沿いの湿地に局所的に生育する。
■生存を脅かす要因：湿地開発、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 307

ヤナギトラノオ
Lysimachia thyrsiflora

被子植物
サクラソウ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

702 三校

■種の特性と生育状況：本州、九州に分布する多年草。横に這う地下茎から地上茎が直立し、
高さ40 〜 60cm。葉は互生、広線形、長さ2 〜 4cm、黒い腺点が密にある。総状花序を出
して直立し、多数の花をつける。はじめ密につき、のちに伸長してまばらになる。花冠は白色、
花期は4月。低地の湿地に生育する。区部の荒川沿いの低地、北多摩での記録があるが絶滅し
たものと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 25, 270

サワトラノオ（ミズトラノオ）
Lysimachia leucantha

被子植物
サクラソウ科

埼玉県 2008 年 5 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

701 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草。横に這う地下茎から地上茎が直
立し、高さ40 〜 70cm になる。葉は披針形または倒披針状長楕円形で全縁。花序は頂生して
直立する。花は白色。花期は7 〜 8月。都内本土部の低地から山地下部まで各地に点在し、河
川や谷戸、沢沿いの湿り気のある草地や湿地に生育する。
■生存を脅かす要因：湿地開発、不適切な環境管理、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4, 65, 105, 238, 243

ヌマトラノオ
Lysimachia fortunei

被子植物
サクラソウ科

町田市 2021 年 6 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

700 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部地方以北）、四国に分布する多年草。高さ10 〜
20cm。５〜 10個の葉が茎の上部にやや輪生状につく。葉は薄く、広披針形で先がとがり、ほ
とんど柄がない。６〜７月、上部の葉腋から花柄を伸ばし、上向に白色の花を普通1個開く。
花冠は径1 〜２cm で普通７裂する。さく果は球形。亜高山帯の草地や林縁に生育する。都内
では西多摩の亜高山帯に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、踏圧、シカの食害、局所分布。生育地の環境変化が本種の生
存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65

ツマトリソウ
Lysimachia europaea

被子植物
サクラソウ科

奥多摩町　2022年 6月 17日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織
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711 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する落葉低木。枝はよく分枝する。
葉は互生し、倒卵形、下面脈上に褐色の毛がある。花は５〜 12個、下垂する。花冠は広い鐘形、
紅色、浅く５裂し、先端は不整に細裂する。花期は５月。岩の多い山地に生育する。都内では
西多摩の山地の岩がちな尾根部に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失。山林の改変などによる生
育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：シロドウダンの品種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

ベニドウダン（チチブドウダン）
Enkianthus cernuus f. rubens

被子植物
ツツジ科

青梅市 2002 年 5 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

710 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する草本状の小低木。茎は単立し、
高さ5 〜 10cm。葉は数個つき、広披針形、濃い緑色で中脈の色は薄い。花は茎の先端に1個
つき、点頭。花冠は白色で径1cm あり、半開する。さく果は扁球形。花期は6 〜 7月。台地
から丘陵、山地の乾いた二次林に生育する。多摩部では各地でみられるが、区部では絶滅した
と考えられる。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 105, 170, 243

ウメガサソウ
Chimaphila japonica

被子植物
ツツジ科

八王子市 1986 年 6 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

709 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する落葉性の木本性つる植物。
サルナシの変種で、葉の裏面は粉白色を帯びる。葉はやや厚く、楕円形から広楕円形、基部は
円形または浅心形、長さ6 〜 10cm、縁に細鋸歯がある。葉柄は淡赤褐色を呈する。雌雄異株、
または雑居性。花は白色、暗紫色の葯をつける。南多摩と西多摩の山地の林縁に稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243

ウラジロマタタビ
Actinidia arguta var. hypoleuca

被子植物
マタタビ科

八王子市 2008 年 5 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

708 三校

■種の特性と生育状況：本州（東北から関東の太平洋側）に分布する常緑多年草。イワウチワ
の変種。根茎は這い、数枚の葉を束生する。葉は柄が長く、葉身は先端がくぼむ扁円形で長さ
1.8 〜 3.5mm、幅２〜４cm。長さよりも幅の方が広い。基部は心形。花は薄紅色で径２〜３
cm。裂片は５個で深く裂ける。さく果は円形。花期は４〜５月。山地の半日陰の尾根や岩場
に生育し、しばしば群生する。都内では南多摩及び西多摩の山地の尾根部に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、シカの食害。生育環境が表土の薄い尾根部などの脆弱
な立地にあるため、山林の改変などによる生育環境の変化や、園芸目的の採取やカメラ撮影の
ための踏み込みが本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 243

コイワウチワ
Shortia uniflora var. kantoensis

被子植物
イワウメ科

奥多摩町 1981 年 4 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

707 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東地方・中部地方の主に太平洋側）に分布する常緑多年草。
数枚の葉を束生する。葉は卵円形で、1 〜５対のとがった鋸歯がある。長さ１〜５cm、幅0.7
〜４cm。４〜５月、細長い花茎の先に２〜７花をつける。花は淡紅紫色であることが多いが、
まれに白色がある。花冠は径1.5 〜２cm で、横を向いて咲く。さく果は球形。山地の半日陰
の岩場に生育する。都内では西多摩の山地の尾根部に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失。生育環境が岩崖地などの
特殊な立地にあるため、山林の改変などによる生育環境の変化や、園芸目的の採取が本種の生
存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：南多摩では過去の記録はあるが現
状不明。日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 243

アカバナヒメイワカガミ
Schizocodon ilicifolius var. australis

被子植物
イワウメ科

奥多摩町 2009 年 6 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

706 三校

■種の特性と生育状況：北海道（南部）、本州、九州に分布する多年草。根茎は太く短い。葉
は長い柄があり、花茎とともに白色で縮れた軟毛が生える。葉身は長楕円形。花茎に10 〜
20個の花を散形につける。花冠は紅紫色で喉の部分が白く、径2 〜 3cm。さく果は扁球形。
花期は4 〜 5月。低地の河川敷の湿地に生育する。都内では、区部荒川沿いの低地に群生地が
あったが環境変化や河川改修により自生地が失われた。北多摩にも記録があるが絶滅したと考
えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発、草地開発、採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 270

サクラソウ
Primula sieboldii

被子植物
サクラソウ科

北区産植栽 2022 年 4 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重
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717 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。葉は扁円形、先は円い
かややへこみ、基部は心形。脈に沿った白斑はない。花茎は高さ15 〜 20cm。花は5 〜 10
個つき、白色。花期は6 〜 7月。山地の林内やしばしば適湿の草地に生育する。北多摩や南多
摩では記録があるが、現状が不明である。西多摩の山地にごく稀。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：北多摩・南多摩では少数の記録があるのみで、現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4, 65, 170, 247, 270

マルバノイチヤクソウ
Pyrola nephrophylla

被子植物
ツツジ科

山梨県 2018 年 7 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

716 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部以北）に分布する多年草。根茎は這い、長い匐枝
をつける。葉は3 〜 5個叢生し、楕円形、深緑色で光沢がある。花茎は高さ15 〜 20cm。花
は7 〜 15個つき、濃い桃色、径12 〜 15cm。さく果は径7 〜 8mm。花期は6 〜 7月。山
地の落葉樹林内に生育し、しばしば群生する。西多摩の山地上部にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170

ベニバナイチヤクソウ
Pyrola asarifolia subsp. incarnata

被子植物
ツツジ科

富士山 2002 年 7 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

715 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州に分布する多年草。根茎は細長く這い、長い匍匐枝をつ
ける。葉は4 〜 8個叢生し、楕円形で深い緑色を帯びる。花茎は高さ10 〜 20cm。花は3 〜
5個つき、白色、径12 〜 15mm。花期は7 〜 8月。西多摩の山地上部の二次林内にごく稀に
生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243

コバノイチヤクソウ
Pyrola alpina

被子植物
ツツジ科

山梨県 1989 年 7 月 27 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

714 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する菌従属栄養植物。全草白色。高
さ10 〜 30cm。茎は直立し、肥厚して円柱状になる。花は1個頂生し、花期は8 〜 10月。
果時には円状球形のさく果が直立する。多摩部の台地から丘陵、山地にかけての二次林などに
生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 105, 170, 243

ギンリョウソウモドキ（アキノギンリョウソウ）
Monotropa uniflora

被子植物
ツツジ科

町田市 2000 年 9 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

713 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する腐生植物。全草薄い黄褐色。茎
の高さ10 〜 20cm。葉は退化した鱗片葉が多数つく。花冠は下向きに数個つき、筒状の鐘形で、
長さ１〜 1.5cm。さく果は楕円形、果時には直立する。花期は５〜８月。林内のやや暗いと
ころに生育する。都内では北多摩・南多摩・西多摩の丘陵地から山地にかけて生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。山林の改変などによる生育環境の変化や宅地開発などが本種
の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：区部では古い標本記録（1926年9月練馬区、1906年7月杉並区）があるが、
現状不明。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 243

シャクジョウソウ
Monotropa hypopithys

被子植物
ツツジ科

八王子市 1988 年 7 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

712 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部以北）に分布する落葉低木。葉は互生し、楕円形
でやや硬く、縁に毛がある。表面は濃緑色で光沢があり、下面は白味を帯びる。花序は長さ5
〜 15cm、多数の花を片側に付け、苞がある。花は下向き、淡緑色。花期は7 〜 8月。山地
の落葉樹林に生育する。西多摩の山地の露岩地などにごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：ニホンジカによる食害を受けにくい植物であるが、分布が局所的である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170

ハナヒリノキ
Eubotryoides grayana

被子植物
ツツジ科

埼玉県 1984 年 8 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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723 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する落葉低木。高さ1 〜 2ｍ。葉はやや薄い。
花は枝の頂に2 〜 5個つき、葉とともに開く。花冠は朱橙色、径5 〜 6cm。花期は4 〜 6月。
多摩部の丘陵から山地の草地や明るい二次林にごく稀に生育する。区部では過去の情報がある
が、植栽の可能性がある。
■生存を脅かす要因：草地開発、採取、管理放棄、遷移進行・植生変化、シカの食害。
■特記事項：西多摩ではニホンジカの食害の影響も大きいと考えられる。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243, 290, 322

レンゲツツジ
Rhododendron molle subsp. japonicum

被子植物
ツツジ科

町田市 2007 年 5 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

722 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する常緑低木。高さ１〜２ｍ。
葉は互生し披針形、全縁で外曲する。裏面に鱗状毛を密生する。花は２〜６個枝先につき、淡
い黄色。花冠はろうと状、径３〜４cm。雄しべは10個。さく果は筒形。花期は４月。川岸の
岸壁や山地の岩尾根などに生育する。都内では西多摩に分布する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少および消失。園芸目的の採取及び、
生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、自生地の崩落や生育地の環境変化が本種の生
存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65, 132

ヒカゲツツジ
Rhododendron keiskei

被子植物
ツツジ科

青梅市 2002 年 5 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

721 三校

■種の特性と生育状況：栃木・群馬・埼玉・東京の４都県のみに分布する常緑低木。高さ1ｍ。
葉は長楕円形、全縁で先がやや丸い。下面に腺状の鱗片を密生し、葉裏は白っぽく見える。花
は淡白黄色。花期は４月。山地の岩場や急傾斜地に生育する。都内では西多摩に稀に分布する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少および消失、局所分布。園芸目的の
採取及び、生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、自生地の崩落や生育地の環境変化
が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：ヒカゲツツジの変種。種の保存法に基づき、環境省により国内希少野生動植物種
のひとつに指定されている。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65, 152

ウラジロヒカゲツツジ
Rhododendron keiskei var. hypoglaucum

被子植物
ツツジ科

奥多摩町 2020 年 3 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

720 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東・中部以北）に分布する常緑低木。高さ１〜６m。葉は楕
円状披針形、長さ５〜 15cm、革質、深緑色で光沢があり、下面には淡褐色の棉状毛が密生す
る。花序は枝の頂につく。花は淡紅色。花冠は径４〜６cm、５裂する。雄しべは10個。花期
は５〜６月。山地の岩がちな林内や林縁に生育する。都内では西多摩の高標高地の岩がちな尾
根部に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失、局所分布。山林の改変な
どによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられ
る。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

アズマシャクナゲ
Rhododendron degronianum

被子植物
ツツジ科

奥多摩町 2018 年 5 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

719 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（中部地方以北）、四国（石鎚山）に分布する常緑低木。
高さ１〜３ｍ。葉は楕円状円形、長さ６〜 18cm、革質、深緑色で光沢があり、下面には淡褐
色の軟毛が密生する。縁は裏面へ巻く。花はほぼ白色で上半分に淡黄緑色の斑点がある。花冠
は径３〜６cm、５裂する。雄しべは10個。花期は６〜７月。山地から高山の林内に生育する。
都内では西多摩の亜高山帯の岩場に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質及び基物の減少及び消失、局所分布。山林の改変
などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられ
る。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 334

ハクサンシャクナゲ
Rhododendron brachycarpum

被子植物
ツツジ科

長野県 2011 年 7 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

718 三校

■種の特性と生育状況：本州（山梨・静岡以西）、四国（徳島県）に分布する落葉低木。高さ
１〜２ｍ。葉は互生、楕円形、長さ２〜５cm で、下面はやや白味を帯びる。花冠は筒形、長
さ12 〜 18mm、黄緑白色。雄しべは10個。花期は５〜６月。山地の林縁や岩陰に生育する。
都内では西多摩の高標高地の尾根沿いに極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：現状不明。生育地が少ないうえに情報が不足しているため不明である。
山林の改変などによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因である
と考えられる。
■特記事項：生育分布調査による現状把握が必要。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 133, 334

ツリガネツツジ（ウスギヨウラク）
Rhododendron benhallii

被子植物
ツツジ科

奥多摩町 2016 年 6 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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729 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東地方以西）、四国、九州、南西諸島に分布する常緑低木。
高さ50 〜 100cm、葉は革質、卵形で鋭頭または鋭尖頭。枝に刺があり、普通葉に十字対生
するように出る。刺は葉の長さの半長以下で、葉の2/3より長いアリドオシと区別する。南多
摩の丘陵で常緑樹林内にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 65, 243

オオアリドオシ（ニセジュズネノキ）
Damnacanthus indicus subsp. major

被子植物
アカネ科

八王子市 2020 年 11 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

728 三校

■種の特性と生育状況：関東地方、中部地方（山梨県・長野県南部・静岡県東部）に分布する
落葉低木。高さ1m ほど。若枝にはやや稜がある。葉は楕円形で、長さ1.3 〜 3.5cm。前年
の枝先についた花芽から伸びた総状花序に1 〜 4個の花をつける。花期は6 〜 7月。果実は
球形で、黒熟する。南多摩と西多摩の丘陵から山地の林縁に点在する。北多摩では過去の記録
はあるが、現状が不明である。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4, 65, 243, 270, 290

スノキ
Vaccinium smallii var. glabrum

被子植物
ツツジ科

八王子市 2015 年 4 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

727 三校

■種の特性と生育状況：本州（岩手県以南の太平洋側）、四国に分布する落葉小高木。高さ４
〜７ｍ。樹皮はうろこ状、上方でよく分枝する。葉は枝先に5個集まってつく。葉の縁は紅色
を帯び、細かい毛が密生する。花は展葉とほぼ同時。花冠は白色、径３〜４cm、雄しべは10
個。さく果は卵形。花期は5月。山地の岩場や急斜面に生育する。都内では西多摩の山地の尾
根部に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失。植生遷移の進行や園芸目
的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

シロヤシオ
Rhododendron quinquefolium

被子植物
ツツジ科

青梅市 2002 年 5 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

726 三校

■種の特性と生育状況：本州（福島以西〜三重県）の太平洋側に分布する落葉小高木。高さ２
〜６ｍ。葉は枝先に５個集まる。葉先は短くとがり、縁に毛が生える。花は葉が展葉する前に
開花し、花冠は淡紅紫色、雄しべは10個。花柄に腺毛がある。さく果は長さ15 〜 25mm。
花期は４〜５月。山地の岩の多い斜面や尾根部の自然林に生育する。都内では主に多摩川より
北側の西多摩の山地尾根部に分布する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失。植生遷移の進行や園芸目
的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：アケボノツツジの変種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

アカヤシオ
Rhododendron pentaphyllum var. nikoense

被子植物
ツツジ科

奥多摩町 2019 年 4 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

725 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する落葉低木。高さ0.5 〜３ｍ。葉
は２〜５cm の楕円形、表面と縁には毛がある。５〜７月に枝先に暗赤褐色の花が３〜６個つ
く。花冠は長さ５〜７mm の歪んだ壺型で先はごく浅く５裂する。花柄には腺毛が多い。冷
温帯から亜寒帯の林内に生育する。都内では西多摩の高標高地の尾根部に稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。山林の改変などによる生育環境の変化が本種の生存を脅かす
主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

コヨウラクツツジ
Rhododendron pentandrum

被子植物
ツツジ科

奥多摩町 2022 年 5 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

724 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東・中部地方）に分布する落葉低木。高さ0.5 〜２ｍ。葉は
互生、楕円形、長さ２〜６cm で、表面に毛がある。下面はやや白味を帯びる。花冠は狭鐘形、
長さ10.5 〜 14mm、薄紫色であるが変異がある。雄しべは10個。花期は６月。山地の落葉
樹林に生育する。都内では西多摩の高標高地の尾根部に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、採取、基質・基物の減少及び消失、局所分布。山林の改変な
どによる生育環境の変化や園芸目的の採取が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられ
る。
■特記事項：ウラジロヨウラクの品種。日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 131, 132, 133

アズマツリガネツツジ（ウラジロヨウラク）
Rhododendron multiflorum f. brevicalyx

被子植物
ツツジ科

山梨県 2012 年 6 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織
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735 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は斜上し、高さ30
〜 50cm。葉は4個輪生。花はごく小型で径1mm、花冠は3裂。果実は無毛。花期は5 〜 7月。
山地の沢沿いの林内や湿地に生え、小群落を構成する。都内本土部の各地で記録があるが、区
部・北多摩・南多摩は絶滅したと考えられる。西多摩はごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：湿地開発、草地開発、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：西多摩では青梅市の記録があるが、現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28, 105, 243

ホソバノヨツバムグラ
Galium trifidum var. brevipedunculatum

被子植物
アカネ科

八王子市 1984 年 6 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

734 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東、中部）に分布する多年草。茎は高さ30 〜 50cm。葉は
4 〜 6個輪生し、長さ1 〜 3cm。茎の上端に細い柄を出して、多数の花をつける。花冠は白色、
4裂し、径2mm。果実は無毛。花期は6 〜 7月。低地の湿原に群生するが、過去に記録のあ
る区部や北多摩では絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化。
■特記事項：区部をはじめ、本来生育環境がない西多摩や南多摩からも未確認の生育情報があ
り、現状確認が必要である。形態が類似する外来種シラホシムグラの分布が広がっていること
もあり、注意が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 270

ハナムグラ
Galium tokyoense

被子植物
アカネ科

群馬県 2001 年 5 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

733 三校

■種の特性と生育状況：本州（千葉、東京、神奈川）に分布する多年草。全草にクマリン臭が
ある。茎はつる状で長さ40 〜 60cm。茎葉には刺状の毛はない。葉は4 〜 5個輪生し、長さ
1 〜 1.5cm。花は細長い花序につき、白色で径1.5mm、花冠は4裂。果実は無毛。花期は8月。
北多摩や南多摩の多湿な草地や林縁に、ごく稀に生育する。区部でも過去の記録があるが、絶
滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 80, 243, 290

ヤブムグラ
Galium niewerthii

被子植物
アカネ科

日野市 1985 年 10 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

732 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草。茎は直立して30 〜 60cm。葉
は4枚輪生して、柄がなく、卵状披針形または卵形で、長さ2 〜 8cm。3本の目立つ脈がある。
茎上部に集散花序をつくり、まばらに多数の白色の花をつける。都内本土部の各地に分布する
が、区部では絶滅したと考えられる。北多摩や南多摩では稀。西多摩は各地でみられ、特に石
灰岩地に多い。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化。
■特記事項：ニホンジカが高密度に生息する地域でも、矮性化して存続している。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4, 65, 105, 243

キヌタソウ
Galium kinuta

被子植物
アカネ科

町田市 2009 年 7 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

731 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は軟らかく、高さ約
30cm。葉は4個輪生。花柄に1個の目立つ苞がある。花は枝先に1 〜 3個つく。花冠は4裂し、
径1mm。果実は上向きの曲がった毛が密に生える。花期は5 〜 6月。区部や南多摩、西多摩
の低地から丘陵、山地の草原、林縁に局所的に群生する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化、シカの食害。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 202, 243

キクムグラ
Galium kikumugura

被子植物
アカネ科

八王子市 2002 年 4 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

730 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は高さ20 〜 50cm。
葉は6個輪生、披針形で先はとがる。花は白色、花冠は4裂し、径2.5mm。果実はかぎ状の
毛を密生する。花期は5 〜 7月。山地の明るい林内から林縁に生育する。南多摩や西多摩の山
地の樹林内にごく稀。区部に過去の記録があるが、絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化、シカの食害。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243, 270

クルマムグラ
Galium japonicum

被子植物
アカネ科

岩手県 1998 年 5 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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741 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東北部から中部）、九州（北部）に分布するつる性の多年草。
葉は6 〜 8個輪生、卵形で基部は心形、先は尾状にとがる。花は集散花序につき、黄緑色、径
3mm。液果は黒熟する。花期は7 〜 9月。西多摩の山地の二次林内や林縁にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：シカの食害。
■特記事項：現況を把握する必要があるが、アカネ R. argyi との区別が難しい個体もあり、留
意が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 152, 170

オオアカネ
Rubia hexaphylla

被子植物
アカネ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

740 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東南部から近畿）に分布する多年草。高さ15 〜 30cm。葉
はまばらに対生する。花冠は白色、基部は筒状で先端は5裂。花糸は突き出る。さく果は萼に
包まれ横を向く。花期は7 〜 8月。不安定な斜面地などに生育する。南多摩の丘陵の陰湿な林
縁等に、ごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、人の踏みつけ。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 243, 265

シロバナイナモリソウ
Pseudopyxis heterophylla

被子植物
アカネ科

八王子市 2012 年 7 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

739 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東南部以西）、四国、九州に分布する多年草。高さ3 〜 5cm。
葉は対生、卵形で2対ほど地際に広げる。花は葉腋に1 〜 2個つく。花冠は紅紫色、基部は筒
状で先端は5裂する。さく果に萼片が残る。花期は5 〜 6月。不安定な斜面地などに生育する。
南多摩や西多摩の二次林林床などに生育する。西多摩ではごく稀。
■生存を脅かす要因：森林伐採、人の踏みつけ。
■特記事項：西多摩での近年の生育状況が不明のため、現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 59, 243

イナモリソウ
Pseudopyxis depressa

被子植物
アカネ科

八王子市 2006 年 6 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

738 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州、南西諸島に分布する一年草。茎は基部から枝分か
れして長さ10 〜 25cm。葉は対生し線形。花は茎頂に少数つき白色。花冠は筒状で4裂。果
実はさく果で球形。花期は9 〜 10月。主に湿地や水田周辺に生育する。都内本土部でごく稀
にみられる。
■生存を脅かす要因：湿地開発、草地開発、管理放棄。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 203, 243, 309

フタバムグラ
Oldenlandia brachypoda

被子植物
アカネ科

八王子市 2019 年 8 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

737 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は這い、長さ20 〜
40cm。葉は対生、卵形、常緑で光沢がある。花は2個接してつく。花冠は白色、漏斗状で先
端は4裂し、内面に毛がある。果実は石果で赤く熟す。花期は6月。丘陵地から山地にかけて、
針葉樹植林地や二次林の林床に生育する。しばしばマット状になる。北多摩ではごく稀だが、
南多摩や西多摩では各地に存続している。
■生存を脅かす要因：森林伐採、人の踏みつけ、不適切な環境管理、管理放棄、遷移進行・植
生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243

ツルアリドオシ
Mitchella undulata

被子植物
アカネ科

青梅市 2021 年 6 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重

736 三校

■種の特性と生育状況：キバナカワラマツバを含む。北海道、本州、四国、九州に分布する多
年草。茎は直立し高さ50 〜 80cm、軟毛がある。葉は8 〜 10個輪生し、極めて細い。花は
円錐状に多数つき、白色または黄色。花冠は4裂、径2mm。果実は無毛。花期は6 〜 9月。
低地から山地にかけての草原や芝草地、河川敷等に生育する。多摩部ではごく稀。区部では絶
滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発、草地開発、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28, 243

カワラマツバ
Galium verum

被子植物
アカネ科

奥多摩町 1990 年 9 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
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747 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国に分布する一年草。茎はつる性で繊細。他のもの
に巻きつきながら高さ1ｍ内外になる。葉は対生し、扁平な線状。葉裏は紫色にならない。花
冠は長さ３〜 3.5cm、先端は４裂する。花は白色〜青紫色を帯びる。さく果は長さ約１cm。
花期は９〜 10月。山地の林縁や藪に生育する。都内では西多摩の山地に稀に生育する。
■生存を脅かす要因：各種開発、森林伐採、遷移進行・植生変化。山林の改変などが本種の生
存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 65

ホソバノツルリンドウ
Pterygocalyx volubilis

被子植物
リンドウ科

檜原村 2020 年 10 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

746 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草または二年草。茎は直立し、
高さ10 〜 60cm、やや分枝し、四稜がある。葉は対生し、長楕円形で先端が鋭くとがり3脈
がある。花は薄黄色。4数性。花冠は狭い卵形。花期は9月。西多摩の山地上部の防火帯の草
原にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：管理放棄、遷移進行・植生変化、シカの食害、局所分布。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 152, 170

ハナイカリ
Halenia corniculata

被子植物
リンドウ科

山梨県 1980 年 8 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

745 三校

■種の特性と生育状況：本州（秩父山地・南アルプスの一部・伊吹山）に希産する一年草また
は越年草。茎は高さ８〜 15cm、単一またはわずかに分枝し、円く、狭い膜質の翼がある。茎
葉は対生し、卵状楕円形で長さ10 〜 15cm。花冠は薄紫色で筒状、長さ2cm 内外。深山の
石灰岩地の湿った林床などに生育する。都内では西多摩の石灰岩地に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、石灰採掘、局所分布。生育環境は石灰岩地などの特殊な立地
にあり、山林の改変などによる生育環境の変化や石灰採掘などによる生育地の破壊が本種の生
存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：年により出現する株数の増減の変動が大きい。現在確認されている都内の生育地
は比較的人の手が入った場所であり、今後の
生育地の改変による影響が懸念される。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 321

チチブリンドウ
Gentianopsis contorta

被子植物
リンドウ科

奥多摩町 2019 年 9 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©田畑伊織

744 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する二年草。根葉はロゼット状。高
さ5 〜 15cm。茎葉は卵状披針形。花は茎の頂きに1個つく。萼裂片は菱形で反曲しない。花
冠は淡青紫色で、長さ2 〜 3cm。花期は3 〜 5月。やや湿った芝草地に生育する。区部で過
去の記録があるが、絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：森林伐採、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 270

ハルリンドウ
Gentiana thunbergii

被子植物
リンドウ科

1980 年 5月 4日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

743 三校

■種の特性と生育状況：本州、九州に分布する二年草。高さ2 〜 10cm。茎は基部から分枝し
て叢生する。ロゼット葉は厚い。茎葉は対生。花冠は長さ12 〜 15mm、淡い青色を帯びる。
萼裂片は卵形。さく果に長い柄がある。花期は3 〜 5月。丘陵の草原や芝草地に生育する。区
部は過去に記録があるが、絶滅したと考えられる。多摩部は丘陵にごく稀。
■生存を脅かす要因：森林伐採、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243, 270

コケリンドウ
Gentiana squarrosa

被子植物
リンドウ科

八王子市 1985 年 5 月 15 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

742 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州、南西諸島に分布する多年草。茎は直立し、高さ
20 〜 100cm。葉は対生、卵状披針形で3脈が目立ち、先は長くとがり、柄はない。花期は9
〜 11月。花は茎頂および上部の葉腋につく。花冠は紫色、先は5裂し、副片は三角形で小歯
がある。二次林の林縁や草地、がれ場に生育する。都内本土部の低地から山地まで広く分布す
るが、区部では近年の状況が不明である。
■生存を脅かす要因：草地開発、採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：区部での現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4, 65, 105, 161, 243

リンドウ
Gentiana scabra var. buergeri

被子植物
リンドウ科

町田市 2019 年 11 月 17 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重
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750 三校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する一年草または二年草。高さ
50 〜 70cm。茎は暗紫色を帯びる。葉は線形。花冠は青紫色、5数性。花冠の裂片に濃い色
の脈がある。さく果は広披針形。花期は8 〜 10月。南多摩と西多摩の山地の明るい二次林の
林縁や草地にごく稀に生育する。区部と北多摩には過去の記録があるが、絶滅したと考えられ
る。
■生存を脅かす要因：採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 152, 170, 243, 270

ムラサキセンブリ
Swertia pseudochinensis

被子植物
リンドウ科

八王子市 1996 年 10 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

749 三校

■種の特性と生育状況：北海道（西南部）、本州、四国、九州に分布する一年草または二年草。
高さ5 〜 20cm。全体紫色を帯びる。葉は対生し、線形。花は円錐花序に密につく。花冠は
白色で紫色の脈がある。花期は8 〜 10月。葉に強い苦味がある。多摩部の丘陵から山地の乾
いた草地、伐採跡地などに生育する。区部では絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。薬用植物として採取されること
が生存を脅かす要因の一つと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 105, 170, 243

センブリ
Swertia japonica

被子植物
リンドウ科

八王子市 1993 年 10 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

748 三校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草または二年草。高さ50
〜 80cm。ロゼット葉は大型、花時には枯れる。茎葉は対生。花冠は白色で上半に濃い緑色の
斑点がある。腺体は2個で黄緑色。花期は9 〜 10月。南多摩と西多摩の丘陵から山地の湿っ
た岩場や草地にごく稀に生育する。北多摩では過去の記録があるが場所の記載がなく、現状が
不明である。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発、採取。園芸目的の採取の対象となり、生存が脅か
されている。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170, 243

アケボノソウ
Swertia bimaculata

被子植物
リンドウ科

奥多摩町 1990 年 9 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

453 三校

■種の特性と生育状況：全国の山地に分布する日本固有の多年生草本。林縁草地や樹林下など
に生育する。茎は高さ60 〜 100cm で直立し、少数が束生する。葉は扁平で長さ10 〜
30cm。円錐花序は直立し、少数の直立する枝を分けるが、小穂が軸に圧着して付くことから
総状花序に見える。小穂は1小花からなる。護頴は有毛で3脈を持ち、先端部から長さ2 〜
3cm の直立した太い芒が出る。花期は8 〜 9月。同属のハネガヤとは、花序が閉じて穂状〜
総状に見えることにより容易に区別できる。都内では、主に西多摩の高標高地の林縁草地等に
分布するが、産地は限られる。
■生存を脅かす要因：森林の開発や草地の植生遷移の進行が生存を脅かす主な要因であると考
えられる。
■特記事項：植生遷移の進行や森林環境の荒廃
が生じないよう、自生地のモニタリングおよ
び適切な管理を継続し、保全に努めることが
望ましい。

執 筆 者 小林健人　
文献一覧 28, 152, 166, 168, 173, 218

ヒロハノハネガヤ
Stipa coreana var. kengii

被子植物
イネ科

三重県 1999 年 8 月 15 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

452 三校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州の丘陵地から低山地に分布する一年生草本。ローム層の露出した
粘土質の湿性裸地や低茎草地、湿った造成草地などに生育する。全草に微細な腺点が散生する。茎は高さ5
〜 25cm で直立し、枝が無いか、まばらに枝を分ける。葉は狭披針形で長さ2 〜 7cm、縁に腺点および基
部の膨らんだ硬い長毛が疎生する。円錐花序の枝は短く直立し、1小花からなる小穂が密に並ぶことから、
穂状花序のように見える。花期は8 〜 10月。都内では、西多摩を除く地域の丘陵地から低山地にかけて分
布するが、自生地は限られる。特に区部においては減少が著しく、近年は報告が途絶えていることから、絶
滅した可能性がある。
■生存を脅かす要因：湿地や芝草地の減少が生存を脅かす主な要因であると考えられるが、生活史や生態に
不明な点が多い。
■特記事項：定期的な草刈りの実施など、湿性草地を
適切に維持することが望ましい。なお、植物体が小
型で目に付きにくいため、同所的に生えることの多
いウシクサやコブナグサの群落を手掛かりとするな
ど、丁寧な調査を行うことで、都市公園等でも自生
地の再発見が期待できる。

執 筆 者 小林健人　
文献一覧 17, 25, 196, 243, 249, 270

ヒゲシバ
Sporobolus japonicus

被子植物
イネ科

八王子市 2014 年 10 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

451 三校

■種の特性と生育状況：本州および九州の主に太平洋側の平地〜山地に分布する多年生常緑サ
サ類。林縁や林床、川岸などに生育する。根茎は地中を這い、毎年新しい茎を出す。茎は高さ
1 〜 2ｍで直立。節からは通常1本の枝が出て、枝先に3 〜 7枚の葉を付ける。葉は長さ20
〜 25cm で、裏面に軟毛が密生する。円錐花序には長い柄がある。花期は5月。都内では、
多摩地域の山地林内や台地、丘陵地の疎林内、川岸などに群落が局在するが少ない。ただし、
西多摩においては丘陵地から低山地に広く分布し、生育も安定している。一方で、区部の分布
状況については情報が不足している。
■生存を脅かす要因：平地林や斜面林の伐採や改変が本種の生存を脅かす主な要因であると考
えられる。
■特記事項：東京都本土部全域での再確認が望
まれる。加えて、本種の基準産地が北多摩の武
蔵野地域であることから、特にこの地域での自
生地の保全は急務である。なお、和名が混同さ
れやすいアズマネザサ（Pleioblastus chino）は
本種とは別属異種であり、注意を要する。
執 筆 者 小林健人　
文献一覧 17, 25, 28, 105, 243, 270

アズマザサ
Sasaella ramosa

被子植物
イネ科

あきる野市 2018 年 10 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本

©内野秀重
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759 再校

■種の特性と生育状況：広く､ 北海道から本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の落葉
樹林内に生育する。全体密に軟毛がある。高さ40〜 80cm。葉は対生、裏面の脈が著しい。
花期は５〜６月。花は濃褐紫色。花冠は５裂。袋果は７〜８cm。都内では西部山地の自然林
内にきわめて稀に見られるだけで、北多摩では絶滅、南多摩の丘陵部では近年、確認できない
状況となっている。
■生存を脅かす要因：生育環境が都市近郊の農村の林縁、低山地の草地などであり、こうした
場所の開発、管理放棄による草地環境の変化が本種の生育基盤を悪化させたものと考えられる。
■特記事項：園芸目的の採取の可能性もある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	224,	259,	270

フナバラソウ
Vincetoxicum atratum

被子植物
キョウチクトウ科

八王子市 2003 年 6 月 5 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

758 再校

■種の特性と生育状況：関東地方から四国、九州に分布する多年草で、山地の落葉樹林内に生
育する。茎は直立し、高さ30〜 60cm。葉は対生、卵形で先は尖る。花期は６月。花は茎頂
に集まり白色。花冠は５裂し径２cm。果実は袋果で長さ約５cm。都内では西部山地の自然林
内に稀に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境が山地の落葉樹林の林間草地であり、さらに、樹林化による環
境変化などにより自生地が局限まで減少したものと考えられる。植生遷移に留意して本種の生
育環境を保全する必要がある
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	173

クサタチバナ
Vincetoxicum acuminatum

被子植物
キョウチクトウ科

奥多摩町 2018 年 5 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

757 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布するつる性の多年草で、二次林の林縁や原野
などに生育する。茎は細い。葉は対生し、卵状披針形で基部は著しく心形となる。花期は７〜
８月。花冠は径４〜５mm、暗紫色で５裂する。袋果は２個、水平に開出する。都内では各地
から記録があるが、区部では絶滅、多摩部でもごく限られた場所に残存するだけの危機的な状
況となっている。
■生存を脅かす要因：東京都は本種の分布東限域に近く、都内の自生地はもとより限られてい
たものと推測される。それに加えて、明るい林縁草地や草原環境が失われ、自生地がさらに減
少していったものと考えられる
■特記事項：本種はかつてコバノカモメヅルと
混同されてきた経緯があり、記録や報告があ
るが実態不明な場所が少なくない。都内にお
ける分布実態を再調査する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	173,	290

コカモメヅル
Tylophora floribunda

被子植物
キョウチクトウ科

奥多摩町 2020 年 9 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

756 再校

■種の特性と生育状況：関東地方から四国、九州に分布するつる性の多年草で、山地の二次林
や林縁に生育する。葉は対生し、心円形。花期は７〜８月。花は葉柄より短い柄の先に散形に
集まり、淡黄緑色。花冠は５裂するがほとんど開かず、裂片は反曲しない。都内では多摩部の
丘陵地から山地の明るい二次林の林縁に散生するが、近年、南多摩などで新たな生育地が見つ
かる事例も見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境が林縁や草地のため、樹林の荒廃やのり面造成、外来種の繁茂
など、複合的要因により減少することから、土地造成に際して保全対策が必要である。
■特記事項：つる植物のため、競合する植物の除去など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	173

コイケマ
Cynanchum wilfordii

被子植物
キョウチクトウ科

八王子市 2021 年 6 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

755 再校

■種の特性と生育状況：広く､ 北海道から九州にかけて分布する多年草で、河畔の湿地に生育
する。茎は直立し、高さ40〜 80cm。葉は披針形、花期は５〜６月。花は茎の先端に集まる。
花冠は青色、高杯形で５裂する。果実は細長い柱状で２個ずつ付く。都内では区部に記録があ
るものの絶滅と考えられる。
■生存を脅かす要因：生育環境が河畔の湿地のため、土地造成などで絶滅したものと考えられ
る。鑑賞用に栽培されることもあり、園芸目的の採取がされやすい。
■特記事項：再発見の場合には、生育地の管理（草刈り、外来種の除去など）を継続するなど、
個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270

チョウジソウ
Amsonia elliptica

被子植物
キョウチクトウ科

栃木県産植栽 2022 年 4 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

754 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州および南西諸島に分布する一年草で、丘陵地の草原
や芝地に生育する。高さ５〜 15cm。茎はごく繊細、下部に数対の葉が対生につく。葉身は卵
形。花は枝先に数個、やや輪状に付く。花期は８〜 10月。花冠は白色。径約３mm。さく果
は卵形。都内では区部、多摩部の丘陵地の日の当たる裸地や農道脇などに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は都市近郊の公園等の芝地から郊外の耕作地周辺までに及ぶが、
いずれも定期的な草刈りが維持された低茎草地であり、地域的開発による自生地の消滅だけで
なく、管理の停止による植生遷移の進行も本種の自生地激減の要因となったものと考えられる。
■特記事項：本種は、植物体が小さいことから自生地が見逃され、都内全域の生育状況が十分
に把握されていない可能性が高い。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 203,	243

アイナエ
Mitrasacme pygmaea

被子植物
マチン科

八王子市 2019 年 9 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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765 再校

■種の特性と生育状況：関東以西、四国、九州に分布する多年草で、山地の二次林や林縁に生
育する。高さ50〜 80cm。葉は長楕円形、先端は尖り、基部は細くなる。花は茎の先端に数
個つく。花期は５〜６月。花冠は青紫色、筒状で長さ約１cm、先端は５裂する。分果は灰白色。
都内では西部山地を中心に分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境が渓谷沿いの湿潤地であるため、土地造成や森林伐採に際して
保全対策が必要である。生育地の管理（草刈りなど）を継続する必要がある。
■特記事項：個体数が少ないため、競合する雑草の除去など個別的な管理が必要である。本種
はシカ不嗜好性植物として知られている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	220,	243,	247

サワルリソウ
Ancistrocarya japonica

被子植物
ムラサキ科

八王子市 1979 年 6 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

764 再校

■種の特性と生育状況：北海道から近畿地方に分布する多年草で､ 山麓の林縁に生育する。茎
はつるになって長くのびる。葉は対生し、大型で長さ約10cm、幅２〜３cmある。花期は６月。
花は緑黄白色、直径２〜３cm。袋果は披針形。コバノカモメヅルの変種である。都内では区部、
豊島区の目白に記録があるが、絶滅したものと考えられる。
■生存を脅かす要因：従来から稀産な植物であったうえに開発により消滅したものと考えられ
る。
■特記事項：都市化したエリアだが、断片的に緑地等の残るエリアであり、再発見の可能性は
残されている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 65,	270

シロバナカモメヅル
Vincetoxicum sublanceolatum var. macranthum

被子植物
キョウチクトウ科

福島県　2012年 7月 28日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©石黒久美

763 再校

■種の特性と生育状況：関東地方から近畿地方に分布するつる性の多年草で山地の二次林など
の林縁草地に生育する。葉は対生、楕円状披針形。花は花柄の先に散形状に付く。花期は５〜
６月。花色は暗紫色。コバノカモメヅルの変種で、基本種より花が大きい。都内では区部で絶
滅、南多摩から西多摩にかけての丘陵地の林縁草地に点在している。また、北多摩での分布に
ついては不明な点が多い。
■生存を脅かす要因：生育環境が里山の二次林林縁や草地、河川堤防などである。開発されや
すい場所のため、土地造成に際して保全対策が必要であるとともに、定期的な草地の管理など
を継続する必要がある。
■特記事項：コバノカモメヅルと誤認しやすい
が、本種の花冠裂片は細く伸長して花径は
20mm以上となり、葉も長大となる。花冠の
緑黄色品もある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 65,	194,	247

ジョウシュウカモメヅル
Vincetoxicum sublanceolatum var. auriculatum

被子植物
キョウチクトウ科

町田市 2009 年 9 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

762 再校

■種の特性と生育状況：広く北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で丘陵地の適湿な草
地に生育する。茎は直立してきわめて細く、高さ40〜 100cm。葉は対生し細い。花は長い
柄の先に、数個集まる。花期は７〜８月で、夜間から早朝にかけて咲く。花冠は５裂し、黄褐
色。果実は披針形。都内では区部では絶滅、低地の河川堤防や丘陵地の谷戸草地などに生育地
が残されている。
■生存を脅かす要因：土地造成はもとより、草地の管理の停止、谷戸の耕作地放棄などにより、
樹林化が進行し、生育に適した環境が短期間に失われることが明らかとなっている。生育地の
管理（草刈り、火入れなど）を継続する必要がある。
■特記事項：園芸目的の採取や、鑑賞目的とし
た草地環境の踏み荒らしも各地で問題となっ
ている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	264,	289

スズサイコ
Vincetoxicum pycnostelma

被子植物
キョウチクトウ科

日野市 2021 年 6 月 21 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

761 再校

■種の特性と生育状況：本州に分布する多年草で、山地の林内に生育する。茎は高さ30〜
60cm。葉は広卵形で茎頂に数対つく。花は茎の先端に集まって付く。花期は５〜６月。花冠
は深く５裂し、緑褐色。都内では南多摩以西で、低山地の谷筋などに分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境が谷筋の自然林樹下であり、残土処理による埋立て、植生遷移
の進行、伐採材や風倒木の積載等により、個体数を減じているものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 65,	270

タチガシワ
Vincetoxicum magnificum

被子植物
キョウチクトウ科

八王子市 2007 年 5 月 4 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

760 再校

■種の特性と生育状況：関東地方より四国、九州に分布する多年草で、山地の落葉樹林内に生
育する。高さ50 〜 100cm、上部はつる状になる。葉は対生、数対まばらにつく。花期は	
５〜６月。花は散形に多数付き、小形で径６〜８mm。果実に毛が多い。ツクシガシワの変種
である。都内では西多摩だけに分布が知られ、奥多摩は日原の山域から報告があるが、近年生
育情報は得られず、現状不明である。
■生存を脅かす要因：自生地は奥多摩の日原地域に局限されており、山域の大規模な石灰岩開
発などにより、現状が不明となっている。
■特記事項：近年、南多摩でも未確認の情報があり、実態調査が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	173

ツルガシワ
Vincetoxicum macrophyllum var. nikoense

被子植物
キョウチクトウ科

群馬県 1984 年 7 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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771 再校

■種の特性と生育状況：広く、北海道から九州にかけて分布するつる性の寄生植物で、日当た
りの良い草地や耕作地、河川敷、ときに海岸などに生育する。はじめ地上に生えるが、寄主に
巻き付くと根はなくなる。茎は細く黄色。花期は７〜 10月。花冠は長さ約５mm、５裂し、
裂片は短い。さく果は球形、都内では区部に記録があるが、絶滅したものと考えられる。
■生存を脅かす要因：1950年代頃より、輸入家畜飼料などへの混入から国内に侵入したアメ
リカネナシカズラが1970年代に全国に拡大し、マメダオシの生育環境が失われたものと考え
られる。
■特記事項：本種はアメリカネナシカズラと酷似するため、全国の標本庫で混乱が生じており、
文献記録をそのまま信頼することはできないとされる（藤井2018）。したがって、1900年
代初頭の標本が存在する区部に関してのみ確
実に生育していたエリアとし、文献記録のみ
の北多摩や、標本未調査である南多摩に関し
てはデータなしとして今後の検討を待ちたい。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	274,	289

マメダオシ
Cuscuta australis

被子植物
ヒルガオ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

770 再校

■種の特性と生育状況：北海道から本州中部地方に分布する多年草で、山地の落葉樹林内に生
育する。茎は高さ20〜 40cm、開出毛がある。葉は互生。花序は茎の先端で２分する。花期
は４〜６月。花冠は濃い藍色。分果にかぎ状のとげがある。都内では区部から北多摩を中心と
した採集記録が残されており、水湿地に近い樹林下などに分布していたものと考えられるが、
現在は各所で絶滅している。
■生存を脅かす要因：生育環境は比較的湿潤な二次林林床であり、区部から西多摩まで広がっ
ていたが、都市部では開発により自生地が失われ、その他の地域では、二次林の林相の変化が
影響したものと考えられる。しかし、早い段階で一斉に消滅した理由はよくわかっていない。
観賞・園芸目的の採取圧も影響したものと推
測される。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	139,	270,	290

ルリソウ
Nihon krameri

被子植物
ムラサキ科

長野県 1992 年 6 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

769 再校

■種の特性と生育状況：福島県以南、四国、九州に分布する多年草で、山地から丘陵地の二次
林林縁などに生育する。根出葉はロゼット状。茎は斜上し高さ10〜 15cm。花期は４〜５月。
花冠は淡青紫色、径約１cm。花後、萼が伸びる。分果は平滑。都内では山地においては普通
にみられるが、丘陵部や台地においては、市街化とともに見る機会が失われつつある
■生存を脅かす要因：生育環境が二次林など開発されやすい場所のため、土地造成や森林伐採、
また、管理放棄による植生の変化等により、生育地が失われてきたものと考えられる。
■特記事項：園芸目的の採取のおそれがある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	280,	289,	316

ヤマルリソウ
Nihon japonica

被子植物
ムラサキ科

八王子市 1997 年 4 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

768 再校

■種の特性と生育状況：広く、北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、丘陵地の乾い
た草地に生育する。茎は地上を這う。葉は互生し、長さ２〜６cm、表面に粗い毛がある。花
は茎の先端に付く。花期は４〜５月。花冠は青紫色、径15〜 18mm、高杯状で５裂する。
都内では多摩部の丘陵地から山地の二次林林縁に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境が谷戸斜面の草地や林道露頭などのため、道路整備やのり面緑
化などにより生育基盤が失われてきた。さらに、他の植物による被圧にも弱く、定期的な草刈
りの継続が必要である。
■特記事項：園芸目的の採取も考えられる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 48,	194,	219,	270

ホタルカズラ
Lithospermum zollingeri

被子植物
ムラサキ科

八王子市 2022 年 4 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

767 再校

■種の特性と生育状況：広く、北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の乾いた
草地に生育する。根は太く、色素を含む。高さ40〜 70cm。葉は互生し無柄、粗い毛がある。
花は茎の先端の葉腋に付く。花期は６〜７月。花冠は白色、高杯状で径約４mm。分果は灰白
色。染料植物。都内では主に多摩丘陵以西に見られたが、現在は絶滅か野生絶滅、あるいは現
状不明となっており、危機的な状況にある。
■生存を脅かす要因：生育環境が明るい草地のため、草地の開発などに際して保全対策が必要
である。個体数が少ないため、生育地の管理（草刈り、選択的な除草など）個別的な管理が必
要である。
■特記事項：檜原村では自生種に基づく栽培普
及が取り組まれている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 25,	168,	196,	219,	269

ムラサキ
Lithospermum erythrorhizon

被子植物
ムラサキ科

八王子市 2002 年 5 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

766 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の二次林林縁や路傍に生
育する。茎は高さ約100cm、圧毛がある。葉は両端が尖る、花序は開出して長さ10 〜
20cmになり多数の花をつける。花期は７〜８月。花冠は青紫色、径約４mm。分果にかぎ状
のとげがある。都内では西部山地を中心に分布し、採石場などにも見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境が二次林の林縁部など、環境が改変されやすい場所のため、土
地造成に際して保全対策が必要である。生育地の管理（草刈りなど）に注意する必要がある。
■特記事項：個体数が少ないため、競合する雑草の除去など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	219,	243,	270

オオルリソウ
Cynoglossum furcatum var. villosulum

被子植物
ムラサキ科

奥多摩町
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

植 

物

藻 

類

哺 

乳 

類

鳥 

類

爬 

虫 

類

両 

生 

類

淡
水
魚
類

昆 

虫 

類

甲 

殻 

類

ク 

モ 

類

貝 

類

344 345



777 再校

■種の特性と生育状況：広く日本全域に分布する一年生の水草で、低地の湿地やため池のふち
などに生育する。全体軟弱。茎は分枝を繰り返す。水中葉は線形、水上葉はへら形。花期は	
５〜 11月。花は黄緑色、葉腋に１個つき、ごく小形で２個の苞に包まれる。都内では河川の
水の緩やかな場所や用水路、水田、湿地に分布するが、水田耕作の停止などにより、自生地が
失われている。
■生存を脅かす要因：生育環境は河川や水湿地のため、湿地開発、土地造成などに際して保全
対策が必要である。生育地の管理（草刈りなど）を継続する必要がある。個体数が少ないため、
外来種除去などの個別的な管理が必要である。水田管理においては、農薬の使用が生育に大き
く影響する。
■特記事項：酷似する外来種イケノミズハコベ
が各地で増えているため、本種の減少に気づ
かないことが多く、注意を要する。イケノミ
ズハコベは、水中葉が顕著な線形にならない
点で区別できる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 14,	28,	108,	243

ミズハコベ
Callitriche palustris

被子植物
オオバコ科

町田市 2022 年 5 月 25 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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776 再校

■種の特性と生育状況：関東地方から紀伊半島に分布する多年草で、山地の林縁に生育する。
つる性で長さ３ｍになる。葉はヤマホロシよりさらに切れ込みが多い。花期は７〜 10月。花
は淡紫色、花冠は５裂する。果実は広楕円形。ヤマホロシの変種。高尾山がタイプロカリティ
で、都内では南多摩から西多摩の山地渓谷沿いなどに稀に見いだされる。
■生存を脅かす要因：生育環境は低山地の渓谷林下などであり、ヤマホロシ同様、谷の埋立て、
管理放棄による樹林の鬱閉などにより、生育環境が損なわれてきたものと推測される。土地造
成や森林伐採などに際して保全対策が必要である。つる植物のため、競合する植物の除去など
個別的な管理が必要である。
■特記事項：タカオホロシはヤマホロシの変種
で、葉に歯牙があり果実が広楕円形となるこ
とが特徴である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	247,	287

タカオホロシ
Solanum japonense var. takaoyamense

被子植物
ナス科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

775 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の林縁に生育する。
茎はつる状で長さ３ｍ程になる。葉は互生、下部の葉は３〜５裂し、波状の鋸歯がある。花は
淡紫色。花期は７〜 10月。花冠は径１cm、深く５裂する。液果は球形で赤く熟す。都内で
は南多摩から西多摩の山地渓谷沿いなどに稀に見いだされる。
■生存を脅かす要因：生育環境は低山地の渓谷林下などであり、谷の埋立て、管理放棄による
樹林の鬱閉などにより生育環境が失われてきたものと考えられる。土地造成や森林伐採に際し
て保全対策が必要である。つる植物のため、競合する植物の除去など個別的な管理が必要であ
る。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	168,	219,	243

ヤマホロシ
Solanum japonense

被子植物
ナス科

山梨県 1999 年 9 月 5 日
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	 	 ○○1999年以前		▲標本

774 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方南部から四国にかけて分布する多年草で、山地に生育
する。高さ30〜 60cm。葉は長楕円形で軟質。花は葉腋に１〜２個つき、淡緑色。花期は６
〜７月。花冠は径1.5cm。果実は楕円形でつぼ状の萼に包まれる。都内では南多摩から西多
摩にかけての低山地を中心に分布し、やや湿った林縁に生育する。
■生存を脅かす要因：生育環境が低山地の林間や伐採跡地などであり、ナス科の近似種同様、
樹林のギャップの出現にともなって発生する先駆種の性格を有する。森林環境の放置、樹林管
理の停滞に伴って、個体群が失われたものと考えられる。野生動物による食害の可能性もある。
■特記事項：日本固有種である。品種タカオホオズキ f.	kimurae を含む。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	166,	168,	218

アオホオズキ
Physaliastrum japonicum

被子植物
ナス科

神奈川県 1987 年 5 月 30 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

773 再校

■種の特性と生育状況：広く北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、樹林地の伐採跡
地や湿り気のある林縁草地などに生育する。高さ50〜70cm。葉は卵形、まばらに軟毛がある。
花期は７〜 10月、花冠は黄白色で広い鐘状。果実は液果で白色に熟し、突起のある萼に包ま
れる。都内では全域に分布するが、都市近郊では少ない。
■生存を脅かす要因：生育環境は郊外の林縁草地や伐採跡地などであり、樹林伐採などに伴っ
て発生する先駆種の傾向が強い。二次林の放置、管理の停滞に伴って、個体群が失われたもの
と考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	160,	243,	270,	290

イガホオズキ
Physaliastrum echinatum

被子植物
ナス科

八王子市 2021 年 9 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

772 再校

■種の特性と生育状況：千葉県以西の本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の斜面下部
に生育する。高さ30〜 50cm、上部で枝分かれする。葉は卵形で薄質。花期は８〜 10月。
花は白色、杯状で浅く５裂する。果実は突起のある萼に包まれ、黄熟する。都内では南多摩及
び西多摩の低山に点在して分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境が低山地の林間や伐採跡地などであり、樹林のギャップの出現
にともなって発生する先駆種としての性格が強い。そのため、森林環境の放置や樹林管理の停
滞にともなって、個体群が消失するものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 89,	247

ヤマホオズキ
Physaliastrum chamaesarachoides

被子植物
ナス科

八王子市 2004 年 9 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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783 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、海岸礫地の波打ち際
に生育する。全体オオバコに似て壮大。葉は根際に10数個叢生し、厚くて無毛。花茎は高さ
40〜 80cmに達する。花期は7〜 8月。花茎に多数の花を穂状に付ける。花冠は４裂。果実
はさく果。種子は7〜 14個ある。都内では区部の東京湾沿いに分布し、また、一部内陸の河
川中流域からも記録がある。別名テリハオオバコ。
■生存を脅かす要因：海岸地帯では、護岸形成や埋め立て地などの土地造成が広範囲に広がっ
たことで湿地が失われ、新たに定着する生育環境を確保できないことが減少要因である。
■特記事項：東京湾岸土着の植物とされる。普通種のオオバコは高次倍数性のため多型であり、
稀に大型化したものはトウオオバコと誤認さ
れやすいので同定の際は注意したい。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	67,	249,	270

トウオオバコ
Plantago japonica

被子植物
オオバコ科

神奈川県 2010 年 8 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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782 再校

■種の特性と生育状況：本州の宮城県以西、四国、九州、および南西諸島に分布する多年草で、
水田や休耕田などに生育する。地下茎は泥中をはい、上部は水面に伸長し、長さ20 〜
60cm。葉は４〜８個輪生し深く裂ける。花は葉腋に１個つく。花期は８〜 10月。花冠は紅
紫色、筒形で先は唇形。さく果は卵円形。都内では各地の水田中に見られるがきわめて稀であ
る。
■生存を脅かす要因：生育環境が水田や池沼の湿地などであり、水田耕作の停止で一時的に増
加する場合があるが、水田耕作の放棄により生育基盤が失われる。農薬や除草剤の使用により
大きなダメージを受ける。
■特記事項：本種の沈水葉と気中葉では大きく
形態が異なっている。また、水中の個体は閉
鎖花を生じる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	84,	105,	243

キクモ
Limnophila sessiliflora

被子植物
オオバコ科

八王子市 2022 年 8 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

781 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州、および南西諸島に分布する一年草で、
低地の湿地に生育する。高さ10〜 30cm。葉は対生し長楕円形、油点がある。花は上部の葉
腋から出る。花期は９〜 10月。花冠は白色、筒形で先は唇形、長さ約１cm。さく果は卵形
で萼に包まれる。都内では区部や南多摩では絶滅や現状不明、北多摩と西多摩境界部の谷戸水
田のみに産する。
■生存を脅かす要因：生育場所は水田内に限られ、耕作の停止や農薬の使用が生育に関する最
大の脅威と考えられる。
■特記事項：現在の自生地はきわめて限られており、保全が困難な場合は、人為的な系統保存
を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	28,	159,	196,	270

シソクサ
Limnophila chinensis subsp. aromatica

被子植物
オオバコ科

武蔵村山市 2020 年 10 月 1 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

780 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草で、水田やその周辺湿地
に生育する。高さ10〜 20cm。肉質で軟らかい。葉は対生し線形。花は葉腋に１個ずつ付く。
萼の基部に２個の小苞がある。花期は５〜７月。花冠は白色で筒形。果実は球形。都内では各
地に記録があるが、北多摩以外では現状確認ができない状況である
■生存を脅かす要因：生育場所は主に水田内であり、耕作停止や農薬の使用などが本種生存の
直接的な脅威となる
■特記事項：本種が北多摩に集中して、他地域ではほとんど見られない要因は不明である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	270,	291

オオアブノメ
Gratiola japonica

被子植物
オオバコ科

東村山市 1999 年 5 月 30 日
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	 	 ○○1999年以前		▲標本

779 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州、および南西諸島に分布する一年草で、低地の水田、
ため池や湿地に生育する。高さ10〜 25cm。葉は対生、上部のものは次第に小さくなる。花
は茎の上部の葉腋に１個ずつつく。花期は８〜 10月。花冠は淡紫色、筒形で先は唇形。果実
は球形。都内では主に丘陵帯以下の水田に生育しているが、区部ではきわめて稀である。
■生存を脅かす要因：生育場所は主に水田内に限られ、水田耕作の停止とともに本種の生育場
所が失われるとともに、除草剤の使用等によっても大きな影響を受ける。
■特記事項：保全が困難な場合は、人為的な系統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 196,	243,	245,	270

アブノメ
Dopatrium junceum

被子植物
オオバコ科

八王子市 2014 年 9 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

778 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草で低地のため池や湿地、水田に生
育する。高さ５〜 20cm。葉は対生し披針形。閉鎖花は茎の下部に、正常花は上部につく。花
期は８〜 10月。花冠は紅紫色、筒状で先端唇状になる。果実は長さ３mm。都内全域から記
録があるが、現在では多摩部の丘陵地の谷戸田にわずかな自生地が残されているにすぎない。
■生存を脅かす要因：生育環境は伝統的な耕作方法が維持された水田や湿地に限られ、耕作の
停止、除草剤の使用等により、容易にその生育環境が消失する。
■特記事項：農薬の汚染に留意する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 223,	243

サワトウガラシ
Deinostema violaceum

被子植物
オオバコ科

八王子市 2011 年 8 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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789 再校

■種の特性と生育状況：本州の東北地方から西の太平洋側、および四国に分布する落葉低木で、
崩壊地や河岸の礫地に生育する。高さ１〜 1.5ｍ、茎に稜がある。葉は対生し先がとがる。花
期は7〜 8月、枝先に円錐花序を出して多数の花をつける。花冠は紅紫色、筒状で少し湾曲し、
外面に軟毛がある。果実はさく果で卵形。都内では各所から記録があるが、現在では分布が退
行し、南多摩から西多摩の山地に散在している状況である。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林などの林縁部や崩壊する斜面などである。林道のり面
の工事や管理の放棄、シカ食害など、複合的な要因で減少が続いているものと考えられる。林
道の維持管理では、生育地の選択的な草刈りなど、個別的な管理をする必要がある。
■特記事項：河川敷などでは植栽種のフサフジ
ウツギが広く逸出しているので、本種の同定
に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	243,	245,	270

フジウツギ
Buddleja japonica

被子植物
ゴマノハグサ科

あきる野市 2010 年 6 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

788 再校

■種の特性と生育状況：本州に分布する多年草で、山地に生育する。高さ0.8 〜 1.2ｍ。葉は
８段ほど輪生し、楕円状で先端は尖る。花は茎の先端に総状に多数つける。花期は７〜９月。
花冠は淡紫色、筒状で先端は浅く４裂し、雄しべが突き出る。さく果は卵形。都内での生育は
西部山地に限られるが、生育に適した草原が少なく、渓谷沿いの露岩等にわずかな自生地があ
るにすぎない。
■生存を脅かす要因：西多摩の山地には生育に適した山地草原は少ないうえ、草原植生の遷移
の進行やシカ食害などにより、個体数を減らしてきたものと考えられる。
■特記事項：姿が美しく、園芸目的の採取の危険性がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	168

クガイソウ
Veronicastrum japonicum

被子植物
オオバコ科

長野県 2019 年 7 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

787 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州および南西諸島に分布する越年草で、低地の川沿い
に生育する。全草軟らかい。茎は高さ30cmほど。葉は対生して少し茎を抱き無毛。花期は
４〜５月、上方に細い花序を出して白色の小花をつける。花冠は４個。果実はさく果で球形。
都内では各水系に沿って主に丘陵帯以下の水辺に分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境である川沿いの水際や湿地に、近年、大型のオオカワヂシャを
はじめとする外来種が繁茂し、各地で本種の生育を脅かしている。
■特記事項：オオカワヂシャとの間に雑種ホナガカワヂシャが報告されており、カワヂシャの
生育にも大きな影響を及ぼしている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	105,	238,	243,	245

カワヂシャ
Veronica undulata

被子植物
オオバコ科

立川市 2018 年 6 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

786 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東と中部、四国および九州に分布する多年草で、丘陵帯から
亜高山帯にかけての明るい草地に生育する。高さ50〜 90cm。葉は狭い披針形で、基部が短
い葉柄状となる。花は穂状に多数付く。花期は８〜 10月。花冠は青紫色。さく果は扁球形。
都内では多摩丘陵から西部山地にかけてごく稀に分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林の林縁草地などであり、山林の開発造成、樹林管理の
停止などにより、自生地が失われてきた。残された生育地では管理（草刈りなど）を継続する
必要がある。園芸目的の採取や、山地ではシカ食害の影響も懸念される
■特記事項：別変種ヤマトラノオ var.	subintegra を含む。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	243,	270

ヒメトラノオ
Veronica rotunda var. petiolata

被子植物
オオバコ科

奥多摩町 1990 年 9 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

785 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州、および南西諸島に分布する二年草で、耕作地、路
傍などに生育する。茎は下部で分枝し、長さ10〜 25cm。葉は対生、上部で互生し、卵円形
で毛がある。花期は３〜５月。花冠は径２〜３mm、淡紅白色で紅紫色の条がある。さく果は
球形で中央がくびれる。都内では各地に記録があるが現在ではきわめて稀な草本となり、旧集
落や民家の石垣などにわずかに残存しているだけとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境を同じくする同属の外来種であるオオイヌノフグリなどの爆発
的な拡大で激減した。土地造成、農薬使用、除草管理等、複数の要因が本種への脅威となって
いる。
■特記事項：生育環境は伝統的な管理の農耕地
や旧集落の路傍・石垣などであり、土地造成
に際して保全対策が必要である。また、生育
地の除草管理などには注意を払う必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	84,	152,	243,	270

イヌノフグリ
Veronica polita var. lilacina

被子植物
オオバコ科

八王子市 1988 年 3 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

784 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草で、低地の浅い池沼、水田跡地な
どに生育する。茎は水中を這い、節から根と葉を出す。葉は対生し、広い心臓形で水面に浮か
ぶ。花柄は長さ2cmで水上に伸び、淡紅色の花を１個つける。花期は7〜９月。花冠は筒状
で半開し、長さ2〜 2.5cm。堅果は萼片が伸長した３〜５個の刺状の突起となる。都内では
葛飾区の小合溜（現在の水元公園内）に生育していたが、現在では絶滅している。
■生存を脅かす要因：生育環境が湿地帯の池沼であり、水辺の開発整備に加え、水質の富栄養
化や外来生物の侵入により絶滅に至ったものと考えられる。
■特記事項：小合溜には近年も生育の報告があるが、新たに移入されたものであるという。また、
南多摩の緑地にも移入された個体が記録され
ているが、近年は確認できていない。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 77,	94,	142,	294

ヒシモドキ
Trapella sinensis

被子植物
オオバコ科

八王子市（植栽） 2006 年 6 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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795 再校

■種の特性と生育状況：全国の貧栄養、腐植栄養の池沼等に生育する多年生の浮遊植物。葉は
糸状で二叉してさらに分枝し、捕虫 _をつける。花期は７〜９月で、水面に花径を伸ばして黄
色花を開き、距は下唇より短く鈍頭。殖芽は長楕円形。都内でタヌキモとされた植物の多くは
本種イヌタヌキモである可能性が高いが、近縁種を含めた生育実態が十分に把握されておらず、
きわめて危機的な状態にある。
■生存を脅かす要因：湖沼や湿地の埋め立てと水質汚濁により、自生地の大半が消滅している。
近年は異常気象による出水や外来生物の影響も懸念される。
■特記事項：タヌキモはイヌタヌキモとオオタヌキモの雑種起源植物であることが解明され
（Y.Kameyama	et	al.2005）オオタヌキモが
三宝寺池を除いて記録がないことから、イヌ
タヌキモが都内に分布する主要なタヌキモ科
植物であると考えられる。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 243,	341

イヌタヌキモ
Utricularia australis

被子植物
タヌキモ科

八王子市 2005 年 8 月 27 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

794 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国および九州に分布する多年草で、山麓の陰
湿地に生育する。茎は高さ20 〜 50cm。葉は対生、狭い卵形で長く尖る。枝先に5 〜
15mmの花枝を出し、葉状の２個の苞の中に花を付ける。花期は9〜 10月。花は淡紫色。
花冠は唇形で上唇は反り返り、基部に濃い色の紋がある。さく果は長さ1cm。都内では全地
域に分布し、二次林、植林、緑地などの林床に生え、所によって群生するが、区部や北多摩地
域での減少が著しい。
■生存を脅かす要因：生育する樹林地の乾燥化や開発による樹林伐採、外来種の侵入などによ
り、生育環境が失われているものと推測される。林縁管理などに際し選択的な保全対策が必要
である。
■特記事項：野生生物による食害を防ぐ必要が
ある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	159,	243

ハグロソウ
Peristrophe japonica var. subrotunda

被子植物
キツネノマゴ科

八王子市 2000 年 8 月
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

793 再校

■種の特性と生育状況：本州の福島以西、四国、九州および南西諸島に分布する一年草で、水
田及び湿地に生育する。高さ５〜20cm。茎は根際で分枝する。葉は対生し鋸歯がある。花は
葉腋に１個ずつつき、柄がある。花期は８〜 10月。花冠は淡紅紫色、唇形、雄しべ２個。さ
く果は披針形。都内では区部で絶滅、北多摩及び南多摩の水田にわずかに現存するのみとなっ
ている。
■生存を脅かす要因：生育場所は主に水田内の畦側の泥地であり、耕作停止や農薬の使用など
が本種生存の直接的な脅威となる。
■特記事項：本分類群はヒロハスズメノトウガラシ B. verbenifolia とエダウチスズメノトウガ
ラシ B. veronicifolia とに分ける見解があり、
形態による区別が可能である。都内ではエダ
ウチスズメノトウガラシの分布が多いものと
思われる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	98,	249,	270,	343

スズメノトウガラシ
Bonnaya antipoda

被子植物
アゼナ科

八王子市 2019 年 8 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

内野秀重

792 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東から中部、近畿にかけて分布する多年草で、山地の川沿い
の草地に生育する。高さ40〜 50cm。葉は対生、卵形で粗い鋸歯がある。花序は葉腋から出
て数個の花をつける。花期は４〜５月。花冠は暗赤紫色、唇形で長さ約１cm。さく果は卵状
球形。都内では南多摩から西多摩の山地渓谷沿いに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は限られた低山地の渓谷林下であり、本来自生地や個体数が局
限されていたうえ、群落構成種の変化や、シカ食害などで個体数を減らしているものと推測さ
れる。
■特記事項：野生生物による食害を防ぐ必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	169

サツキヒナノウスツボ
Scrophularia musashiensis

被子植物
ゴマノハグサ科

八王子市 1989 年 4 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

791 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、丘陵地の二次林林縁
や草地に生育する。高さ約１ｍ。葉は対生し、卵形でとがった鋸歯がある。花は円錐花序に多
数つく。花期は８〜 10月。花冠は暗紅紫色、唇形で雄しべは扇状。さく果は卵状。都内では
区部で絶滅、台地から山地にかけての草原に分布しているが、近年急速な減少傾向が認められ
る。
■生存を脅かす要因：生育環境が都市近郊から山地にかけての二次林の林縁や草地であり、開
発による生育地の消滅、草地や林縁の管理放棄により、自生地の減少が続いている。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	270,	280

オオヒナノウスツボ
Scrophularia kakudensis

被子植物
ゴマノハグサ科

八王子市 2019 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

790 再校

■種の特性と生育状況：本州の福島県以西、四国、九州に分布する多年草で、草地に生育する。
高さ１〜 1.5ｍ。葉は対生し卵形。花は総状に多数つく。花期は７〜８月。花冠は黄緑色、唇
形で長さ５〜６mm、仮雄ずいはへら状。さく果は卵形。都内ではほぼ絶滅状態にあり、近年、
武蔵野台地で記録があるが、その後の継続的な発生は見られない。
■生存を脅かす要因：生育環境は原野や林縁草地などであり、二次草原の減少が本種衰退の最
大の要因と考えられる。さらに、草地開発、外来種の繁茂や農薬の使用などにより、本種が衰
退したものと推測される。
■特記事項：神奈川県などの分布を参考にすると、本種の都内分布も局所的だった可能性があ
る。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	196,	270,	291

ゴマノハグサ
Scrophularia buergeriana

被子植物
ゴマノハグサ科

多摩市 1983 年 9 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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801 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、中部に分布する多年草で、山地の斜面部の林縁などに生
育する。高さ30〜 50cm。葉は対生、卵形で粗い鋸歯が目立つ。花は茎頂に集まり３〜５段
つく。花期は５〜６月。花冠は青紫色、唇形で長さ２cm。都内では西部の山地に分布する。
■生存を脅かす要因：都内の生育地は西多摩の限られた山地に局限されているうえ、植生の遷
移による生育環境の変化、園芸目的の盗掘などにより、危機的な状況まで衰退している
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168

ヒイラギソウ
Ajuga incisa

被子植物
シソ科

1999 年 4月 30日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

800 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、九州に分布する多年草で、山地の林内に生育する。高
さ30〜 40cm。全体に毛がある。葉は対生、卵形で柄が短く、上部ほど大きくなる。花は茎
頂に集まる。花期は５〜６月。花冠は青紫色または紅紫色で唇形。都内では台地部を中心に記
録があるが、都市開発の著しい地域であり、早期に絶滅したものと考えられる。
■生存を脅かす要因：生育環境は都市部近郊の二次林など開発されやすい環境のため、造成に
より生育地が失われたものと推測される。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 247,	270

カイジンドウ
Ajuga ciliata var. villosior

被子植物
シソ科

長野県 1998 年 6 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

799 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の斜面下部に生
育する。高さ50〜100cm。葉は対生し広卵形。花は茎頂に集まり、長さ約10cmの穂となる。
花期は８〜 10月。花冠は紅紫色、唇形で長さ約１cm。雄しべは花外に突き出る。都内では
区部や北多摩では絶滅、南多摩でも近年の生育情報が得られず、西多摩の山地の谷沿いに点在
するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は山間の谷間の林縁草地などであり、管理放棄による林縁の変
化、護岸工事、シカ食害などが、自生地の減少をもたらしたものと考えられる。
■特記事項：園芸目的の採取に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	168,	270

カワミドリ
Agastache rugosa

被子植物
シソ科

奥多摩町 2018 年 9 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

798 再校

■種の特性と生育状況：全国の貧栄養な湿地に生育する食虫植物の湿生多年草。地下茎は糸状
で捕虫 _をつけ、不定根とへら形の気中葉、線形の沈水葉を生じる。夏から秋、鱗片葉のある
花茎を伸ばして小さな紫色の花を咲かせ、花後、耳かき状のさく果を形成する。多摩市乞田に
あった岩ノ入池の縁にモウセンゴケなどと同所的に生育が見られたが、多摩ニュータウン造成
により消滅した。
■生存を脅かす要因：都内の確実な自生地が岩ノ入池唯一であったが、土地造成により残念な
がら消滅した。
■特記事項：岩ノ入池は、周辺域の植生と外観的に変わらないヨシを主体とした植生でありな
がら多数の希少植物を産し、その消滅はあま
りにも残念である。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 17,	184,	195,	331

ムラサキミミカキグサ
Utricularia uliginosa

被子植物
タヌキモ科

青森県 1991 年 8 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

797 再校

■種の特性と生育状況：全国の貧栄養な湖沼やため池、湿原などに生育する多年生浮遊植物。
茎は最大で30cm、葉はまばらで裂片は二叉状に分岐する。8〜 9月、花茎をのばして淡黄色
〜淡桃色の花をつける。都内での確実な自生の記録は、練馬区石神井公園三宝寺池沼沢植物群
落だけであり、池内にオオタヌキモ（シャクジイタヌキモ）などと同所的に生育していたと考
えられるが、昭和30年代以降は見られなくなっている。
■生存を脅かす要因：オオタヌキモ同様、湧水の減少や水質の富栄養化に加え、湿原の遷移に
よる湿地の陸化、樹林化などで消滅に追いやられたものと推測される。
■特記事項：牧野富太郎、檜山庫三らの採集した1900年代前半の標本が都立大学牧野標本館
に収められている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 222,	223,	270,	293

ヒメタヌキモ
Utricularia minor

被子植物
タヌキモ科

栃木県 2010 年 8 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

796 再校

■種の特性と生育状況：北海道、及び本州北部の湖沼やため池に生育する多年生の浮遊植物。
日本産タヌキモ類最大で長さ１mを超える。開花は７〜９月、花弁は黄色で長い距があり、
花茎は中空。中島定雄（東京府1934）が練馬区三宝寺池産の固有植物シャクジイタヌキモと
して発表したが、近年、標本の再検討により、本種であることが明らかとなっている（角野・
田中2015）。昭和10年代まで当地で生育していた記録が残されているが、その後消滅してい
る。
■生存を脅かす要因：周辺の都市化による湧水の減少や水質汚濁を直接的な原因とするほか、
湿原遷移による湿地の陸化などで生育環境が失われた。
■特記事項：本来、北日本にしか分布しないオ
オタヌキモが東京都の区部に産した理由は、
湧水由来の低温環境で遺存的に生き残ってき
たものと考えられている。

執 筆 者 内野秀重　
文献一覧 96,	151,	222,	223

オオタヌキモ
Utricularia macrorhiza

被子植物
タヌキモ科

練馬区　1932年 8月 13日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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807 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州から南西諸島に分布する落葉低木で、湿地林に生育
する。高さ２ｍ内外、枝は広がり先端下垂する。葉は対生。花期は7〜 8月、伸張した枝に薄
紫色の小花を左右に多数付ける。花冠は筒状、雄しべ４個。果実は径3mm。都内では各地に
記録があるものの、逸出品が多く、自生地は稀である。
■生存を脅かす要因：生育環境が湿地帯の林である。そのため開発に際し、地域的な保全対策
が必要である。園芸目的の採取の恐れがある。個体数が少ないため、個別的な管理が必要であ
る。
■特記事項：本種はムラサキシキブの名前で栽培・流通しており、それらが二次的にも逸出し
ているため、真の自生かどうか、慎重な判断
が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 222,	270,	290

コムラサキ
Callicarpa dichotoma

被子植物
シソ科

練馬区　2021年 9月 21日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

806 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方南部以西、四国、九州に分布する多年草で、山地の湿っ
た林内に生育する。細い地下茎で群生する。葉は対生、地際に２〜３対つき、倒卵形。花は葉
腋に数個つく。花期は８月。花冠は淡紅色、唇形で長さ15〜 18mm。都内では西多摩地域
の渓谷沿いの樹林下に稀に見られる。
■生存を脅かす要因：自生地は、もともと西多摩の限られた場所に局限されていたが、樹林の
鬱閉やシカ食害などによる林床の変化により、減少が進んだものと考えられる。
■特記事項：日本固有種かつ、中央構造線に関連した不連続な分布を示すソハヤキ要素の１種
である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 10

ヤマジオウ
Ajugoides humilis

被子植物
シソ科

檜原村 2022 年 7 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©御手洗望

805 再校

■種の特性と生育状況：本州の太平洋側から四国に分布する多年草で、丘陵地から山地の林縁
などに生育する。高さ８〜 15cm。葉は地に接して対生し、紫色を帯びる。花期は４〜６月。
花は淡紫色。花冠は唇形で、上唇が短い。ニシキゴロモの変種。都内では北多摩では絶滅、南
多摩及び西多摩の丘陵谷戸や山地尾根に点在する。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林などの明るい樹林下や林縁であり、山林の管理放棄な
どにより樹林化が進み、生育環境が失われてきたものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	243,	270

ツクバキンモンソウ
Ajuga yesoensis var. tsukubana

被子植物
シソ科

町田市 2005 年 4 月 17 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

804 再校

■種の特性と生育状況：本州に分布する多年草で、乾いた草地に生育する。茎は高さ10〜
30cmで毛がある。葉は対生、上部のものは苞になる。花は淡紫色、茎の上部に数段離れてつ
く。花期は５〜６月。花冠は唇形。都内では区部や南多摩では絶滅、西多摩においても近年の
報告がなく、絶滅が懸念される。
■生存を脅かす要因：生育環境は草刈りが継続されてきた草地や原野であり、こうした場所が
都市開発により消滅、また管理が停止されたことで自生地が激減したものと考えられる。再発
見された場合には個体数が少ないため、生育地の草刈りや早春季の光条件を考慮するなど個別
的な管理が必要である。
■特記事項：区部（志村）に古い記録がある。
品種ケブカツルカコソウ f.	hirsuta を含む。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 14,	196,	270,	322

ツルカコソウ
Ajuga shikotanensis

被子植物
シソ科

立川市 1992 年 5 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

803 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東西南部から東海地方にかけて分布する多年草で、山地に生
育する。茎は斜上し、長さ５〜 20cm葉は粗い鋸歯がある。夏に出る葉は大きい。花期は	
４〜６月。花は青紫または紅紫色、花冠は唇形で、長さ約15mm。都内では西多摩の都県境
尾根などに限定して分布している。
■生存を脅かす要因：生育地や個体数が局限されており、登山道沿いの草本植生の管理や、	
シカ食害などにより、個体群の減少が進んだものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 98

タチキランソウ
Ajuga makinoi

被子植物
シソ科

奥多摩町 2007 年 5 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

802 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の湿った二次林の林縁な
どに生育する。全草に縮れた毛がある。茎は高さ10〜 20cm、叢生し、長い匐枝を出す。葉
は対生。花期は4〜 5月、上部の枝に数個の花を付ける。花冠は基部が筒状の唇形で薄紫色、
下唇３個が目立つ。都内では南多摩から西多摩にかけて、谷筋の林道沿いなどに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は林道沿いの草地などであり、林道や林縁の整備による消失、
管理放棄による植生の退行やシカの食害、さらに、園芸目的の採取などにより、自生地や個体
数の減少が引き起こされたものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	152,	168

オウギカズラ
Ajuga japonica

被子植物
シソ科

八王子市 2011 年 5 月 18 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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813 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の二次草原に生
育する。高さ60〜 100cm。茎は四角。葉は対生、卵形で粗い鋸歯がある。花は茎の上部の
葉腋につく。花期は８〜９月。花冠は紅紫色、唇形で長さ25〜 30mm。上面に白毛がある。
都内では、区部や北多摩で絶滅し、南多摩から西多摩の深山にかけて、わずかに現存するだけ
の危機的な状況にある。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地林の林縁や草地であり、草地の遷移による樹林化やシカ
の食害による荒廃、園芸目的の採取等により、生育地が退行、激減に至ったものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 173,	243,	270

キセワタ
Leonurus macranthus

被子植物
シソ科

八王子市（南高尾産植栽）2021年8月12日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

812 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州および南西諸島に分布する二年草で、山野
の路傍、草地などに生育する。茎は直立し、高さ１〜 1.5ｍ。葉は対生し3裂〜全裂する。花
期は7〜 9月、葉腋に小形の唇形花を付ける。花は長さ１cmで紅紫色。分果は３稜形。都内
では各地の緑道や河川敷、林道路傍等に散見されるが、丘陵部などではきわめて稀となってい
る。
■生存を脅かす要因：生育環境が市街地の路傍や草地のため、除草時の生物多様性への配慮の
不足等で失われてしまうことが多い。外来植物の繁茂により生育地が奪われている点も生存を
脅かす大きな要因となっている。道路管理等における周知等、個別的な管理が必要である。
■特記事項：本種は、古くから、産前産後の処
方薬として利用されてきた経緯があり、そのこと
と、人里周辺や都市部の緑地環境に現在でも	
散発的に出現することの関連性が示唆される。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	243,	245,	263,	270

メハジキ
Leonurus japonicus

被子植物
シソ科

調布市 2014 年 6 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

811 再校

■種の特性と生育状況：北海道西南部、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の日当た
りの良い林縁や草地に生育する。高さ50〜 100cm。葉は対生、広卵形で鋸歯がある。花は
大きな円錐花序に多数つく。花期は９〜 10月。花冠は淡青紫色、唇形で長さ５〜７mm。雄
しべは突き出る。薬用植物。都内区部及び北多摩では絶滅し、多くは西多摩から南多摩にかけ
ての林縁部に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は日当たりの良い山地林の林縁であり、森林伐採や林道整備、
植生遷移の進行およびシカ食害などにより減少・退行が進んだものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168,	243,	270

ヒキオコシ
Isodon japonicus

被子植物
シソ科

八王子市 2011 年 10 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

810 再校

■種の特性と生育状況：本州の宮城県以西、四国、九州に分布する一年草で、山地の草地に生
育する。茎は高さ１ｍ内外で分枝する。葉は菱形で対生。花期は9〜 10月、小枝の先端に紫
色の多数の花を付ける。花穂はナギナタコウジュに似てやや太く、枝の末端に分散して付く。
苞は中央上部が広い。花冠４裂。都内では南多摩及び西多摩の山地に分布し、林道などに見ら
れるが自生地の減少が著しい。
■生存を脅かす要因：生育環境が林道沿いの路傍などのため、除草対象にされやすいこと、外
来雑草などの繁茂により生育場所が狭められていることなどが減少の要因と考えられる。
■特記事項：特有な香りがある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	243

フトボナギナタコウジュ
Elsholtzia nipponica

被子植物
シソ科

青梅市 2020 年 11 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

809 再校

■種の特性と生育状況：静岡、山梨、および東京に分布する多年草で、山地の谷間、渓谷林等
に生育する。高さ25〜 40cm。葉の基部はくさび形。葉柄に開出する毛がある。花期は９〜
10月。花は茎頂付近の葉腋に１個つく。花冠は紅紫色。萼筒は果時にも残り有毛。都内では
奥多摩西部に記録があるものの現状は不明となっている。
■生存を脅かす要因：タニジャコウソウと同様、もともと個体数や産地が限られているうえに、
渓谷林の遷移の進行や林床の荒廃などにより、自生地や個体数の縮小が進んだものと考えられ
る。また、園芸目的の採取も懸念される。
■特記事項：日本固有種である。本種はタニジャコウソウとの区別の難しい分類群である。	
八王子市産の標本（牧野標本館MAK16484
八王子市大垂水）によれば、本種と判断する
ことが困難なものであることから、南多摩に
おける分布には反映されていない。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 26,	28,	243,	287

アシタカジャコウソウ
Chelonopsis yagiharana

被子植物
シソ科

1986 年 7月 23日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

808 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州に分布する多年草で、山地河岸や渓
谷沿いなどに生育する。茎は斜上し高さ50〜100cm。葉は対生、広披針形で基部耳状となる。
花柄は葉柄より著しく長い。花期は９〜 10月。花冠は紅紫色、筒状で開口部は唇形。都内で
は西多摩の山地にきわめて稀となっている。
■生存を脅かす要因：渓谷林において、もともと自生地や個体数が少ないうえに、植生遷移の
進行、風倒木や野生動物による林床の荒廃などにより、減少が進んだものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。現地での保全が困難な場合は、人為的な系統保存を検討する
必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	243,	247

タニジャコウソウ
Chelonopsis longipes

被子植物
シソ科

高知県 2003 年 10 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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819 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草で、貧栄養な山地草原や
岩礫地などに生育する。高さ10〜 40cm、分枝して紫色を帯びる。葉は対生。花穂は1〜
4cm。卵形の苞を持つ。花期は９〜 10月。花冠は淡紅紫色、長さ約３mm。都内では区部及
び北多摩、南多摩では絶滅し、西多摩の限られた山域に点在するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：森林経営の変化などにより生育に適した草地環境が失われ、シカの食害、
さらに、登山者による踏みつけなどによっても個体数を減じてきたものと推測される。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270

ヤマジソ
Mosla japonica

被子植物
シソ科

三頭山 1994 年 9 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

818 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草で、池沼周囲や水湿地に生育する。
高さ20〜 50cm。茎には下向き、及び開出する毛が目立つ。葉は対生、卵形で６〜 10個の
鋸歯があり、表面に軟毛がある。萼は有毛。花期は９〜 10月。花冠は淡紅紫色、唇形。都内
では西多摩から南多摩にかけての丘陵地に多く、谷戸や沖積地に見られる。
■生存を脅かす要因：自生地は二次林や谷沿いの湿地であり、開発による埋立て、下草刈りの
停止による樹林化などにより、生育に適した生育条件が失われてきた。
■特記事項：イヌコウジュ属のヒメジソに似るが、毛の有無だけでなく鋸歯の数など、形態も
かなり異なり、両種が混生することはあまりない。本種はヒメジソより、半陰地で多湿な場所
に生育する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 8,	243

シラゲヒメジソ
Mosla hirta

被子植物
シソ科

八王子市 2021 年 9 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

817 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州に分布する多年草で、低湿地や河畔等に生育する。高さ
20〜 40cm。葉は対生、細い。花は枝先に十数個集まる。花期は８〜10月。花冠は淡紅紫色、
鐘形で４裂。雄しべは４個あり花外に突き出る。都内では区部に記録があるが絶滅した。
■生存を脅かす要因：都内ではもとより自生地の局限される植物であったと推測されるが、生
育地のあった区部の湿地は都市部のため、都市開発に伴う土地造成により生育地が失われ、絶
滅したものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270

ヒメハッカ
Mentha japonica

被子植物
シソ科

茨城県 1987 年 9 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

816 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、低湿地に生育するほか、
薬用にも栽培される。全草に芳香がある。茎は高さ20〜 50cm。葉は対生、広い披針形で縁
に鋸歯がある。花期は８〜 10月。花は腋生、上部の葉腋に球状に集まる。花冠は白色または
淡紫色、鐘形、長さ約４〜５mm。都内では低山以下に生育し、水路や川岸、谷戸湿地などに
見られるが、減少が顕著となっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は湿地であり、開発されやすい場所のため、湿地を含む土地造
成などに際して保全対策が必要である。外来種のヨウシュハッカの拡大で生育場所が奪われて
いるケースも少なくない。
■特記事項：酷似するヨウシュハッカとは萼片
の形状を比較し、確実に同定を行う必要があ
る。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 14,	196,	243,	245

ハッカ
Mentha canadensis

被子植物
シソ科

八王子市 2005 年 9 月 28 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

815 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、低湿地に生育する。
白い地下茎がある。茎は四角で高さ30〜 70cm。葉は対生、披針形で縁に鋸歯があり、基部
は円形で短い葉柄がある。花は腋生。花期は８〜 10月。花冠は白色、鐘形、長さ約4mm。
都内では各地から記録はあるが、現在では台地や丘陵部の谷戸湿地などにわずかな自生地が残
されているにすぎない状況である。
■生存を脅かす要因：生育環境は湿地であり、宅地開発などによる湿地の埋立てで多くの自生
地が失われたほか、管理放棄による他種の繁茂などの生育環境の悪化が本種の衰退をもたらし
たものと考えられる。
■特記事項：富栄養な環境に適応したシロネに
対し、本種はより貧栄養な湿地を好む傾向が
ある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	243,	270

ヒメシロネ
Lycopus maackianus

被子植物
シソ科

八王子市 2008 年 9 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

814 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、低地の湿地や川岸等
に生育する。太くて白い地下茎がある。茎は四角で高さ80〜 120cm。葉は対生、広い披針
形で縁に鋸歯があり、光沢がある。花は腋生。花期は８〜 10月。花冠は白色、鐘形、長さ約
５mm。都内では区部や北多摩の河川中流域以下の川岸や湿地に見られる。南多摩や西多摩に
おいても記録があるが、近縁種との誤認の可能性もあり、生育実態が正しく把握されていない
可能性がある。
■生存を脅かす要因：生育環境は湿地であり、都市部における水湿地の埋立てや護岸整備など
により、自生地が狭められていったものと考えられる。
■特記事項：湿地の開発を伴う土地造成に際し
ては、湿地植生を残存させるなどの特別な保
全対策が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270,	322

シロネ
Lycopus lucidus

被子植物
シソ科

三鷹市（植栽） 1999 年 8 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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825 再校

■種の特性と生育状況：本州に分布する多年草で、山地の沢沿いの林下に生育し、小群落を構
成する。高さ15〜 25cm。茎は四角で上向きの細毛がある。葉は広卵形、粗い鋸歯がある。
花は茎の上部にまばらにつく。花期は５〜６月。花冠は青紫色、直角に立ち上がる。都内では
区部で絶滅、南多摩では現状不明、北多摩地域の武蔵野台地段丘崖樹林地１箇所に残存するの
みとなっている。
■生存を脅かす要因：従来、武蔵野台地の一角に特異的に生育していたもので、自生地は局限
されていた。生育する二次林の林床の適切な管理が必要である。
■特記事項：日本固有種である。保全が困難な場合は、人為的な系統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270,	290

ヤマジノタツナミソウ
Scutellaria amabilis

被子植物
シソ科

清瀬市 2014 年 5 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

824 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州および、南西諸島に分布する二年草で、低地の河畔
湿地に生育する。ロゼット葉で越冬する。茎は高さ30〜 70cm。葉は長楕円形で葉面にしわ
がある。花は円錐花序に多数付く。花期は５〜６月。花冠は淡紫色、長さ約５mm。都内では
､ 各地の河川沿いに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は川沿いの氾濫原や低地、丘陵地の谷戸の湿地などに限られて
おり、しかも本来二年生植物であることから個体数が不安定である。とくに、河川の増水や谷
戸湿地の埋立てなどにより、自生地や個体数が激減する要素を常に抱いている。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 8,	243

ミゾコウジュ
Salvia plebeia

被子植物
シソ科

町田市 2020 年 5 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

823 再校

■種の特性と生育状況：本州（中部以北）に分布する多年草。山地の沢沿いに生育し、小群落
を構成する。高さ30〜 70cm。葉は対生で３出または羽状複葉、頂小葉は卵形や広卵形とな
るが変異が大きい。花期は６〜８月、花穂軸や萼には白軟毛が密生し、花冠は淡い紫色で長さ
１cm、雄しべは外に突き出る。都内では区部や北多摩では絶滅か現状不明、南多摩から西多
摩の丘陵帯上部から山地の渓谷沿いに残存するだけとなっている。
■生存を脅かす要因：都市部では開発により自生地が失われ、多摩西部に退行したが、残され
た場所でも、植生の変動や山林管理の放置、シカ食害など、複合的な要因から減少傾向が続い
ている。
■特記事項：日本固有種である。本分類群は、しばしば別変種ナツノタムラソウ var.	 intermedia

と混同されており、東京都における実態は十分に明らかとなっていない。先の東京都 RL2020
版では、ナツノタムラソウとして取り扱った
が、本書では都内に確実に分布するケナツノ
タムラソウとその学名を用い、記録はあるが
実態の不明なナツノタムラソウについても暫
定的に含むものとする。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	28,	168,	223,	243

ケナツノタムラソウ（ミヤマタムラソウ）
Salvia lutescens var. crenata

被子植物
シソ科

青梅市 2019 年 6 月 5 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

822 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、池沼の周囲等に生育する。高
さ30〜50cm。葉は線形で３〜４個輪生する。花は茎頂に集まり、長さ３〜６cmの穂になる。
花期は８〜 10月。花冠は淡紅色、４裂し、突き出た雄しべとともに長さ約８mm。都内では
区部及び南多摩の池沼に産していたが絶滅した。
■生存を脅かす要因：生育環境は池沼とその周辺の湿地に限られ、水質の悪化や埋立て、外来
生物の進出拡大などにより、絶滅に至ったものと考えられる。
■特記事項：再発見の場合は、個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	270

ミズトラノオ
Pogostemon yatabeanus

被子植物
シソ科

福岡県　2011年 9月 21日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

821 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州および、奄美大島に分布する一年草で、休耕田や湿
地に生育する。全草軟弱。高さ15〜 50cm。葉は線形、３〜６個輪生する。花穂は茎頂と枝
先につき、長さ２〜５cm。花期は８〜 10月。花冠は白または淡紅色、長さ約３mm。都内
では区部の限られた場所に自生地が残されているにすぎない。
■生存を脅かす要因：自生地はもともと局限されており、湿地の開発により、公園内に唯一の
自生地が残されているにすぎない。残された生育地では競合する植物の調節や外来種除去など
適切な管理を継続する必要がある。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 84,	270

ミズネコノオ
Pogostemon stellatus

被子植物
シソ科

葛飾区 2020 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

820 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草で、山地谷筋に生え、稀に海岸部
にも生育する。高さ50〜 90cm。葉は広楕円形で、鋸歯は葉の基部に達している｡ 花期は	
９〜 10月。花冠は紅色、唇形で雄しべが突出する。苞は卵円形で先は急に尖り､ 縁に長毛が
密に生える。分果は球形。都内では南多摩から西多摩にかけての山地に稀産する。
■生存を脅かす要因：生育範囲は南多摩から西多摩の山地の限られた場所であり、もともと稀
産である。森林の遷移が進み、林間の草地が失われたことや、登山道整備における管理手法の
影響なども疑われる。
■特記事項：日本固有種。全草にレモンの香りがある点でレモンエゴマに酷似するが、本種は、
葉に短毛とともに特徴的な長毛が生える点や、
若い花穂が細長く、緑色である点に注意して
同定を行うと良い。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 219,	243,	247,	296

トラノオジソ
Perilla hirtella

被子植物
シソ科

八王子市 1991 年 9 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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831 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、主として低山の二次
林内や林縁に生育する。高さ100cm。葉は対生、広卵形で鋸歯がある。花序はまばらな集散状。
花期は８〜９月。花冠は青紫色、筒状で５裂し、下側１個は大きく、反転する。雄しべは長く
突き出る。全体に強い臭気がある。都内では広範囲に記録があるが、区部や北多摩での近年の
実態は不明、南多摩と西多摩の丘陵地から低山地にわずかに自生するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林や草地など開発されやすい場所のため、土地造成や都
市開発、また、園芸目的の採取により、自生地が失われてきたものと考えられる。残存する自
生地では、生育地の管理（草刈りなど）を継続する必要がある。
■特記事項：観賞用に栽培されることもあり、
自生か植栽起源か判断がつかない場合がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	247,	270,	290

カリガネソウ
Tripora divaricata

被子植物
シソ科

町田市 2022 年 10 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

830 再校

■種の特性と生育状況：本州の東北南部から四国、九州に分布する多年草で、山地の林内に生
育する。全体小形で軟らかい。高さ５〜10cm。葉は数個対生し卵円形で柄がやや長い。花期
は７〜８月。花は茎の上部にまばらに付く。花冠は白色で、長さ７〜８mm。都内では南多摩
から西多摩にかけての湿潤な林床に稀に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は低山の沢筋の斜面や渓谷林下などであり、植物個体が小型な
ので、大雨による土砂流出や森林荒廃の影響を受けやすい。流域全体の森林保全などの対策が
必要である。
■特記事項：日本固有種であり、西南日本から不連続に分布するソハヤキ要素の植物でもある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 6,	243

ミヤマナミキ
Scutellaria shikokiana

被子植物
シソ科

町田市 2009 年 6 月 21 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

829 再校

■種の特性と生育状況：本州の東北南部から四国、九州に分布する多年草で、山地の二次林内
に生育する。高さ10〜 40cm。茎に開出または上向する毛が密生する。葉は対生、心臓形、
裏面は紫色を帯びる。花期は５〜６月。花は茎の上部に集まり、花穂は２〜８cm。唇形の花
冠は紫色で直立し、長さ２cm。都内では、南多摩の丘陵域から西多摩山地林床に稀に見られる。
区部においては現状が明らかではない。トウゴクシソバタツナミの基本変種であり、葉は伏毛
がまばらにあるのみで表面はやや光沢を帯びる。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林の林床、林縁部であり、開発による山林の破壊、樹林
地の管理停止による林床の変化などにより、自生地や個体数が失われてきたものと考えられる。
園芸目的の採取のおそれもある。
■特記事項：日本固有種である。酷似するトウ
ゴクシソバタツナミに比べ、本種はより低標
高に分布する傾向がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	243,	270

シソバタツナミ
Scutellaria laeteviolacea

被子植物
シソ科

八王子市 2010 年 5 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

828 再校

■種の特性と生育状況：本州の東北南部から中部に分布する多年草で、山地の二次林内に生育
する。高さ10〜 15cm。茎はやや叢生し、開出する毛が密生する。葉は対生、心臓形で裏面
は紫色を帯びる。花期は６〜７月。花は茎の上部に集まり、唇形の花冠は紫色で直立し、長さ
2.2cm。都内では南多摩の丘陵帯上部から西多摩山地にかけての、尾根部の林床に生育する。
シソバタツナミの変種でより丈が低く、葉は両面にビロード状の毛が密生して光沢がない。
■生存を脅かす要因：生育環境は自然林や二次林の林床、林縁部であり、山林の開発や、樹林
地の管理停止による林床の変化、さらにシカ食害などにより、生育地や個体数が失われてきた
ものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。園芸目的の採
取のおそれがある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	219,	243

トウゴクシソバタツナミ
Scutellaria laeteviolacea var. abbreviata

被子植物
シソ科

青梅市 2018 年 5 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

827 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、九州に分布する多年草で、低地を中心とした湿地や水
田畔に生育する。全体繊細で無毛。高さ20〜 40cm。細い地下茎を出す。葉は対生、やや三
角形。花は葉腋に１個ずつつく。花期は６〜８月。花冠は唇形で白色。都内では区部や南多摩
に記録があるが絶滅した。標本は残されていないが、南多摩では多摩丘陵域の谷戸湿地に生育
していた。
■生存を脅かす要因：自生地は当初から比較的限られていたと推測されるが、湿地の開発によ
り生育地が失われた。また、残された場所でも植生の変化により、生育環境が適さなくなった
ものと推測される。
■特記事項：再発見のときには移植などを含め、
個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 12,	17,	270

ヒメナミキ
Scutellaria dependens

被子植物
シソ科

日野市 1985 年 6 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

826 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国に分布する多年草で、丘陵から山地にかけての谷地形、沢
沿いの林下に生育する。高さ10〜 50cm。茎に下向きの毛が密生する。葉は対生、上部の方
が大きい。花序は短い。花冠は淡紫色、唇形長さ２cm。花期は５〜６月。都内では各地に見
られるが、区部で減少が著しく、多摩部でも都市化、乾燥化した地域では激減している。
■生存を脅かす要因：生育環境は農村地帯であり、開発による山林の消滅や管理放棄などによ
り、自生地や個体数の減少が進行している。都市部においては送粉昆虫の減少などによる影響
も懸念される。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	269

オカタツナミソウ
Scutellaria brachyspica

被子植物
シソ科

八王子市 2018 年 5 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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837 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州、および南西諸島に分布する一年草で、海
岸や河口の砂地に生育し、主としてカワラヨモギの根に寄生する。茎は黄褐色、毛が少なく、
多肉質で高さ10〜 25cm。葉は鱗片状。花期は5〜 7月。花は茎の上部に集まり、淡紫色。
花冠は唇形で上唇は浅く２裂、下唇は３裂する。さく果は楕円形。海岸の砂丘や乾いた河原に
生育する。都内では区部で絶滅、内陸性でオトコヨモギに寄生するオカウツボが北多摩（小金
井、稲城）に産した記録があるが、近年、生育情報は得られていない。
■生存を脅かす要因：区部、沿岸部の開発とともに生育環境が失われて絶滅したものと考えら
れる。寄生植物のため、広く宿主を含む生育地を保全する必要がある。
■特記事項：オトコヨモギに寄生し、内陸に分
布するものをオカウツボとする見解があるが、
現在は同じ分類群に含める場合が多い。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	270,	280,	290

ハマウツボ
Orobanche coerulescens

被子植物
ハマウツボ科

多摩川 1975 年 5 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

836 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州に分布する半寄生の二年草で、丘陵
地の乾いた草地に生育する。茎は地を這い、長さ20〜 50cm。葉は対生し線形。花は茎の上
部の葉腋につく。花期は５〜６月。花冠は淡紅紫色、唇形。萼は果期に長く伸びる。都内では
各地に分布するが、区部では絶滅。その他の地域でも、生育に適した明るい疎林下や草地など
が失われ、全体的な減少傾向が止まらない。
■生存を脅かす要因：生育環境は明るい疎林下や林縁であり、樹林管理や下草刈りの停止など
により、生育は困難となる。保全にあたっては越冬株の保存に留意して、自生地の定期的な草
刈りを行う必要がある。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 196,	243,	270

クチナシグサ
Monochasma sheareri

被子植物
ハマウツボ科

八王子市 2005 年 4 月 11 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

835 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州に分布する寄生植物で、山地の落葉
自然林に生育する。高さ15〜 30cm。葉緑素を欠き全体白色。葉は小形。花期は４〜６月。
花は多数つき、花冠は白色、やや赤紫色を帯び、筒形で先は唇形。さく果は倒卵形。都内では
南多摩及び西多摩の山地林内に稀に見られる。
■生存を脅かす要因：特定の樹種との関係性があり、従来から限られた自然林に発生していた。
既存の自生地については、森林植生の適切な維持管理、登山者による踏みつけなどに配慮しな
がら、保全する必要がある。
■特記事項：ブナ科、カバノキ科、ヤナギ科などの樹木に寄生する。寄生植物のため、寄主を
含む群落全体で保存するなど特別な管理が必
要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	166,	218,	220

ヤマウツボ
Lathraea japonica

被子植物
ハマウツボ科

八王子市 1986 年 5 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

834 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草で、山地の日の当たる草
原に生育する。高さ15〜 30cm。全体有毛。葉は対生し、卵形で尖った鋸歯がある。花は葉
腋に１個ずつ付く。花期は８〜 10月。花冠は白色、唇形で下唇は３裂。さく果は長楕円形。
都内では西部山地の亜高山性の草原に産するが、近年、確実な生育状況が得られていない。
■生存を脅かす要因：自生地は山地高所の亜高山帯草原であり、産地が従来局限されていた。
草地管理の停止による植生の変化、気候の温暖化、シカ食害などの複合的要因により激減した
ものと推測される。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	257

タチコゴメグサ
Euphrasia maximowiczii

被子植物
ハマウツボ科

山梨県 1980 年 8 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

833 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草で、丘陵地から山地の日の当たる
草地に生育する。ススキやノガリヤスなどのイネ科植物の根に寄生する。茎はごく短い。花柄
は鱗片葉から立ち上がり、高さ20〜 30cm。萼は長さ３〜５cmで先端は鈍い。花期は７〜
9月。花は横を向き、紅紫色。花冠は筒状で、先は５裂し、裂片には鋸歯がある。さく果は卵
形で微少な種子が多数ある。都内では北多摩では情報不足、南多摩から西多摩の低山以上の地
域に散見されるが、稀となっている。
■生存を脅かす要因：かつて低地に存在していた草刈り地や林間の開放地などに自生していた
が、管理の停止や樹林化などによる草地の減少により、山地に局所的に退行したものと考えら
れる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	243,	270

オオナンバンギセル
Aeginetia sinensis

被子植物
ハマウツボ科

八王子市 1990 年 7 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

832 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、九州に分布する多年草で、山地の河畔湿地や流水辺に
生育する。茎は高さ10〜 30cmで分枝する。茎葉は軟らかく無毛。葉は対生、柄が長く、楕
円形で少数の鋸歯がある。花期は６〜８月。花は葉腋に１個ずつつき、黄色。さく果は大きな
萼に包まれる。都内では低地から山地にかけての湧水や伏流水などの流水辺に見られるが、低
地では稀となっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は水湿地のため、湿地を含む土地の開発や造成、湧水の停止、
さらに、外来植物の繁茂などにより生育立地が悪化したものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	243,	270

ミゾホオズキ
Mimulus nepalensis

被子植物
ハエドクソウ科

町田市 2022 年 7 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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843 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州および南西諸島に分布する半寄生の一年草で、
各地の山野に生育する。高さ30〜 70cm。全体に曲がった短毛が密生する。葉は対生し深裂。
花期は８〜９月。長い花茎を出して、葉腋に１個ずつ花を付ける。花冠は鮮やかな黄色、唇形
で上唇の先は切形。花後さく果をつける。都内では都市部では不明、丘陵から西部の山地草地
に散在する。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林などの林縁部や草地であり、地域の開発はもとより、
林縁部の伐採や除草時の生物多様性への配慮不足などによっても、生育地が失われる場合が多
い。大型の外来種繁茂の影響も無視できない。
■特記事項：生育環境が大きく改変されていな
くても発生が見られなくなる場合があり、生
活史や生態の解明が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	196,	243,	270

ヒキヨモギ
Siphonostegia chinensis

被子植物
ハマウツボ科

町田市 2020 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

842 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する半寄生の一年草で、広く山野に
生育する。茎は直立し高さ20〜 70cm。葉とともに腺毛が密に生える。葉は対生し、羽状に
分裂する。花期は９〜 10月。花は上部の葉腋に１個ずつ付く。萼裂片には密に腺毛がある。
花冠は長さ２cm、唇形で上唇が広く、薄紫色。都内では河川敷から丘陵帯の草地、山地林縁
などに見られるが、自生地の減少が続き、区部や北多摩の実態は不明となっている。
■生存を脅かす要因：生育場所は二次林などの林縁部や斜面の草地のため、開発はもとより、
除草時の生物多様性への配慮不足などによっても、生育地が失われる場合が多い。競合植物の
繁茂や外来種などの影響も無視できない。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	196,	243,	245,	316

コシオガマ
Phtheirospermum japonicum

被子植物
ハマウツボ科

日野市 2018 年 10 月 16 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

841 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の自然林内や林
縁に生育する。木の根に寄生する。全体が多肉質で白色。高さ10cm。葉は鱗片状で基部に密
につく。花期は5〜 7月。花は茎の先に5〜 10個束状につき、白色でのちに黄色に変わる。
花冠は筒形で先は唇形となり、長さ2.5 〜 3cm。やや斜めに立つ。さく果は卵形。都内では
南多摩（八王子市）から西多摩にかけての山地に見られるがきわめて稀である。
■生存を脅かす要因：発生地は従来限られており、その減少要因には、寄主植物との関係性、
気候要因を含めた植生の変化など、さまざまな要因が考えられる。宿主を含む生育地を広く保
全する必要がある。
■特記事項：寄主とする植物が多岐にわたり、
生態にはまだ不明な点が多い植物である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 20,	168,	243

キヨスミウツボ
Phacellanthus tubiflorus

被子植物
ハマウツボ科

八王子市 1988 年 6 月 14 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

840 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、中部地方に分布する多年草で、山地の明るい草地に生育
する。高さ30〜 50cm。葉は互生、重鋸歯がある。花序は茎の上部に短くつまり、花は旋回
状に付く。花期は８〜 10月。花冠は紅紫色。シオガマギクの変種。都内では西多摩の山地草
原に記録があるが、近年の生育確認はできていない。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地の林縁や草原であり、本来稀産な植物であるが、植生遷
移の進行による種組成の変化、林道の改変、シカの食害など、複合的な要因により生育条件が
さらに悪化したものと推測される。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168

トモエシオガマ
Pedicularis resupinata subsp. teucriifolia var. caespitosa

被子植物
ハマウツボ科

富士山 1983 年 8 月 19 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

839 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の明るい草地に
生育する。茎は基部で分枝し、高さ25〜 60cm。葉は狭い卵形で重鋸歯がある。花は茎の上
部に集まる。花期は８〜 10月。花冠は紅紫色、唇形で上唇は鎌形に曲がる。さく果は卵形。
都内では各地から報告があるが、区部及び北多摩では絶滅、西多摩の山地草原にわずかに残存
するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は原野や林縁草地などであり、都市部においては宅地や道路開
発、また、山地においては植生遷移に伴う種組成の変化、林道の改変、シカの食害など、複合
的な要因により本種の生育条件が悪化しているものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	168,	270

シオガマギク
Pedicularis resupinata subsp. oppositifolia

被子植物
ハマウツボ科

北海道 1995 年 8 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

838 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、東海地方に分布する多年草で、山地の落葉自然林に生育
する。高さ30〜 90cm。葉は下部に集まり卵形で羽状に全裂する。花は枝先に花穂を作り、
密に花をつける。花期は８〜 10月。花冠は紅紫色、唇形で上唇は湾曲する。さく実は卵円形。
都内では南多摩で情報不足、西多摩の山地にきわめて稀に分布するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育地は深山の林縁部であり、本来稀産な植物であるが、植生遷移の進
行に伴う競合する植物の増加やシカの食害など、複合的な要因により本種の生育状況が退行し
たものと推測される。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	287

ハンカイシオガマ
Pedicularis gloriosa

被子植物
ハマウツボ科

神奈川県 2008 年 9 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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849 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年生つる草で、山地の林縁に
生育する。全体に白毛を散生する。塊根は小型で短く、球形。葉の裏面に白毛が密生する。花
期は8〜 9月。花冠は小さく、鐘形、内面は紫色で濃紫色の斑点がある。萼裂片は長さ1〜
1.5cm。種子には翼がない。都内では各地に記録があるが区部及び北多摩では絶滅、南多摩や
西多摩の丘陵から山地にかけて点在するのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育地は二次林などの林縁部であり、土地造成や森林伐採などにより、
生育環境が失われたものと考えられる。林縁部の鬱閉などでも急速に生育状況が悪化すること
が知られており、自生地において、つる植物という本種の特性に対応した適切な保全管理が必
要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 13,	105,	196,	243,	270

バアソブ
Codonopsis ussuriensis

被子植物
キキョウ科

八王子市 1998 年 8 月 21 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

848 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州に分布する多年草で、山地の林縁に
生育する。白色で多肉質の太い根茎がある。茎は細く長く伸びる。葉は互生または対生し、葉
身は卵心形で先は鈍く、薄くて、粉白色を帯びる。花期は８〜 10月。花は葉腋に単生し、長
い柄で下垂する。花冠は広い鐘形、白色で内側は淡紫色、先は5裂し、反り返る。雄しべは5個。
液果は扁球形。種子は多数。都内では南多摩地域の低山地にごく稀である。
■生存を脅かす要因：本来、都内では、南多摩の局所的な分布が知られていたのみである。園
芸的な採取圧や、生物多様性への配慮が不足した山林管理などが生存を脅かす要因となってい
る。つる植物という本種の特性に基づく適切な管理を行うことによって自生地が失われないよ
うに注意が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243,	287

ツルギキョウ
Codonopsis javanica subsp. japonica

被子植物
キキョウ科

八王子市 1989 年 10 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

847 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、山地の明るい二次林内に生育
する。茎は高さ50〜 100cmで直立するが、上方は傾く。茎葉は常に互生し、卵形または広
披針形。上部の葉は小型で柄がない。花は円錐花序につき、垂れ下がる。萼裂片は披針形で全
縁。花期は８月。花冠は青紫色、漏斗状鐘形で裂片はやや反り返る。花柱は突き出ない。有毛
品をケソバナという。都内では区部と北多摩はほぼ絶滅。また、南多摩の丘陵部でも壊滅的で
ごく稀となっており、西多摩の山地に分布が退行したように見える。
■生存を脅かす要因：多摩部の丘陵地などでは開発により、自生地が失われた事例が多く、山
地では森林の鬱閉やシカ食害などにより、生育環境が悪化したものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	105,	152,	243,	270

ソバナ
Adenophora remotiflora

被子植物
キキョウ科

八王子市 2005 年 7 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

846 再校

■種の特性と生育状況：関東地方に分布する多年草で、山地の岩壁に生育する。高さ20〜
40cm。葉は披針形で先が鎌形に湾曲し、一部または全部が輪生する。花は茎頂に１〜数個が
円錐花序につく。花期は8〜 9月。花冠は淡紫色、鐘形。花柱は花冠より長い。萼裂片は全縁
のものと小歯があるものとがある。ヒメシャジンの変種。都内では西多摩地域の高標高地に分
布するが稀である。
■生存を脅かす要因：生育環境は特殊立地であり、個体数も産地も従来局限されていた。個体
数が少ないため、生育地の適切な保護管理を継続する必要がある。園芸目的の採取のおそれも
ある。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	292

ミョウギシャジン
Adenophora nikoensis var. petrophila

被子植物
キキョウ科

奥多摩町 1981 年 7 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

845 再校

■種の特性と生育状況：本州の中部以北および四国に分布する多年草で、山地の明るい二次林
内に生育する。茎は高さ60〜 100cm。茎葉は輪生、または対生、ときに互生し、卵状楕円形。
花序は枝が横に長く張り出し、まばらな円錐状になる。花期は８〜９月。花冠は鐘形、淡紫色
で長さ1.5 〜 2cm、先はやや広がり、浅く5裂する。花柱は花冠と同長か、少し長い。都内
では、南多摩と西多摩の一部に稀に分布する。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地帯の二次林の林縁や草地であり、林縁植生の適正な管理
を怠ったことやシカの食害、さらに、園芸目的の採取など、複合的な要因による衰退の可能性
が高い。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	168,	219,	243

フクシマシャジン
Adenophora divaricata

被子植物
キキョウ科

八王子市 2003 年 8 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

844 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国に分布する半寄生の一年草で、山地の自然
林に生育する。高さ30〜 70cm。葉とともに腺毛が密に生える。葉は対生し深裂。花期は	
８〜９月。花は上部の葉腋に１個付く。萼裂片は長さ５〜７mm。花冠は灰黄色、唇形で上唇
の先は切形。都内では、北多摩では絶滅、南多摩、西多摩の低山地にきわめて稀に産するのみ
である。
■生存を脅かす要因：生育地は丘陵から山地の林縁部にあり、本来稀産な植物であったが、都
市部では開発によりさらに山地へと退行した。山地でも、森林の更新が停滞したため、生育に
適した林間ギャップや林縁、草地などが失われたことが、本種減少の要因と考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	270

オオヒキヨモギ
Siphonostegia laeta

被子植物
ハマウツボ科

愛知県 2005 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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855 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、池沼に生育する。根茎は泥の
中を這う。葉は卵形で縁は波状の歯牙がある。花期は６〜８月。花は黄色、花冠は５裂し、径
３〜４cm。都内では区部、葛飾区にのみ自生地が残されている。なお、現存する区部以外で
目にすることがあるが、かつて自生していた北多摩を含め、植栽または逸出の場合が大半と見
られる。また、それらが、区部在来系統の個体であるかどうかの判断は困難である。
■生存を脅かす要因：生育場所は池沼であり、都市開発による池沼の埋立てや整備をはじめ、
水質悪化、外来生物の拡大など、複合的な要因で衰退したものと考えられる。再発見の場合に
は生育地の水質の管理を継続するなど個別的な管理が必要である。
■特記事項：保全が困難な場合は、人為的な系
統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 83,	197,	270

アサザ
Nymphoides peltata

被子植物
ミツガシワ科

青梅市（植栽） 2005 年 6 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

854 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、池沼に生育する。根茎は泥の
中を這い、水面に卵状円形の葉を広げる。花期は７〜９月。花は白色、花冠裂片の内面に毛が
ある。都内では区部から北多摩に記録があるものの、1960年以降報告が得られず、絶滅した
ものと判断される。
■生存を脅かす要因：生育場所は池沼であり、都市開発による護岸整備、水質悪化、外来生物
の侵入などの複合的要因により、絶滅に至ったと推測される。再発見の場合には生育地の水質
の管理を継続するなど個別的な管理が必要である。
■特記事項：保全が困難な場合は、人為的な系統保存を検討する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 197,	270

ガガブタ
Nymphoides indica

被子植物
ミツガシワ科

葛飾区（植栽） 2020 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

853 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、九州に分布する多年草で、低地の湿地に生育する。根
茎は長い。高さ20〜 40cm。水面上に３裂する葉を広げる。花期は４〜８月。花は白色、ろ
うと状で５中裂し、内面に毛がある。さく果は球形で２裂。都内では北多摩で絶滅し、現在で
は練馬区石神井川流域に自生と見られる個体群が現存するだけとなっている。
■生存を脅かす要因：もともと、生育地は河川源流域とその周辺の池沼に限られており、こう
した自生地の開発による埋立て整備、水質悪化、外来生物の侵入などにより、危機的な状況に
陥った。
■特記事項：再発見の場合には生育地の水質の管理を継続するなど、人為的な系統保存を含め
た個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 222,	269,	270

ミツガシワ
Menyanthes trifoliata

被子植物
ミツガシワ科

練馬区 2022 年 4 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

852 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州および南西諸島に分布する多年草で、山地
の二次林で日当たり良く水はけの良い所に生育する。根茎は太く、深く地中に入る。茎は高さ
50〜 100cm。葉は狹卵形で先はとがり、無柄かまたはごく短い柄があり、縁に鋭鋸歯がある。
裏面は短毛があって粉白色を帯びる。花期は7〜 8月。花は茎頂近くに数個つき、花冠は径4
〜 5cm、柄があり、青紫色であるが、淡紫色や白色のものもある。都内では全地域に記録が
あるが、区部では絶滅し、多摩部にわずかに残存しているだけとなっている。
■生存を脅かす要因：開発による農村環境の破壊に加え、樹林管理の放棄などにより植生の遷
移が進行し、生育に適した林縁や草地が失われた。さらに、外来植物の繁茂などの影響も激減
した要因として無視できない。
■特記事項：薬草目的の採取のおそれが高い。
また、植栽されるため、自生の個体かどうか
判断に迷う場合が多い。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	243,	270

キキョウ
Platycodon grandiflorus

被子植物
キキョウ科

あきる野市 2006 年 7 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

851 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する軟弱な多年草で、山地の二次林
内のやや湿った所に生育する。茎は高さ5〜 15cm。葉は互生し、卵円形で先は鈍く、基部
は円く、表面は緑色で裏面は白緑色。花期は６〜８月。花は茎の頂または上部の葉腋に上向き
に1個つき、果時には下垂する。花冠は漏斗形、白色またはわずかに淡紫色を帯び、５深裂す
る。都内では西多摩の山地に散生するが、北多摩では絶滅、南多摩地域にもわずかな産地があ
るのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地渓谷林下や河川沿いの肥沃な適湿地等であり、都市部で
は開発によって失われ、土地造成や管理放棄による植生の改変、地下水の低下など、多くの減
少要因が認められる。残存する自生地においては、競合する雑草の除去など個別的な管理が必
要である。
■特記事項：武蔵野台地の深大寺に産したタイ
リンタニギキョウは花のやや大きな品種として
報告されたものであるが、現在は消滅している。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168,	243,	270

タニギキョウ
Peracarpa carnosa

被子植物
キキョウ科

八王子市 1983 年 4 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

850 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、低地から山地にかけ
ての湿地に生育する。根茎は短く、太く、横に這い、茎は中空で高さ50〜 100cm、低鋸歯
があり柄がない。上部の葉はしだいに小型になり、ついには苞となりその腋に花をつけ、密な
総状花序となる。花期は8〜 9月。花冠は濃紫色、長さ2.5 〜 3cm、唇形で、上唇は2深裂。
さく果は球形。都内では各地に記録があるが、南多摩の丘陵地にわずかな自生地が残されてい
るだけで、北多摩では絶滅、区部や西多摩でも近年の生育情報が得られなくなっている。
■生存を脅かす要因：南多摩や西多摩の山地には生育に適した湿地環境が少なく、丘陵地の限
られた自生地も開発による埋立て、湿地の管理放棄による植生の改変等により、ほとんどの生
育地が失われてきた。残された自生地では、
草刈り等の管理を継続するなど個別的な管理
が必要である。
■特記事項：園芸的な乱獲を防止する必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	222,	243,	316

サワギキョウ
Lobelia sessilifolia

被子植物
キキョウ科

八王子市 2005 年 9 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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861 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州および南西諸島に分布する多年草で、河原
の礫地や砂地に生育する。茎は叢生し、花をつけない茎はロゼット状に葉をつけ、細かく裂け、
白色の絹毛がある。花茎は高さ30 〜 80cm、下部の葉は花時に枯れ、中部の葉は倒卵形で鋸
歯がある。花期は９〜10月。総状の円錐花序に多数の頭花をつける。頭花は球形で、幅1.5 〜
2mm。そう果は扁平で毛はない。都内では多摩川水系の上流域から河口部にかけて点在する。
■生存を脅かす要因：生育地がカワラハハコと同様に河原の礫地であり、異常な流量による河
川氾濫の頻発により、個体群の多くが消滅し、さらに、流水の富栄養化により生育に影響を及
ぼし、現在のような衰退をもたらしたと考えられる。流域全体を通じての流量調節や水質汚濁
の防止など、生物多様性に配慮した抜本的河
川管理対策が求められる。
■特記事項：河川高水敷では洪水による攪乱に
より、群落が再生することがある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	196,	243,	245,	264

カワラヨモギ
Artemisia capillaris

被子植物
キク科

日野市 2020 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

860 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方に分布する多年草で、山地の乾燥する礫地や斜面に生
育する。ヤハズハハコの変種で全体がヤハズハハコに似るが、葉に白い綿毛が少なく黄緑色を
呈する。茎は高さ20〜 35cm。根出葉は開花時に枯れる。茎葉はややまばらに付き、倒披針
形で鈍頭、基部は茎に沿って翼状に流れる。表裏に綿毛がほとんど無く、黄褐色の微細な腺毛
が密生する。頭花は10個ほどが散房状につく。花期は8〜 9月。雌株の頭花は多数の雌花の
中心に少数の雄花があり、総苞片は白色で下半は帯褐色。雄株の頭花は雄花のみ。総苞は球鐘
形。都内では西多摩地域の石灰岩地などに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は石灰岩の岩場や崩壊地の場合が多く、森林管理上の保全対策
が必要である。生育地の管理（草刈りなど）
に関しては、特殊な立地条件を考慮した個別
的な管理が必要である。
■特記事項：葉を揉むと甘い香りがするのも本
変種の特徴である。日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 66

クリヤマハハコ
Anaphalis sinica var. viscosissima

被子植物
キク科

奥多摩町 2022 年 7 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©田畑伊織

859 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西、四国、九州に分布する多年草で、山地の乾燥す
る礫地や斜面に生育する。茎は高さ20〜 35cmとなる。根出葉は開花時に枯れる。茎葉は倒
披針形で鈍頭、基部は茎に沿って翼状に流れる。表裏に綿毛が密生する。頭花は散房状にやや
まばらにつく。雌株の頭花は多数の雌花と、少数の雄花からなり、総苞片は白色で下半は帯褐
色。雄株の頭花は、雄花しか持たない。総苞は球鐘形。花期は8〜 9月。都内では西多摩地域
の石灰岩地などに見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地の露岩上の草地などであり、周辺植生の退行や維持管理
の放棄、シカ食害の拡大などにより、減少している可能性がある。特殊岩地の保全対策が必要
である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	292

ヤハズハハコ
Anaphalis sinica

被子植物
キク科

奥多摩町 1989 年 8 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

858 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、河原の砂礫地に生育し、
ときに群生する。茎は叢生し、中部でもよく分枝し、高さ30〜 50cmとなる。葉は線形、幅
は1.5mm内外で縁は裏に巻く。花期は8〜 9月。都内では多摩川の上流から中流部にかけて
分布しているが、散発的に発生するのみとなっており、危機的な状況にある。
■生存を脅かす要因：生育地は河原の礫地であり、異常な増水による河川氾濫の頻発により、
個体群の多くが消滅し、さらに、流域の富栄養化が生育に影響を及ぼした結果、現在のような
衰退をもたらしたと考えられる。
■特記事項：多摩川流域全体の流量調節や浚渫など、根本的な保全対策が求められる。個体群
が残存する場所があれば、競合する植物の除去作業などが必要である。なお、亜種（または変
種）関係にあるヤマハハコとは葉の幅が狭い
こと、ホソバノヤマハハコとは茎が多く分枝
すること、川原に生えることで区別できる。
日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	196,	243,	249

カワラハハコ
Anaphalis margaritacea var. yedoensis

被子植物
キク科

日野市 1987 年 10 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

857 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州中部以北に分布する多年草で、低地から山地の明るい林
縁や草地に生育する。雌雄異株。茎は高さ30〜 70cmとなり、地下茎が伸びて増える。葉は
狹披針形、長さ6〜 9cm、やや厚く、3脈があり、裏面は灰白色または淡褐色の長い綿毛を
密生する。枝の先に多数の頭花を散房状につける。花期は8〜 9月。総苞片は乾膜質で上半は
白色。都内では区部や北多摩では絶滅か現状不明、南多摩から西多摩にかけては分布域が丘陵
部から山地部に退行し、点在する状況である。
■生存を脅かす要因：生育地は山地の斜面や林道ののり面など、土壌が露出し不安定で植生の
まばらな場所に多い。こうした立地は、外来種の吹きつけやコンクリート化など、都市基盤整
備がきっかけとなり、衰退が進行したものと
考えられる。
■特記事項：残された生育地においては草刈り
などの管理を継続する必要がある。園芸目的
の採取も考えられる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	168,	196,	270

ヤマハハコ
Anaphalis margaritacea

被子植物
キク科

青梅市 1994 年 8 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

856 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州に分布する多年草で、草地に生育する。茎はそう生し、
高さ50〜 100cm、葉は無柄で、裂片は茎を抱き、くしの歯状に中〜深裂する。花期は7〜
9月。頭花は茎頂に密な散房花序をつくる。舌状花は5〜 7個、白色で長さ3.5 〜 4.5mm。
総苞片は2列に並び、外片は長楕円形で内片の半長。果実は扁平で毛はない。都内では北多摩
に記録（絶滅）があるほか、西多摩の山地高所でシカの防護柵内にわずかに残存するのみとなっ
ている。
■生存を脅かす要因：都心部では各種の開発により消滅。また、西多摩の山地では、生育に適
した草原が限られており、遷移の進行やシカ食害などにより、危機的な状況に至ったと考えら
れる。残存する個体数が少ないため、生育地
の継続的な管理（草刈りなど）が必要である。
■特記事項：日本固有種である。変種のヤマノ
コギリソウ var.	discoidea を含む。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	207

ノコギリソウ
Achillea alpina var. longiligulata

被子植物
キク科

岩手県 1998 年 7 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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867 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、日のよく当たる、栄養の乏し
い湿地に生育する。茎はやせて直立し、高さ50〜 60cm、無毛。葉は線状披針形、下部の葉
は長柄があって柄とともにほぼ全縁。中部の葉は披針形。花期は8〜 10月。頭花は少なく、
長柄があり、径27mm、舌状花は1列、白色のちに紅紫色を帯びる。筒状花の花冠は長さ6
〜 7.5	mm。そう果はやや円く、縁どりがある。冠毛は汚白色。都内では、区部と南多摩地域
に記録があるが、絶滅と判定される。
■生存を脅かす要因：自生地は貧栄養な湿地や溜池の岸、谷戸田の周辺などのごく限られた場
所であり、湿地開発により生育地が失われたと考えられる。
■特記事項：都立大学牧野標本館には1941年
に採集された日野市産の標本MAK433237
（採集者不明）が収められている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 12,	167,	270

サワシロギク
Aster rugulosus

被子植物
キク科

福島県 1990 年 9 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

866 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、静岡東部に分布する日本固有の多年草で、河原の礫地に
生育する。茎は叢生し、高さ50cm内外。上部で分枝する。根出葉や下部の葉は花時に枯れ、
中部の葉は線形、全縁で短毛を散生する。花期は10〜 11月。頭花は径3.5 〜 4cm、散房状
または円錐状につく。総苞片は2列で背に微毛がある。舌状花は青紫色、筒状花の花冠は長さ
6mm。そう果は扁平で有毛。冠毛は帯赤色。都内では、かつては青梅市多摩川橋から府中市
の是政橋あたりまでの多摩川礫河原が主要な生育地だったが、現在では著しく衰退し、西多摩
地域にほぼ生育が限定されてしまっている。
■生存を脅かす要因：礫河原の富栄養化により植生遷移の進行が進んだ一方で、大規模な河川
の氾濫頻度が高まるなどして、個体群の衰退や消失が進行した。
■特記事項：本種の保全には、自生地を含む流域全体の流量調節や水質保護などが大きく関与
しており、生物多様性の保全に配慮した総合
治水対策の確立が求められている。なお、多
摩川では人工的な種子散布による繁殖活動や、
競合する他の草本類の抜き取り作業などが継
続されている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 12,	167,	243,	255,	264

カワラノギク
Aster kantoensis

被子植物
キク科

羽村市 1994 年 11 月 11 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

865 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、低地の湿った草地に生育する。
茎は高さ30〜 100cmで直立する。葉は線状披針形、下部の葉は両端がしだいに狭くなる。
中部と上部の葉は線状披針形。花序は散房状で密に短毛がある。花期は8〜 10月。頭花は小
さく径7〜 9mm、花柄は細い。総苞片は密に短毛がある。舌状花は1列、筒状花は長さ4.5	
mm。そう果は扁平で、短毛と腺毛がある。都内では区部では絶滅、北多摩や南多摩の谷戸湿
地や河川堤防などに自生地が残されているが少ない。西多摩も情報不足となっている。
■生存を脅かす要因：定期的な草刈りにより自生地が維持されているため、草地管理の停止に
より、容易に生育に適した立地が失われる。さらに、堤防上などでは、本種の生活史を考慮し
た草地管理が欠かせない。
■特記事項：自生地の保全には競合植物の除去
など個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 167,	196,	243,	270

ヒメシオン
Aster fastigiatus

被子植物
キク科

日野市 2020 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

864 再校

■種の特性と生育状況：本州の東京、神奈川、静岡に分布する多年草で、山地の自然林や二次
林内に生育する。地下茎をひく。茎は高さ30〜 55cm、細くて屈曲し、上部はわずかに分枝
する。根出葉は花時に枯れる。葉身は三角状卵心形で切れ込みの深さに変異がある。花期は8
〜９月。頭花は数個散房状につき、長柄がある。筒状花の花冠は長さ5〜 6mm。そう果は5
肋があり、有毛。冠毛は長さ4mm。都内では南多摩の高尾山域において記録があるが、近年
は生育情報が得られず、実態が不明となっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は自然林などの保全地域にあり、広域的な保全対策が必要であ
る。個体数が少ないため、再発見の場合には競合する植物の抑制など個別的な管理が必要であ
る。
■特記事項：フォッサマグナ要素の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 167,	243

タテヤマギク
Aster dimorphophyllus

被子植物
キク科

八王子市 1978 年 8 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

863 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東西南部に分布する多年草で、山地の二次林内や林縁に生育
する。茎は高さ70cm内外、紫色を帯びる。葉は茎の下側に付く傾向がある。葉形は線状披
針形〜披針形、鋭尖頭、短柄があり、両面はときに紫色を帯び、やや硬い。花期は9〜 10月。
舌状花は紫色または白色。シロヨメナの変種。都内では南多摩から西多摩にかけての山地に局
地的に分布する。
■生存を脅かす要因：もとより自生地は限定されていたが、その後、森林環境の変化や気象災
害などにより主要産地の状況が変化し、きわめて稀な植物へと衰退した。西多摩も含め、現状
の確認が急務となっている。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 167,	168,	219

サガミギク
Aster leiophyllus var. harae

被子植物
キク科

八王子市 1996 年 10 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

862 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、主として山地林縁や
草地に生育する。茎は叢生し、花をつけない茎はロゼット状に葉をつけ、広いさじ状で円頭、
基部はくさび状で柄となる。花茎は高さ30〜 80cm、下部の葉は花時に枯れ、中部の葉は倒
卵形で鋸歯がある。総状円錐花序に多数の下向きの頭花をつける。花期は8〜 10月。頭花は
球形で、幅3〜 3.5mm。そう果は扁平で毛はない。都内では広く分布の記録があるが、区部
や北多摩では絶滅し、南多摩から西多摩にかけての山林樹林下に点在して生育が見られる状況
である。
■生存を脅かす要因：生育環境は二次林や植林地の林縁部であり、森林開発などにより自生地
が失われたほか、植生遷移の進行や林縁管理
の停止などにより、生育地の減少が進行した
ものと思われる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	243,	292

イヌヨモギ
Artemisia keiskeana

被子植物
キク科

奥多摩町 2019 年 10 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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873 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州の中部以北に分布する多年草で、山地の林縁の湿った場
所に生育する。ロゼット状の葉は大きく､ 卵形で、花期には枯れる。茎はやや斜めに立ち、高
さ30〜 50cm。花期は８〜９月、頭花は枝先に点頭し、大きくて径２〜３cm。基部に葉状
の苞を付ける。都内では南多摩から西多摩の山地にやや稀に分布する。
■生存を脅かす要因：樹林管理の停滞、登山道や林道沿いの植生の繁茂、シカ食害などが減少
の主要な要因と考えられる。林道整備や除草にあたっては、個別的な管理が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	28,	168,	243

オオガンクビソウ
Carpesium macrocephalum

被子植物
キク科

八王子市 2007 年 9 月 28 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

872 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州の滋賀県以北に分布する多年草で、山地の谷筋の明るい
林縁や草地に生育する。根出葉は花時には枯れる。全体大型。茎は高さ60〜 180cm、上方
でまばらに枝を出す。葉は互生し卵形で長さ10cm内外、下方の葉が最大となる。花期は８
〜 10月、花は葉腋から出た短い枝先に１〜２個つき、筒状で下向き。総苞片はすべて同長。
都内では南多摩と西多摩の山地渓谷沿いの草地や、湿った林道路傍に分布する。
■生存を脅かす要因：生育地は谷筋の林道路傍草地などであり、樹林の鬱閉による林床照度の
低下、生物多様性への配慮を欠いた林道整備や除草作業、野生動物による食害などにより、本
種の生存が脅かされてきたものと推測される。
■特記事項：日本固有種である。母種ガンクビ
ソウとは混生することもあり、よく似ており
紛らわしい。ノッポロガンクビソウは明るく
湿った林縁に生え、全体が大きく、茎下部の
広卵形の葉が特徴的である。

執 筆 者 奧田重俊　 文献一覧 243

ノッポロガンクビソウ
Carpesium divaricatum var. matsuei

被子植物
キク科

八王子市 2022 年 9 月 4 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

871 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する一年草で、水田や周辺湿地、水
路等に生育する。茎は高さ20〜 150cm。葉は対生し、やや翼のある柄があり、3〜 5裂する。
花期は8〜 10月。頭花は最初、径7〜 8mm、花柄に上向きに咲き、のちに径25〜 35mm
となる。外側の花床の鱗片は長楕円形。舌状花はない。両性花の花冠は長さ4〜 4.5mm。そ
う果は下向きの刺があり、芒は2個、まれに3〜 4個。都内では各地に記録があるが、現在の
生育地はきわめて少なく、確認されている生育地はほぼ水田耕作地に限られている。
■生存を脅かす要因：都内に残存する生育地の多くは水田であり、耕作停止や農薬、除草剤の
使用により、個体群ごと消滅する可能性がある。また、外来種のアメリカセンダングサの拡大
も、生育立地の競合による減少要因の一つと
考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	243,	293

タウコギ
Bidens tripartita

被子植物
キク科

八王子市 2012 年 10 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

870 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、明るい林床や林縁草地などに
生育する。茎は高さ30〜 100cmになり、堅くて上部で分枝し、枝の先に頭花をつける。葉
は長柄があり、葉身は3〜 5深裂し、やや堅い。花期は9〜 10月。頭花の径は2〜 2.5cm、
総苞直下に魚骨状の苞がある。総苞は鐘形。小花は雄花では長さ10〜 12mm、雌花では9
〜 11mm。花は白色または淡紅色。都内では区部では絶滅、多摩部の台地から山地まで広範
囲に分布しているが、生育条件が悪化した場所も少なくない。
■生存を脅かす要因：生育地の多くが近郊の丘陵地の二次林などにあり、地域の開発や樹林の
管理停止、薬用目的の採取などにより、自生地や個体数が減少したものと考えられる。自生地
においては、選択的な草刈りを継続する必要
がある。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	105,	196,	243

オケラ
Atractylodes ovata

被子植物
キク科

八王子市 1986 年 10 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

869 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、中部に分布する多年草で、山地の林縁や風の強く当たる
草地などに生育する。茎は叢生し、高さ35〜 65cm、密に短毛がある。根出葉は花時には枯
れる。中部の葉は多数で、節間は短く、卵状長楕円形から披針状長楕円形で鈍頭。両面に密に
短毛がある。花期は8〜 10月。頭花は径23〜 25mm。総苞は1〜 3個の苞があり、楕円形。
総苞片は4列、すべて紫色。そう果は扁平で有毛。都内では西多摩地域の高海抜地に分布する。
■生存を脅かす要因：山地草原の岩場に生育し、稜線付近の木本植生の遷移の進行などが衰退
要因と考えられる。シカ食害の被害の可能性は不明。個体数が少ないため、共存する植物の個
別的な管理が必要である。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168

ハコネギク
Aster viscidulus

被子植物
キク科

神奈川県 1996 年 8 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

868 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する越年草で、海岸の塩性湿地に生
育する。茎は高さ25〜 55cmで、無毛。葉は披針形、肉質で無毛、基部はわずかに茎を抱く。
花期は10〜 11月。頭花はゆるい散房状につき、およそ2cm。総苞片は3列、外片は披針形
で鈍頭、筒状花は長さ8〜 9mm。そう果は狹長楕円形で、扁平有毛。冠毛の毛は花時には長
さ5mm、果時には14〜 16mmに伸びる。都内の自生地は区部の旧中川、荒川や多摩川河口、
江戸川臨海部などに限られている。
■生存を脅かす要因：海岸や河口部の広範囲な開発による塩性湿地の埋立て、護岸工事などに
より自生地が失われてきた。
■特記事項：海域と陸域の移行帯に生育する植物として、発芽や成長に十分な塩分耐性を有す
ることが知られているが、近年の研究では、
シルトなどの基質が波の影響等を受けずに堆
積していることが生育環境として重要である
ことが明らかとなっており、今後の自生地の
再生などが期待される。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 167,	270,	303

ウラギク
Tripolium pannonicum

被子植物
キク科

荒川区 1996 年 10 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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879 再校

■種の特性と生育状況：本州、関東地方（多摩丘陵、相模原台地南部）に分布する雌雄異株の
多年草で、丘陵谷戸や段丘崖の湿地に生育する。茎は高さ100〜 200cmに達し、鋭角に枝
を出す。根出葉は花期には枯れる。茎葉はやや肉質で長さ30〜 40cm、卵形で羽裂する。花
期は9〜 11月。頭花は茎の先に多数点頭し、時に横を向いて咲く。総苞は筒形、総苞片は斜
上から開出する。花冠は鮮やかな紅紫色。都内では南多摩だけに産し、八王子市と日野市の多
摩丘陵の２〜３箇所に自生が確認されている。
■生存を脅かす要因：生育環境は都市部周辺の湿地であり、開発により自生地が限定されてし
まったものと推測される。保全に際しては、定期的な草刈りによる湿性草地の維持が欠かせな
い。
■特記事項：本種は八王子市宇津貫町で発見さ
れ、2012年に新種として発表された。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 45,	93,	243,	340

ハチオウジアザミ
Cirsium tamastoloniferum

被子植物
キク科

八王子市 2021 年 10 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

878 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、比較的貧栄養な湧水性の湿地
に生育する。茎はやや花茎状で、高さ50〜 100cm。茎葉は少なくて小さい。根出葉は長さ
15〜50cmで多数あり、羽裂して両面無毛。花期は9〜10月。頭花は茎の先に点頭して咲き、
花が終わると上向く。都内では区部及び北多摩では絶滅、南多摩の段丘崖に自生地がわずかに
残されている。西多摩では、近年生育に関する情報は得られていない。
■生存を脅かす要因：生育地は湧水による貧栄養な湿地のため、本来自生地が少ないうえに、
土地開発や植生管理の放棄など、生育地の悪化が進んで大半の自生地が失われた。
■特記事項：残された生育地については植生や湧水の適切な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	243,	270

キセルアザミ（マアザミ）
Cirsium sieboldii

被子植物
キク科

日野市 2021 年 10 月 23 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

877 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、中部地方に分布する多年草で、山中のがれ地や河原に生
育する。全体が剛直壮大で高さ50〜 100cm。葉は基部に集まって、根出葉は花時にもあり、
白いくも毛をかぶって長さ50〜 70cmに達する。花期は8〜 10月。頭花は下向きに開き、
扁球形で径6.5 〜 8.5cm、総苞片は紫色。縁に鋭い刺があって反り返る。花冠は長さ17〜
22mm。ときに白花のものもある。都内では西多摩の山地の川沿いの不安定地に分布し、南
多摩でも散見される。また、多摩川の中流に流れ着く個体も稀に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境が礫地や草地のため、もとより自生地は散発的で、こうした場
所での植生遷移の進行等により生育適地が失われているものと推測される。個体数が少ないた
め、不安定地を維持し、播種による増殖など
個別的な保全対策が必要である。
■特記事項：フォッサマグナ要素で、日本固有
植物である。シカに採食されてもよく耐える
植物（採食耐性植物）として知られている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 173,	243

フジアザミ
Cirsium purpuratum

被子植物
キク科

奥多摩町 2018 年 9 月 2 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

876 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州の長野県以北に分布する二年草で、湿り気のある肥沃な
草地に生育する。１年目は長い根出葉を出してロゼットで越冬するが、当年に開花することも
ある。茎は高さ2〜３m。茎葉は草質、深く羽状に中裂する。花期は６〜 10月。頭花は多数
つき、長い柄の先に点頭して咲く。総苞は幅1〜２cm内外で、くも毛がある。花冠は長さ
17〜 22mmで、狹筒部は長さ12〜 16mm。都内では区部低湿地、武蔵野台地北縁部の川辺、
南多摩及び西多摩の丘陵谷戸湿地などに点在するが発生量は安定せず、減少傾向にある。
■生存を脅かす要因：生育環境は農村の草地、川岸の草地などであり、都市開発はもとより、
草地管理の停止による樹林化、外来植物の繁茂、河川氾濫などにより、本種の生育に適した立
地環境の悪化が進んでいる。
■特記事項：残存する生育地については、草刈
りなどの管理を継続し、また、二年草のため、
ロゼット（幼苗）を保護するなどの対策も必
要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	196,	243,	359

タカアザミ
Cirsium pendulum

被子植物
キク科

八王子市 2019 年 10 月 11 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

875 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、日の当たる草地に生育する。
直根がある。茎は高さ1.5 〜 2m。根出葉は花時には枯れる。茎葉は薄く、深く羽状に中裂し、
基部はやや茎を抱く。花期は8〜 10月。頭花は長い柄の先に点頭して咲く。総苞は幅1cm
内外で、くも毛があり、外片は短く鈍頭で、短い刺針がある。都内では区部や北多摩では絶滅、
南多摩の低山でも近年の生育情報が得られず、西多摩においても、きわめて稀な状況にある。
■生存を脅かす要因：生育環境は林間の草地であり、こうした場所の管理の停止や樹林化、シ
カ食害などが衰退要因であり、また、都市部においては地域開発による自生地の破壊等が大き
な脅威となった。
■特記事項：日本固有種。産地や個体数が少な
いため、保全に際しては株分けによる増殖な
ど、個別的な管理が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	247,	253,	270

モリアザミ
Cirsium dipsacolepis

被子植物
キク科

檜原村 1986 年 10 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

874 再校

■種の特性と生育状況：本州、九州北部に分布する多年草で、主に山地の崖や林縁、低地の河
川敷に生育する。茎は叢生し、高さ1〜 1.5mで、多くは分枝する。葉は有柄で、葉身は羽状
に深裂し、裂片の先はとがり、基部は切形またはやや心形。花期は10〜 11月。頭花は黄色で、
やや散状に多数つき、径1.5cm、開花が終わると点頭する。総苞片は3〜 4列で覆瓦状、外
片は線形または狹長楕円形。そう果は長さ1mm。都内では全地域に生育の記録がある。現在、
西多摩の山地にはある程度の分布量があるが、南多摩の山地から北多摩の低地にかけては散発
的で、個体数も非常に限られている。
■生存を脅かす要因：生育地である山地の露岩地の崩壊や草地の植生遷移、さらに、林道のり
面のコンクリート化、人工草地化などが主要
な減少要因である。低地の河川敷においては、
洪水発生の増加も衰退に大きく影響している
ものと考えられる。
■特記事項：園芸目的の採取防止も重要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	196,	243

キクタニギク（アワコガネギク）
Chrysanthemum lavandulifolium

被子植物
キク科

日野市 2020 年 11 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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885 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国に分布する多年草で、明るい草地に生育する。茎
は高さ30〜 120cm、上部は短い毛と星状毛が密生する。根出葉は開花時には枯れる。茎葉
は多数で互生し、長楕円状披針形、先はとがり基部は円いくさび形。花期は8〜 9月。頭花は
径2.5 〜 3.5cmで、散房状または円錐状につく。総苞片は外側のものほど短く、ときに開出
し反り返る。そう果は黒褐色。都内では、区部は絶滅し、西多摩地域においても確かな生育情
報が得られない状況である。
■生存を脅かす要因：生育環境は定期的な草刈りが実施される半自然草原であり、草原の遷移
による樹林化に加え、踏みつけ、シカ食害等により、衰退したものと考えられる。再発見の場
合には、競合する植物の除去などの個別の管
理が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168,	295

ヤナギタンポポ
Hieracium umbellatum

被子植物
キク科

長野県 1995 年 9 月 10 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

884 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方以西から四国、九州に分布する多年草で、河原の湿っ
た場所に生育する。茎は高さ1〜 1.5m、下部は無毛。葉はふつう3深裂し、裂片は長楕円形
または長楕円状披針形、表面は光沢があり、裏面は腺点がなく、やや硬い。花期は8〜 9月。
頭花は枝の先に散房状に多数つく。総苞片は約10個、5個の小花がある。そう果は長さ
3mm。都内の確実な自生地は区部に限られ、葛飾区小合溜、板橋区志村、江戸川区伊与田な
どが知られているが、葛飾区を除き、実態が不明な状況にある。北多摩や西多摩の現状調査が
必要である。
■生存を脅かす要因：生育環境は平野部の湿地帯であり、区部の都市開発により大半の自生地
が失われた。確実な自生系統については、個別
的な管理により、保全が図られる必要がある。
■特記事項：類似の園芸種があり自生品と混乱
しているため、保護指定に注意する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 223,	269,	270

フジバカマ
Eupatorium japonicum

被子植物
キク科

利根川産 2006 年 9 月 16 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

883 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方、四国、九州および南西諸島に分布する一年草で、日
の当たる崖地に生育する。全体に灰白色の軟毛が多い。茎は高さ25〜 50cm、葉はまばらに
互生しへら形。花期は３〜 10月、頭花は茎の先に密に集まり、径８mm。冠毛はわた状。別
名ワタナ。都内では西多摩だけに記録され、奥多摩の渓谷沿いに自生していたが､ 絶滅したも
のと考えられる。
■生存を脅かす要因：生育地は渓谷沿いの崖地であり、個体数も多くなかったため、林道整備
を伴う植生改変等により失われたものと考えられる。再発見の場合には生育地の管理（草刈り、
除草など）など個別的な管理が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 66

イズハハコ
Eschenbachia japonica

被子植物
キク科

静岡県 2018 年 4 月 27 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

882 再校

■種の特性と生育状況：本州の中部地方以北に分布する多年草で、日当たりの良い草地に生育
する日本固有種。茎は高さ10〜 37cm、密に毛がある。根出葉はロゼット状でへら形、全縁
でやや厚い。花をつける茎の根出葉は、開花時に生きている。花期は4〜 6月。花は径3〜
3.5cm、舌状花は多数で3列、花冠は長さ15mm。そう果は有毛。冠毛は帯赤色。かつては
都内全域に産し、町田市の多摩丘陵域を最後に2000年頃絶滅した。
■生存を脅かす要因：自生地は都市近郊で、定期的な草刈りによって維持された丈の低い草地
であり、こうした場所の開発、管理の停止、採集などにより衰退し、絶滅に至ったものと考え
られる。
■特記事項：牧野富太郎は、明治20年頃、大
井駅付近（現港区白金台5丁目付近）に自生
していた様子を自身の植物記に記録している。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 25,	141,	243,	270,	322

アズマギク
Erigeron thunbergii

被子植物
キク科

町田市 1995 年 5 月 4 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

881 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州および南西諸島に分布する一年草で、水田や溝など
に生育する。高さ20〜 50cm。葉は対生し、披針形､剛毛があってざらつく。花期は７〜９月。
頭花は茎の先端にまばらに付く。舌状花は白色で径６mm、花後には９mmになる。そう果は
長さ２〜３mm、厚みがあって縁に翼がある。近年、外来種のアメリカタカサブロウに置き換
わって、減少しており、南多摩では丘陵谷戸や川辺の湿地などに見られるのみとなっており、
西多摩では近年の生育情報がきわめて少ない。
■生存を脅かす要因：生育地は湧水由来の水田に多く、除草剤の使用などで衰退し、水田耕作
の放棄による減少が本種の自生地をさらに狭めている。
■特記事項：留意種として今後の推移に注意す
る必要がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 243

タカサブロウ（モトタカサブロウ）
Eclipta thermalis

被子植物
キク科

八王子市 2007 年 10 月 3 日
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880 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国に分布する越年草で、山地の礫地や岩隙などに生育する。
茎は高さ15〜 45cm。茎葉は長さ3.5 〜 11cm、幅1〜 5cm、薄く、羽状に全裂し、クサ
ノオウ (ケシ科 ) の葉に似ている。花期は8〜 11月。花の総苞は狭い円柱形で、内片は5個。
小花も5個ある。そう果は紡錘形で長さ3.5 〜 4mm、先は0.5mmの嘴となり、すこし扁平
で10肋がある。冠毛は白く、長さ4.5	mm。都内では西多摩地域（檜原村）にごく稀に分布
するが、近年は生育に関する情報が得られなくなっている。
■生存を脅かす要因：もともと産地や個体数の少ない種であったが、生育環境が林道脇の斜面
などの場合が多く、草刈りの停止や吹きつけによる草地化などによって生育立地が失われて
いったものと考えられる。
■特記事項：シカ食害の影響も疑われる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168

クサノオウバノギク
Crepidiastrum chelidoniifolium

被子植物
キク科

奥多摩町
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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891 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草または越年草で、日の当たる草地
に生育する。茎は高さ20〜 50cm。葉はやじり形で基部は茎を抱き、緑白色を帯びる。花期
は４〜５月。頭花は茎の上方にまばらに付き、径8mmで黄色。小花は10〜 25個ある。冠
毛は白色。都内では各地から記録があるが減少が著しく、河川敷や河畔湿地、水田周囲などに
散発的に発生するだけとなっている。
■生存を脅かす要因：河川の氾濫原の湿地や草地の減少、草地の樹林化などが、生育地の減少
要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	243,	263,	270,	293

ノニガナ
Ixeris polycephala

被子植物
キク科

八王子市 2011 年 5 月 12 日
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確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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890 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、山地から丘陵地の乾いた草地
に生育する。茎は高さ20〜 50cm。根出葉は長さ8〜 24cm。葉は披針形で歯牙または切れ
込みがある。花期は４〜７月。頭花は径2cm、帯紫白色、小花は23〜 27個ある。総苞は太く、
外片は卵形。冠毛は白色。都内では各地で記録があるものの、絶滅して久しい。
■生存を脅かす要因：生育地はシバ草原であり、放牧や採草利用の衰退とともに草原の減少が
要因となり、低地から山地まで同時多発的に本種は衰退したのではないかと推測される。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 17,	28,	270,	290

タカサゴソウ
Ixeris chinensis subsp. strigosa

被子植物
キク科

福岡県
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

889 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州の奈良県以北、および四国に分布する多年草で、高山の
岩場に生育する日本固有種。茎は高さ7〜 17cm。葉は薄く、切れ込み、茎を抱かない。花
期は6〜 7月。頭花は黄色、径約2cm。小花は9〜 10個ある。そう果は長さ5〜 5.5mm。
有性生殖を行う。ニガナの変種とする場合がある。都内では奥多摩の天祖山など、山地高所に
記録があるが、近年の報告がなく、絶滅したものと考えられる。
■生存を脅かす要因：もとより自生地が局所的であり、山地草原の植生変化、石灰岩の採掘に
よる山域の破壊などにより消滅したものと考えられる。
■特記事項：再発見された場合には、草原の維持やシカ食害対策などの積極的な保護対策が必
要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 26,	292

タカネニガナ
Ixeridium alpicola

被子植物
キク科

長野県 1984 年 7 月 22 日
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888 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たりのよい湿っ
た草地に生育する。茎は縮毛が密生し、高さ60〜80cm、硬くて細い。葉は長楕円状披針形で、
長さ5〜 8cm、基部は茎を抱き、洋紙質で薄いが硬く、縁には凸状の小歯牙があり、脈は目
立つ。茎の上部に数個の頭花を上向きに開く。花期は7〜 9月。頭花は径3.5 〜 4cm、基部
に苞葉がある。総苞片は草質で縁に密に短毛がある。都内では各地に記録があるが激減し、多
摩部の丘陵地の谷戸草地、山地草原などにわずかに現存するだけとなっている。
■生存を脅かす要因：自生地は定期的な草刈りが行われる草地であり、都市部においては土地
の開発や造成、農村地域では草地管理の停止や樹林化などによる生育環境悪化が要因となり、
衰退したものと考えられる。
■特記事項：ホソバオグルマ等と誤認されるこ
とが多く、同定には注意を要する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	243,	263

カセンソウ
Inula salicina var. asiatica

被子植物
キク科

奥多摩町 1990 年 9 月 19 日
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887 再校

■種の特性と生育状況：本州、九州に分布する多年草で、低地の日当たりの良い湿地に生育する。
高さ20〜 60cm。葉は線形または線状披針形で、幅6〜 10mmと細い。花期は8〜 10月。
頭花は黄色、小さくて径18〜 25mm、総苞は長さ4〜 6mm。そう果は長さ1mm、冠毛は
長さ3mm。都内では区部の河畔湿地や南多摩西部などに自生したが、近年確かな生育情報は
得られない。
■生存を脅かす要因：生育環境は湿地であり、土地造成や草地の開発、耕作停止、除草剤の使
用等により、自生地が失われたものと考えられる。再発見の場合、生育地の草刈りや競合する
外来種を除去するなど個別的な管理が必要である。
■特記事項：オグルマとの推定雑種にサクラオ
グルマがあり、ホソバオグルマ、オグルマ両
者の中間的な姿をしており、南多摩で生育が
確認されている。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270,	359

ホソバオグルマ
Inula linariifolia

被子植物
キク科

熊本県
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

886 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、湿地や田の縁、川岸
などに生育する。茎は高さ20〜 60cm、根出葉は花時に枯れている。茎葉は広披針形から長
楕円形で鋭頭、基部は茎を抱く。茎の先に数個の頭花を開く。花期は7〜 10月。頭花は黄色、
径3〜 4cm、総苞片は5列でやや同長、外片は披針形で縁に短毛がある。そう果は10肋があ
り有毛。冠毛は細くてややざらつく。都内では全域に生育していたが、現在では、北多摩や南
多摩、西多摩の丘陵部の田の畔、河畔湿地などにわずかに残存するだけとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は耕作地周辺の湿性草地であり、地域の開発や草地管理の停止、
農薬の使用などにより、自生地が減少した。
■特記事項：花が美しく、鑑賞・園芸目的で採
取されることがある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 105,	243,	270,	290

オグルマ
Inula britannica subsp. japonica

被子植物
キク科

武蔵村山市 2020 年 10 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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897 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国に分布する多年草で、夏緑樹林から亜高山帯針葉樹林内に
生育する。茎は高さ60〜 100cm。葉身は腎臓形で粗い鋸歯がある。花期は8〜 9月。茎の
上方はまばらな円錐花序となり、多数の頭花を付ける。頭花は下垂し、3〜 5個の小花がある。
花冠は白く、長さ8mm。都内では奥多摩地方に分布し、ブナなどの広葉樹林内に生育する。
■生存を脅かす要因：自然林内において、特にシカに被食されやすい植物であり、近年、激減
した植物の一つである。残存する個体群には、個別的な保全管理が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168

カニコウモリ
Parasenecio adenostyloides

被子植物
キク科

奥多摩町 2010 年 9 月 4 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

896 再校

■種の特性と生育状況：本州の近畿地方以北に分布する多年草で、湿地に生育する。茎は高さ
60〜 90cm。葉は有翼の長柄があり頭大、羽状中裂または深裂する。花は黄色で、総苞は太く、
長さ12 〜 14mm、内片は12 〜 13個、外片は2列で披針形をなし、鈍頭、長さ3.5 〜
7mm。花期は9〜 11月。小花は26〜 39個つく。都内では区部で現状不明、多摩部および
狭山丘陵域にわずかに自生地が残されているにすぎない。
■生存を脅かす要因：生育環境は比較的都市部に近い谷戸湿地に限られ、地域開発目的の土地
造成や埋立て、湿地の管理放棄などにより、生育環境が失われてきたものと考えられる。現存
する自生地においては草刈りを継続するなど、個別的な管理が必要である。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	196,	243,	270

オオニガナ
Nabalus tanakae

被子植物
キク科

八王子市 1998 年 10 月 11 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

895 再校

■種の特性と生育状況：本州の福島県以南から、四国、九州に分布する多年草で、山地の落葉
樹林の下に生育する。茎は高さ55〜 80cm。茎の下部の葉は最も大きく、葉柄は盾状につく。
葉身は円形で幅25〜 33cm、基部は深く心形。総苞の基部に苞葉がつく。花期は7〜 9月。
小花は20個内外で花色は黄色。そう果は長さ7〜 8mm。冠毛は10mm。都内では西多摩の
1000ｍ以上の山域に分布し、ブナ林などの、やや湿った林床に生育する。
■生存を脅かす要因：自然林内において、とくに、シカの食害により減少している。野生動物
の影響に対する保全対策が特に重要である。
■特記事項：日本固有種で、西南日本のソハヤキ要素を特徴づける植物である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	217,	243

オオモミジガサ
Miricacalia makinoana

被子植物
キク科

奥多摩町 1995 年 8 月 9 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

894 再校

■種の特性と生育状況：本州の東北南部、関東、中部にかけて分布する多年草で、亜高山帯の
渓流の縁などに生育し、しばしば群生する。茎は高さ30〜 50cm、やや無毛。根出葉はほこ
状心形、または心形など変異があり、先は尾状となる。茎葉の柄は茎を抱く。花序の頭花は	
6 〜 8個、散房状につき、花柄が長い。花期は7〜 8月。総苞は筒状。舌状花は5個あって、
花冠は長さ25〜 28mm、筒状花は14〜 16個。そう果は円柱形。都内では奥多摩地方（雲
取山）などに記録があるが、現状は不明である。
■生存を脅かす要因：自生地は亜高山帯の沢沿いであるが、西多摩地域ではこうした立地環境
がわずかであり、斜面崩壊、植生の変化などにより衰退したものと考えられる。
■特記事項：フォッサマグナ要素の植物の一種
である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168

カイタカラコウ
Ligularia kaialpina

被子植物
キク科

山梨県 1991 年 7 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

893 再校

■種の特性と生育状況：北海道の道南部から本州近畿地方に分布する多年草で、山地の岩場な
どの草原に生育する。茎は叢生し、高さ25〜 50cm。葉は互生、披針形で茎を抱かず、下面
に綿毛を密生する。開花期は７〜９月。頭花は数個が茎の先端に集まり、頭花の周囲には葉状
苞がある。冠毛は長さ3.5mm。都内では奥多摩地方に分布するが、現在ではシカ柵内でしか
発生を見ることができない。
■生存を脅かす要因：本種は亜高山帯に分布域をもち、その生育立地は西多摩でもわずかであ
り、自生地の植生遷移の進行やシカ食害等により、危機的な状況に陥ったものと考えられる。
■特記事項：形態に変化に富む分類群でいくつかの変種がある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168

ウスユキソウ
Leontopodium japonicum

被子植物
キク科

奥多摩町 2018 年 9 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©御手洗望

892 再校

■種の特性と生育状況：本州の中部以北に分布する多年草で、河原の乾いた礫地に生育する。
茎は高さ20〜 50cm。根出葉は叢生し、ときに大きな株になる。葉は披針形で歯牙がある。
花期は７〜９月。茎の上部にまばらに花をつける。頭花は径2cm、黄色、小花は28〜 40個
ある。冠毛は白色。都内では多摩川の上流から中流部を中心に分布し、ところによって広範囲
に群落が形成されている。
■生存を脅かす要因：生育環境はほぼ河川敷の礫地に限られており、異常出水による河川敷内
の生育立地の減少、流水の富栄養化、外来種の繁茂などにより個体群の消滅が進んだものと推
測される。
■特記事項：学名（種小名）は分布地の多摩川
にちなむ。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 4,	196,	243,	270,	280

カワラニガナ
Ixeris tamagawaensis

被子植物
キク科

日野市 2019 年 5 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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903 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たりのよい草原や明るい
林内に生育する。茎は高さ50〜 150cm。根出葉は花時にもあり、長柄がある。葉身は長楕
円形で長さ11〜 30cm、羽状に深裂し、側裂片は4〜 6対。花期は9〜 10月。頭花は多数
が散房状につき、径10mm。総苞は帯紫色でくも毛がある。総苞片は8列で、最外片は卵形。
都内では区部及び北多摩では絶滅、南多摩の八王子市、西多摩のあきる野市などにわずかに現
存している。
■生存を脅かす要因：生育環境は山麓や丘陵地の二次林内や林縁部の草地など局所的であり、
土地造成により失われやすく、林縁管理の方法やシカ食害によっても容易に衰退しやすいもの
と考えられる。
■特記事項：残存する自生地では、園芸目的の
採取からの保護の検討が必要である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	171,	243,	270

ミヤコアザミ
Saussurea maximowiczii

被子植物
キク科

八王子市 2013 年 10 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

902 再校

■ 種の特性と生育状況：本州の関東西部、山梨県および、四国に分布する多年草で、海抜
1500m以上の山地の岩場に生育する。茎は高さ40〜 60cm。根出葉は開花時にも生き残り、
長柄があり、葉身は長楕円形から卵形、鋭尖頭で基部はほこ形、長さ8〜 21cm、表面は緑
色で、裏面は青白色。花期は8〜 10月。花は1〜 4個の頭花をつける。総苞は鐘形で長さ
17mm、総苞片は6列、草質で先は鋭尖形、中ほどから開出する。都内では奥多摩地方の石
灰岩地にのみ見られる。
■生存を脅かす要因：西多摩においては本来、自生地が局限されていた。加えて、森林植生の
組成の変化やシカ食害、園芸目的による採取などにより、個体数を減じているものと考えられ
る。自生地においては、シカ対策などを検討
する必要がある。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 171,	218,	292

コウシュウヒゴタイ
Saussurea amabilis

被子植物
キク科

奥多摩町 1989 年 9 月
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

901 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する一年草または越年草で、シバ草原やロー
ム層の露頭などに生育する。茎は高さ30〜 60cmとなり、上部で分枝し、白い綿毛がある。
葉は披針形で、長さ4〜 5cm、基部は半ば茎を抱いている。裏面に密に白い綿毛があるが表
面が緑色。花期は9〜 11月。花は散房状に多くの頭花をつける。総苞片は5列で淡黄色、花
後に開く。都内では全域に記録があるが、2000年代を境に急速に減少し、近年は絶滅した区
部以外でも生育に関する情報がまったく得られない状態にあり、絶滅が懸念される。
■生存を脅かす要因：生育立地は不安定であることから減少しやすい。自生地が都内全域にお
いて一斉に激減した理由は明らかではない。
■特記事項：本種減少と同時期に、近縁の複数
の外来種の分布が拡大しており、これらによ
る競合の可能性もある。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	243,	270

アキノハハコグサ
Pseudognaphalium hypoleucum

被子植物
キク科

八王子市 1995 年 10 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

900 再校

■種の特性と生育状況：本州中部（長野、山梨、静岡、神奈川）に分布する多年草で、山地帯
上部から亜高山帯の岩場に生育する。コウゾリナの変種で、茎は高さ50〜 80cm。葉は線状
披針形。総苞に短い剛毛がある。花期は7〜 8月。都内では奥多摩地方の岩礫地にのみ見られ
る。
■生存を脅かす要因：生育環境は山地帯上部の岩礫地や草地であり、自生地が局限されている
うえに、植生の変化、シカの食害などにより衰退が進んでいるものと考えられる。残存する生
育地では、防護柵など、個別的な管理が必要である。
■特記事項：フォッサマグナ要素の植物であり、コウゾリナに似るが、葉が著しく細い点が特
徴である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 66

アカイシコウゾリナ
Picris hieracioides subsp. japonica var. akaishiensis

被子植物
キク科

奥多摩町 2018 年 8 月 26 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

899 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国に分布する多年草で、山地の落葉樹林の下に生育する。長
い地下茎をひいて先に新苗をつける。茎は高さ60〜 90cm。葉はふつう3枚、下部の葉は長
柄があり、基部は短く鞘となる。葉身の基部は深く心形となり、掌状に9〜 10中裂する。花
期は7〜 9月。頭花は円錐花序に多数つく。総苞片は5個。小花は5〜 6個あって、花冠は長
さ8.5 〜 10mm。そう果の冠毛は汚白色。都内では奥多摩の深山に産し、ブナ林などの湿潤
な林床に群生するが、近年は減少が著しい。
■生存を脅かす要因：樹林の発達に伴う構成種の変化、シカの食害による林床植物の減少が進
んでいるものと推測される。野生動物の食害などにより減少する場所では、個体群の保護管理
が必要である。
■特記事項：日本固有種であり、西南日本の分
布域を特徴づけるソハヤキ要素の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	292

ヤマタイミンガサ
Parasenecio yatabei

被子植物
キク科

三頭山 2013 年 8 月 3 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

898 再校

■種の特性と生育状況：本州中部の太平洋側に分布する多年草で、山地の落葉樹林の下に生育
する。高さ50cm。葉身は三角状ほこ形で５浅裂する。茎の中部の葉は翼があって、基部は茎
を抱く。頭花はまばらな円錐花序につく。花期は8〜 10月。花冠は白く長さ７cm。コウモ
リソウの変種。都内では奥多摩地方に分布し、ブナ林の林床などに稀にみられる。
■生存を脅かす要因：カニコウモリ同様、シカの食害により減少しているものと考えられる。
残存する個体群には、個別的な保全管理が必要である。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168

オクヤマコウモリ
Parasenecio maximowiczianus var. alatus

被子植物
キク科

長野県 2007 年 8 月 27 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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909 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、丘陵から山地の日当たりの良
い草地に生育する。茎は高さ30〜 140cmになる。茎葉は羽状に全裂するが、下部の葉には
長柄がある。葉はやや薄く、両面に細毛がある。花期は9〜 10月。頭花は紅紫色で上向きに
咲き、径3〜 4cm。総苞片は7列で、外片と中片は淡黄褐色、鋭尖頭。縁の小花は長さ25〜
28mm。中の小花は両性で、長さ22〜 26mm。都内では北多摩では絶滅、南多摩から西多
摩の山地に残存しているが、さらなる衰退が懸念される。
■生存を脅かす要因：生育環境は林間の草地であり、都市近郊では土地造成や草地の開発によ
り消滅し、山地部では草地管理の停止による樹林化や植生の変化により、生育に適した環境が
失われたものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	243,	270

タムラソウ
Serratula coronata subsp. insularis

被子植物
キク科

奥多摩町 1983 年 9 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

908 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たりのよい草原に生育する。
茎は高さ30 〜 120cm になる。根出葉や茎の下部の葉は長柄があり、葉柄は長さ5 〜
20cm、葉身は卵形で長さ7〜 18cm、羽状浅〜中裂し、堅い。茎葉は、上部では葉身は狭く
小さく、無柄で、茎に翼はない。花期は9〜 10月。頭花は散房状につく。花冠は長さ11〜
13mm。総苞片は5〜 7列で、最外片は長楕円形または卵形で、短くとがる。都内では西多
摩の山地に残存するが、北多摩では絶滅、南多摩でも近年の生育情報が得られない状況となっ
ている。
■生存を脅かす要因：丘陵部では地域開発や園芸目的の採取などにより自生地が失われ、山地
帯の草原では、樹林化の進行やシカ食害など
により、個体数が減じたものと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 171,	243,	270,	292,	299

キクアザミ
Saussurea ussuriensis

被子植物
キク科

檜原村 1986 年 10 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

907 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東、中部地方に分布する多年草で、高山の草原や林の縁に生
育する。茎は高さ30〜 55cm、葉の基部から沿下した翼がある。根出葉や下部の葉は長柄が
あり、葉身は薄く、卵形または卵状長楕円形、鋸歯縁のものもあるが、しばしば中部以下の葉
は羽状中裂する。花期は8〜 9月。頭花は径10mmで、7〜 24個が散房状につく。総苞片
は5列、外片は内片の半長で、広卵形、先はとがって線形、黒紫色、花冠は長さ10mm。都
内では西多摩地域の高海抜地に稀に分布する。
■生存を脅かす要因：生育地はほぼ亜高山帯の自然草原に限られ、個体数も限られていた。草
原の種組成の変化やシカ食害などの影響、さらに園芸目的の採取などが加わり個体数を減らし
たものと推測される。残存する自生地では防
護柵などの設置を検討する必要がある。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 26,	152,	168,	171

ヤハズヒゴタイ
Saussurea triptera

被子植物
キク科

富士山 1991 年 8 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

906 再校

■種の特性と生育状況：本州の関東地方から中部および岡山県に分布する多年草で、山地の草
原に生育する。茎は高さ70〜 100cmで、つねに著しい翼がつく。根出葉は開花時に枯れて
無い。茎葉は有柄で、葉身は心形または広卵形、長さ8〜 15cm、先は短く鋭尖となり、縁
に不規則な歯牙がある。花期は9〜 10月。頭花は径15mm、しばしば総状につく。総苞は
黒紫色で絹毛がある。総苞片は9列で、最外片は広卵形、鈍形で微凸端。都内では北多摩では
絶滅、南多摩から西多摩の山地にごく稀に見られる。
■生存を脅かす要因：生育環境はほぼ山地草原に限られ、本来分布域や個体数も多くない。二
次草原の遷移の進行、シカ食害などにより、個体数を減らしたものと推測される。残存する自
生地では防護柵などの設置を検討する必要が
ある。園芸目的の採取の危険がある。
■特記事項：日本固有種であり、タカオヒゴタ
イとの雑種がオンガタヒゴタイである。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 152,	168,	171,	243,	270

セイタカトウヒレン
Saussurea tanakae

被子植物
キク科

奥多摩町 1983 年 9 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

905 再校

■種の特性と生育状況：本州西部、山梨県に分布する多年草で、落葉樹林や各種二次林の縁に
生育する。茎は高さ35〜 60cm。根出葉は開花時にあるが、ときに枯れる。葉は卵形で急に
鋭尖頭、基部は心形で、縁は大きく深く湾入し、薄い。花期は9〜 10月。頭花は総状または
ゆるい散房状につき、径2cmほどで、基部に線形の苞がつく。総苞は鐘形で密にくも毛がある。
総苞の外片は披針形で長く、中片とともに反り返る。都内では南多摩の丘陵地から西多摩の山
地に分布する。都内に見られるトウヒレン類の中では比較的生育地が多い。
■生存を脅かす要因：都市近郊の自生地の多くは地域開発により失われ、保全緑地や自然保護
地域等では、二次林の管理の放棄などにより、生育条件が不適となり、衰退した。
■特記事項：日本固有種。フォッサマグナ要素
の植物である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	171,	196,	243

タカオヒゴタイ
Saussurea sinuatoides

被子植物
キク科

八王子市 2012 年 10 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

904 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で、岩場や日当たりのよ
い草原に生育する。茎は直立し、高さ30〜 150cm、上部でよく分枝し多数の頭花をつける。
葉は羽状深裂または全縁で、基部は茎に沿下する。葉の両面に細毛と腺点がある。花期は8〜
10月。頭花は径12〜 16mm。総苞片には淡紅色の付属体があり、つぼみの段階から美しい。
花冠は長さ11〜 13mm。冠毛は長さ7〜 8.5mm。都内では区部や南多摩では絶滅、西多摩
の山地において自生地がわずかに残されている状況である。
■生存を脅かす要因：生育環境は安定した二次草原であり、平野部においては地域開発や土地
造成、また、山地においては持続的な草地管理の停止、岩礫地の荒廃などにより生育地が失わ
れたものと考えられる。近年ではシカ食害の
影響も大きいと推測される。
■特記事項：園芸目的の採取からの保護が必要
である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	171,	243,	253,	270

ヒメヒゴタイ
Saussurea pulchella

被子植物
キク科

福岡県
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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915 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（近畿以北）に分布する多年草。細い地下茎がある。全
体は軟弱で高さ10cm内外。根生葉は2回3出複葉。花は黄緑色、5個が茎の先端につく。頂
上の花は花冠が4裂。花期は4月。果実は石果。夏には地上部は枯れる。山地の湿った林内に
生育し、しばしば群生する。北多摩では分布が限られ、ごく稀。南多摩と西多摩では、河川沿
いの低地、丘陵や山地の下部に点在する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、人の踏みつけ、管理放棄、遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 105,	170,	243

レンプクソウ
Adoxa moschatellina

被子植物
ガマズミ科

八王子市 2022 年 4 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

914 再校

■種の特性と生育状況：全国に分布する一年草で、人里周辺の富栄養な立地や水湿地、海岸等
に生育する。茎は高さ20〜 100cm、短毛がある。葉は互生し、3.5 〜 10cmの長柄があり、
葉身は卵状三角形で長さ6〜 15cm、3〜 5浅裂し、不ぞろいな鋸歯があり、やや厚く基部は
心形、両面に剛毛があってざらつく。花期は8〜 10月。筒状花は白色。日本には古くから生
育しているが、アジア大陸から帰化したものと推定されている。かつては荒れ地に普通であっ
たという。都内でも各地から記録があるが、全域で絶滅している。
■生存を脅かす要因：各地で同時多発的に絶滅に向かったことを考慮すると、生活型が類似す
るオオオナモミをはじめとする外来植物が侵入拡大し、オナモミの衰退につながった可能性が
否定できない。
■特記事項：

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 168,	270,	288

オナモミ
Xanthium strumarium subsp. sibiricum

被子植物
キク科

群馬県 2001 年 10 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

913 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州、および南西諸島に分布する多年草で、日当たりの
よい湿地に生育し、ときに群生する。茎は中空で直立し、高さ50〜 80cmとなり、葉ととも
に白いくも毛がある。根出葉はロゼット状。茎葉は卵状披針形、基部は広く茎を抱く。花期は
4〜 6月。頭花は径3.5 〜 5cm、6〜 30個が散房状またはやや散状につく。総苞片は広披針
形。舌状花冠は長さ11〜 16mm。そう果は無毛。冠毛は白色、花後長く伸びる。都内では
区部の湿地に自生していたが、北多摩地域とともに絶滅している。
■生存を脅かす要因：自生地は都市近郊の湿地であり、地域開発の激しい時期に大部分の生育
地が失われ、消滅したものと考えられる。
■特記事項：日本固有種である。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 270

サワオグルマ
Tephroseris pierotii

被子植物
キク科

山形県 1994 年 5 月 24 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

912 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する多年草で、日当たりのよい草地に生育する。
茎は高さ20〜 65cm。根出葉は多数でロゼット状をなし、長楕円形で鈍頭、両面にくも毛が
ある。茎葉は基部やや茎を抱き、短く沿下する。花期は5〜 6月。頭花は3〜 9個、散房状
につく。総苞は筒状。舌状花冠は長さ12〜 16mm。そう果は密毛がある。冠毛は白色、花後、
筒状花冠を超えて伸びる。都内では区部や北多摩では絶滅、南多摩から西多摩にかけての谷戸
草地などにわずかに自生地が残されているのみとなっている。
■生存を脅かす要因：生育環境は谷戸の耕作地に接した斜面など、定期的な草刈りがくり返さ
れる場所であり、土地開発による造成で自生地が消滅しやすいほか、管理の停止によっても、
容易に個体群が衰退する危険性がある。
■特記事項：本種の保全に際しては、種の生活
史を考慮しつつ、年２回以上の草刈り頻度を
保つ必要があると考えられる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	168,	196,	243,	270

オカオグルマ
Tephroseris integrifolia subsp. kirilowii

被子植物
キク科

八王子市 2002 年 4 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

911 再校

■種の特性と生育状況：本州に分布する多年草で、日当たりの良い草地に生育する。茎は直立し、
高さ50〜 60cmで、上部にくも毛がある。根出葉は開花時に枯れる。下部の葉は広倒披針形、
中部の葉は披針形で、基部は茎を抱く。花期は7〜 9月。頭花は6〜 13個、やや散状につき、
長い舌状花があり、反り返って咲く。花柄は長さ5〜 16cm。舌状花冠は長さ17〜 22mm。
そう果は密に毛があり、冠毛は汚白色。都内ではかつて北多摩にも産したが絶滅、南多摩も情
報不足、西多摩の山地高所の草地に自生地が残されている。
■生存を脅かす要因：山地草原の植生変化、園芸目的の採取などにより減少していると考えら
れる。
■特記事項：奥多摩での生育状況から、野生動
物による食害は比較的受けにくく、シカ不嗜
好性植物と考えられる。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 28,	152,	168

コウリンカ
Tephroseris flammea subsp. glabrifolia

被子植物
キク科

奥多摩町 2019 年 7 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©田畑伊織

910 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草で海岸付近の荒れ地に生
育する。茎は高さ30〜 100cm、葉とともに無毛。葉は裏面粉白色。基部は茎を抱く。花期
は8〜 10月。頭花は黄色、径3〜 3.5cm。総苞は長さ1.6 〜 2cm、密に綿毛をかぶる。総
苞片は4〜 5列、外片は卵形。そう果は長さ3.5mm。冠毛は長さ1.3mmで、純白。都内で
は東京湾に面した河川河口部や海岸付近に分布するが、少ない。
■生存を脅かす要因：東京湾岸の自生植物であるが、沿岸部の開発や護岸改修で生育地が減少
したものと考えられる。外来植物の繁茂の影響も懸念される。海岸付近のため、浚渫工事など
に際しては、保全対策が必要である。
■特記事項：同定に際しては酷似する外来種タ
イワンハチジョウナと間違えないよう、注意
を要する。

執 筆 者 奧田重俊　
文献一覧 67,	270

ハチジョウナ
Sonchus brachyotus

被子植物
キク科

神奈川県 2010 年 8 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重
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921 再校

■種の特性と生育状況：宮城県と関東地方に分布する落葉低木。高さ１〜２ｍ。葉は対生、裏
面や葉の縁には開出する軟毛が多い。花は下垂し、展葉に先立って開き、白色。花冠はろうと
形で長さ1.2cm、先端が５深裂する。雄しべは花外に出る。花期は４月。果実は液果で５〜
６月に紅色に熟し、合着しない。山地の落葉樹林の林縁や石灰岩地に生育する。都内では西多
摩の山地の石灰岩性の岩崖地に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、石灰採掘、シカの食害、基質・基物の減少および消失、局所
分布。生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、山林の改変による生育環境の変化や生
育地の破壊が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 205

ハヤザキヒョウタンボク
Lonicera praeflorens var. japonica

被子植物
スイカズラ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

920 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東〜近畿地方北部）に分布する落葉低木。高さ１〜２ｍ。葉
は対生し、幅広く、裏面は粉白色を帯びる。花ははじめ白色のちに淡黄色。花冠は二唇形。上
唇は４裂する。裂片は反曲し、雄しべが突き出る。花期は５〜６月。液果は７〜８月に赤く熟
し、２個が合着する。山地の落葉樹林の林縁に育成する。都内では西多摩の山地、特に石灰岩
地に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、石灰採掘、シカの食害、基質・基物の減少および消失、局所
分布。生育環境が岩崖地などの特殊な立地にあるため、山林の改変による生育環境の変化や生
育地の破壊が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 205

ニッコウヒョウタンボク
Lonicera mochidzukiana

被子植物
スイカズラ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

919 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に分布する越年草。高さ1mを超え、直立してよく
分枝し、全体に刺状の剛毛がある。葉は薄く、頭大羽状に全裂し、裂片は鋸歯縁。頭花は径
2cm。総苞片は線形で反り返る。小花の花冠上部は4裂。花期は8〜 9月。南多摩と西多摩
の山地の林縁や林道路傍の草地、伐採跡地にごく稀に生育する。区部では過去の記録があるが、
絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：草地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243

ナベナ
Dipsacus japonicus

被子植物
スイカズラ科

奥多摩町 2019 年 9 月 5 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

918 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東・中部以西）、四国、九州に分布する落葉低木。高さ2〜
3mで、密に分枝する。葉は広卵形から披針状卵形で、対生。花冠は黄白色、花筒下部は狭い
管状で、上部は鐘状に膨らむ。萼片は5個であるが、背側の1個は他より小さいか、稀にない。
丘陵にも分布するが主に山地の明るく開けた樹林内に生育する。南多摩と西多摩の各地に点在
する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、シカの食害。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4,	66,	243

オオツクバネウツギ
Abelia tetrasepala

被子植物
スイカズラ科

八王子市 2008 年 4 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

917 再校

■種の特性と生育状況：本州（福島以西）、四国、九州に分布する。落葉低木。ヤマシグレの
一品種。高さ50cm以下。下部の枝は地を這い、根を出す。葉は対生、卵形で先はとがる。
花は散房花序につき、花冠は白色、花期は6〜 7月。核果は球形、9〜 10月に赤く熟す。西
多摩の山地上部にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：シカの食害、局所分布。現存する生育地はニホンジカが入り込みにくい
露岩の混じる尾根沿いのみであることから、ニホンジカの食害の影響が大きいと考えられる。
■特記事項：現存する個体は矮小化しており、ヤマシグレとの区別が困難である。ここでは過
去の記録に準じてミヤマシグレとした。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 152,	170

ミヤマシグレ
Viburnum urceolatum f. procumbens

被子植物
スイカズラ科

長野県 1990 年 7 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

916 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西の太平洋側）、四国、九州に分布する落葉高木。高さ5
〜 7m。葉は対生、楕円形。傷つけるとゴマの香りがする。花は散房花序につき、白色。花期
は5〜 6月。核果は楕円体、8〜 10月に赤く熟し、のちに黒くなる。低地の河川沿い、台地
脚部、丘陵の谷戸などの湿地に生育する。多摩部では各地に稀、区部では過去の記録はあるが、
絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28,	105,	243

ゴマギ（ゴマキ）
Viburnum sieboldii

被子植物
ガマズミ科

1993 年 5月 18日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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927 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東西部）に分布する落葉低木。高さ約2m。葉は対生し、両
面有毛、裏面脈上に開出毛が多い。葉柄は短い。花冠は長さ約3cmで先端が5裂し、はじめ
白色で、のちに紅色に変わる。花期は5〜 6月。山地の二次林の林縁や渓畔などに生育する。
あきる野市西部、八王子市西部に局所的に分布する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■ 特 記 事 項： ヤ ブ ウ ツ ギ の1変 種（W. floribunda	var.	versicolor） あ る い は1品 種	
（f.	kariyosensis）とする見解もあり、今後の分類学上の検討が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 4,	59,	229,	243

カリヨセウツギ（ニシキビロードウツギ）
Weigela kariyosensis

被子植物
スイカズラ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

926 再校

■種の特性と生育状況：本州（中部以北）に分布する落葉低木。高さ2〜 3m。葉は対生し、
柄がない。萼は早落。花は2個ずつつく。花冠は淡黄色、長さ約4cm。先端が5裂し、背腹性
がある。下側中央部に橙色の網目がある。花期は4〜 6月。西多摩の山地上部の落葉樹林内に
ごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、遷移進行・植生変化、シカの食害。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170

キバナウツギ
Weigela maximowiczii

被子植物
スイカズラ科

山形県 1980 年 6 月 22 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

925 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する越年草。高さ60〜 90cm、葉
は対生し、有毛、下部や中部の葉は羽裂し、裂片はさらに分かれる。頭花は長柄の先に上向き
につき、径4cm。花期は8〜 10月。山地の明るい草原に生育する。都内本土部各地に過去の
記録があるが、区部では絶滅したと考えられ、北多摩では現状が不明である。南多摩と西多摩
ではごく稀に生育しているが、近年の現状は不明である。
■生存を脅かす要因：草地開発、採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。園芸目的の採取の対
象となり、生存が脅かされている。
■特記事項：山中でも植栽と考えられる株がみられる。自生株について現状を把握する必要が
ある。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243,	270,	290

マツムシソウ
Scabiosa japonica

被子植物
スイカズラ科

長野県 1982 年 8 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

924 再校

■種の特性と生育状況：本州 ( 関東以西の太平洋側 )、九州に分布する多年草。ハクサンオミ
ナエシの変種。茎は高さ20〜 60cm。葉は対生し、掌状に３〜５中裂する。花冠は黄色。径
７mm、長さ２〜３mmの明らかな距がある。花期は７〜８月。山地の岩場に生育する。都内
では西多摩の山地の尾根部などに稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、シカの食害。生育環境の変化やシカの食圧が本種の生存を脅
かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 132

キンレイカ
Patrinia triloba var. palmata

被子植物
スイカズラ科

奥多摩町 2022 年 7 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©田畑伊織

923 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州、南西諸島に分布する多年草。茎は高さ
60〜 100cm、地下茎は横に這い、新苗は下部の側にできる。葉は対生し、頭大羽状に深裂
する。花は黄色の小花で花序の上部にほぼ平らに多数つく。花期は8〜 10月。南多摩と西多
摩の丘陵から山地にかけての草地に生育する。区部には過去の記録があるが絶滅したと考えら
れ、北多摩では現状が不明である。
■生存を脅かす要因：草地開発、採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。園芸目的の採取の対
象となり、生存が脅かされている。
■特記事項：「秋の七草」として植栽されることが多く、自生品との見分けがつきにくい。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243,	290,	293

オミナエシ
Patrinia scabiosifolia

被子植物
スイカズラ科

八王子市（植栽） 2020 年 8 月 10 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

922 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東、近畿、中国）、四国に分布する落葉低木。高さ1〜 2m。
葉は対生。花は下垂し、白色。花冠はろうと形。液果は6〜 7月に紅色に熟す。アラゲヒョウ
タンボクの変種で、基本変種からは子房と花柱が無毛なことで区別される。花期は4〜 6月。
西多摩の山地上部において石灰岩地の落葉樹林の林縁にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：基質・基物の減少及び消失、局所分布。
■特記事項：同じ山域でアラゲヒョウタンボクも記録されており、分類学上の相違に留意しな
がら、現状の把握が必要である。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 79,	170,	205

ダイセンヒョウタンボク
Lonicera strophiophora var. glabra

被子植物
スイカズラ科

鳥取県 2002 年 5 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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933 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州、南西諸島に分布する多年草。茎は高
さ1〜 1.5m。上部で枝を分け、暗紫色を帯びる。葉は1〜 2回3出羽状複葉で、光沢がある。
複散形花序に白い花をつける。花期は4〜 6月。海岸の風衝草原・海岸低木林に生育する。東
京湾最奥部に造成された人工干潟の砂浜の後背地に局所的に生育する
■生存を脅かす要因：海岸開発。
■特記事項：東京湾土着の植物の一種と考えられている。

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 52,	66,	67,	107,	149

ハマウド
Angelica japonica

被子植物
セリ科

江戸川区 2019 年 5 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

932 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東以西）、四国、九州に分布する多年草。高さ60〜 80cm。
葉身は円形または腎円形、粗い鋸歯があり、小葉の先端はとがる。花序の枝は長さ不同。花は
白色。果実は広楕円形で広い翼がある。花期は5月。南多摩と西多摩の山地の湿った樹林内に
稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243

ハナビゼリ
Angelica inaequalis

被子植物
セリ科

山梨県 1985 年 8 月 8 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

931 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東、中部）に分布する多年草。高さ60〜 120cm。葉は長
さ3〜 10cmの柄がある。2回3出の複葉で、小葉の幅は狭い。花は緑白色。果実は楕円形、
長さ約6mm。花期は8〜 9月。小葉がまばらにつく型であるノダケモドキも含める。北多摩
や西多摩の山地の二次林や林縁に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243

イワニンジン
Angelica hakonensis

被子植物
セリ科

神奈川県 1996 年 11 月 7 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

930 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州（近畿以東）に分布する多年草。茎は直立し、多くの枝
を分け、高さ30〜 120cm。葉は2〜 3回羽状複葉で、長さ5〜 30cm。複散形花序で、白
色の花をつける。花期は8〜 9月。日当たりの良い草原に生育する。区部と北多摩、南多摩で
は過去の記録があるのみで、絶滅したと考えられる。西多摩では主に石灰岩の明るい露岩地に
稀に生育する。
■生存を脅かす要因：基質・基物の減少及び消失、局所分布。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 66,	170,	253,	270

イブキボウフウ
Libanotis ugoensis var. japonica

被子植物
セリ科

奥多摩町 2022 年 8 月 25 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©御手洗望

929 再校

■種の特性と生育状況：本州（福島県尾瀬沼以南）、四国、九州（熊本県五家荘以北）に分布
する落葉低木。高さ1.5 〜３ｍ。枝に針状の刺がある。葉は互生、掌状複葉で小葉は5個、長
さ７〜 15cm、幅2.5 〜５cmの倒卵状長楕円形で、縁に鋭鋸歯がある。表面は無毛、裏面は
粉白色。花期は７〜８月、枝先に散形花序を２〜３個出し、緑白色の小さな花をつける。液果
は直径約６mm、扁平な球形、10〜 11月に黒熟する。山地の林内、とくに石灰岩地に多い。
都内では西多摩の石灰岩地に極めて稀に生育する。
■生存を脅かす要因：森林伐採、石灰採掘、基質・基物の減少および消失、局所分布。生育環
境は石灰岩地などの特殊な立地にあり、石灰採掘や自生地の崩落、山林の改変などによる生育
環境の変化が本種の生存を脅かす主な要因で
あると考えられる。
■特記事項：日本固有種。

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 326

ウラジロウコギ
Eleutherococcus hypoleucus

被子植物
ウコギ科

奥多摩町 2019 年 9 月 1 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©田畑伊織

928 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東、中部）に分布する多年草。茎は細長く無毛で、高さ80
〜 100cmになる。葉は有柄、3出2〜 3回羽状。小葉は卵心形、質薄く、下面脈上に短い縮
れた毛がある。枝は紫色を帯びる。花は散形花序につく。花弁は緑紫色。液果は球形で紫緑色。
花期は6〜 8月。西多摩の山地のやや湿った林縁にごく稀に生育する。
■生存を脅かす要因：遷移進行・植生変化。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170

ミヤマウド
Aralia glabra

被子植物
ウコギ科

新潟県 1992 年 8 月 12 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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939 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東）、四国、九州に分布する多年草。高さ80〜 120cm。全
体無毛。葉は細い。花は白色。果実は平滑で長さ3.5〜4mm、分果の隆条は太く鋭く隆起する。
花期は8〜 9月。低地の河川敷の湿地に生育する。区部では過去の記録があるが、90年代に
すでに絶滅の可能性が指摘されており、現在は絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 79,	270

シムラニンジン
Pterygopleurum neurophyllum

被子植物
セリ科

千葉県 1993 年 10 月 20 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

938 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。茎は高さ10〜 50cm。
小葉は柄がなく、羽状に切れ込み、長さ3〜 6cm、裂片は短く、先は鈍形。複散形花序に白
い花をつける。花期は8〜 10月。海岸の砂浜・砂丘・礫浜に生育する。区部では東京湾沿い
に過去の記録があるが、近年の確認はなく、絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：海岸開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 66,	149,	270

ハマゼリ
Cnidium japonicum

被子植物
セリ科

神奈川県 2017 年 10 月 6 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©中西由美子

937 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。有毒植物。高さ60〜
100cm。根茎は太く、緑色で節がある。全体無毛。葉は羽状。花は白色。果実は長さ2.5mm
で縦に筋がある。花期は6〜 8月。山地の河辺の岸や流路に生育する。都内本土部各地に過去
の記録はあり、主に低地から台地部にかけての流水辺、池沼の岸辺等に産したが、現在では絶
滅している。
■生存を脅かす要因：湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28,	270,	322

ドクゼリ
Cicuta virosa

被子植物
セリ科

長野県 1987 年 8 月 31 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

936 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国、九州に生育する多年草。高さ40〜 70cm。茎につく葉
は広線形で、平行脈がある。散形花序は大形で多数の花をつける。花は黄色。果実は卵球形。
花期は8〜 10月。山地の乾いた草地に生育する。多摩部の各地で過去の記録があるが、90
年代にすでに絶滅の可能性が指摘されており、現在は絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：採取、管理放棄、遷移進行・植生変化。薬用植物として採取されること
が生存を脅かす要因の一つと考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28,	79,	243,	270

ミシマサイコ
Bupleurum stenophyllum

被子植物
セリ科

0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

935 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。高さ40〜 100cm。
葉は広い披針形で、基部は円く茎を抱く。下面は粉白色。小散形花序に10〜 15花をつける。
花は黄色。果実は長さ3〜 4cm。花期は8〜 10月。山地の草原や岩の隙間に生育する。南
多摩ではごく稀で、西多摩では主に石灰岩地に点在する。
■生存を脅かす要因：基質・基物の減少及び消失、局所分布。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 170,	243,	270

ホタルサイコ
Bupleurum longiradiatum var. elatius

被子植物
セリ科

長野県 2008 年 9 月 5 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

934 再校

■種の特性と生育状況：本州（関東、愛知）に分布する多年草。高さ30cm。根葉は有柄、茎
葉は3〜 5個の卵形の小葉からなる。花序は小さく、茎の上部に散形の花序を出す。花は4〜
8個の柄につき白色。果実は楕円形、長さ2〜 3mm。花期は5〜 6月。低地の河川敷の湿地
に生育する。区部の荒川沿いの低地に過去の記録があるが、90年代にすでに現状不明とされ
ており、絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：河川開発、湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 79,	270

エキサイゼリ
Apodicarpum ikenoi

被子植物
セリ科

茨城県 2013 年 5 月 13 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©中西由美子
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943 再校

■ 種の特性と生育状況：北海道、本州（中部以北）、四国に分布する多年草。高さ10 〜
30cm。葉は羽状に細裂し、裂片は糸状。花期は７〜９月。茎頂か、分枝した先端に小型の複
散形花序をつける。花は小さく、白色の5弁花で、花弁は内側に曲がる。亜高山帯の崩壊地や
草地、岩場に生育する。都内では西多摩の高標高の石灰岩地に稀に生育する
■生存を脅かす要因：森林伐採、シカの食害、基質・基物の減少及び消失、局所分布。生育環
境は石灰岩地などの特殊な立地にあり、山林の改変などによる生育環境の変化や生育地の破壊
及びシカの食圧が本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。
■特記事項：

執 筆 者 田畑伊織　
文献一覧 205

ミヤマウイキョウ
Tilingia tachiroei

被子植物
セリ科

山梨県 2022 年 7 月 30 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©田畑伊織

942 再校

■種の特性と生育状況：本州、四国に分布する多年草。高さ60〜 100cm。全体無毛。多く
の枝を出す。葉は複葉で小葉は7〜 11個あり、ヌマゼリと異なり葉は卵形、基部はときに心
形になる。花序は小型、花は白色。花期は7〜 9月。ヌマゼリ同様、湧水湿地、池沼や流水辺
の草地などに生育する。区部と北多摩に過去の記録があるが、絶滅したと考えられる。
■生存を脅かす要因：湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 270,	290

ヒロハヌマゼリ
Sium suave var. ovatum

被子植物
セリ科

杉並区　1879年 10月 5日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

東京大学総合研究博物館所蔵

941 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。高さ60〜 100cm。
全体無毛。多くの枝を出す。葉は複葉で小葉は7〜 11個あり、幅は狭い。花序は小型、花は
白色。果実は倒卵形。花期は7〜 9月。水湿な草地や湧水地、池沼の水辺などに生育する。都
内の本土部各地に過去の記録があるが、90年代にすでに現状不明とされており、絶滅したと
考えられる。
■生存を脅かす要因：湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 17,	25,	28,	79

ヌマゼリ（サワゼリ）
Sium suave var. nipponicum

被子植物
セリ科

栃木県 1995 年 9 月 27 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本

©内野秀重

940 再校

■種の特性と生育状況：北海道、本州、四国、九州に分布する多年草。高さ30〜 80cm。葉
は細い。上部の葉は3小葉。根元や葉腋にむかごができる。花は白色、萼片はごく小さい。果
実は卵球形、径2mm。花期は8〜 9月。各地の貧栄養な湿地に生育する。都内本土部では、
台地の湧水性の池沼や段丘崖沿いの湿地、丘陵の谷戸などに自生していたが、区部や北多摩で
は絶滅、南多摩や西多摩でも現状が不明である。
■生存を脅かす要因：湿地開発。
■特記事項：

執 筆 者 御手洗望　
文献一覧 28,	243,	270

ムカゴニンジン
Sium ninsi

被子植物
セリ科

長野県 1987 年 8 月 29 日
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前		▲標本
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